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序　　　文　

　菊池市は熊本県北東部に位置し、阿蘇外輪山を源とする１級河川菊池川とその支流

合志川、迫間川によって、豊かな自然環境が育まれています。その歴史は古く、旧石

器時代から近代にかけて、長い間人の生活が営まれていました。南北朝時代には南朝

方に忠節を尽くして戦い、その名を謳われた菊池一族の本拠として知られています。

また文教の地としても知られ、多くのすぐれた学者や教育家を輩出してきました。

　本書は平成23～ 30年度に花房中部２期地区県営ほ場整備事業に先がけておこなっ

た「医者どん坂遺跡」発掘調査報告書です。調査の結果、道路跡と住居址を中心とした

古代の遺構・遺物、近代の陸軍飛行場に関連する遺物、その他縄文時代などの貴重な

遺構・遺物が発見されました。当遺跡が所在する花房台地は、菊池から熊本方面と阿

蘇方面へ向かう道路が存在すると考えられており、以前調査をおこないました「万
ま だ ら

太郎

遺跡」では、古代の道路跡が見つかっています。今回の調査は、周辺の古代の交通事情

を解明するうえで、さらに重要な資料となったと考えております。また太平洋戦争時

の菊池飛行場に関する遺物が出土したことにより、調査事例の少ない近代の戦争関連

遺跡の解明について、一助になるのではないかと思われます。本書が、文化財保護と

学術研究の推進に寄与できましたら幸いに存じます。

　最後に、発掘調査から本書の作成にいたるまでご協力をいただきました多くの方々

に、心から感謝申し上げます。

令和4年3月

菊池市教育委員会

教育長　音光寺　以章



例　　言　

１．本書は花房中部２期地区県営ほ場整備事業に伴い、事前に実施した埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

２．発掘調査を実施したのは熊本県菊池市出田に所在する「医者どん坂遺跡」で、県農政部からの委

託を受けて菊池市教育委員会が実施したものである。

３．当遺跡の発掘は平成23～ 30年度にかけておこなわれたもので、整理は平成26～令和３年度に

おこなった。

４．遺跡名は「医者どん坂遺跡」と呼称する。

５．遺構は調査者が実測をおこない、一部委託をおこなった。遺構内の遺物は調査者が図面におと

した。それ以外の包含層中の遺物は基本的に光波トランシットで点取りをおこなった。現場写

真撮影は調査者がおこなった。４級基準点・水準点測量・メッシュ杭設置・遺構実測・遺物取

り上げ業務は株式会社ダイチプラン（平成23・25年度）、株式会社イビソク（平成24年度）、株式

会社ワールドコンサルタント（平成26・27年度）、扇精光コンサルタンツ株式会社（平成29・30

年度）、航空写真撮影業務は九州航空株式会社（平成23～ 26年度）、株式会社ワールドコンサル

タント（平成27・29・30年度）にそれぞれ委託した。整理作業において、自然化学分析業務は株

式会社古環境研究所（平成23～ 27年度）に、遺物実測業務は株式会社有明測量開発社（平成26・

29・30年度）、株式会社イビソク（平成27年度）、八洲開発株式会社（令和元年度）、株式会社埋

蔵文化財サポートシステム（令和2年度）、遺物写真撮影業務は株式会社埋蔵文化財サポートシス

テム（平成27年度～令和2年度）にそれぞれ委託した。

６．本書の図面は基本的に遺構を１／ 60、遺物は土器を１／３、石器を１／１、１／２で記載し、

図版中に明記している。それ以外の縮尺についても図版中に明記している。

７．出土遺物および実測図などは菊池市教育委員会が整理保管している。
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第I章　序説

第Ⅰ章　序　説

第１節　調査の経緯と経過
　平成20年度、菊池市において花房中部２期地区県営畑地帯総合整備事業が採択された。この事業は本市花房台

地のほ場整備事業であり、受益面積は61.9haである。事業に先立ち、熊本県教育庁文化課では遺跡台帳の照合、

現地踏査を実施して、当地に埋蔵文化財が存在する可能性が高いと判断した。その結果を県農政部へ通知して、併

せて確認調査の実施を求めた。確認調査は平成16年３月23、24日、５月17～ 21日、平成18年１月25～ 27日、

２月１、２日、４月25、26日に県文化課によって実施されている。その結果、一部において遺跡の存在が確認さ

れた。これを受けて遺跡保存の協議を重ね、やむをえず削平される部分について、記録保存のための発掘調査が必

要と判断した。菊池市教育委員会では熊本県菊池地域振興局の委託を受けて、平成23～ 30年度にかけて、熊本県

菊池市出田に所在する「医者どん坂遺跡（遺跡番号：菊池94）」の発掘調査を実施した。

　平成23年度は平成23年９月２日付け菊池土改第25号により依頼を受け、平成23年10月６日付けで実施協定書

を締結。平成24年度は平成24年４月20日付け菊池土改第６号により依頼を受け、平成24年６月８日付けで実施協

定書を締結。平成25年度は平成25年３月13日付け菊地土改第91号により依頼を受け、平成25年６月７日付けで

実施協定書を締結。平成26年度は平成26年４月15日付け北菊土改第３号により依頼を受け、平成26年６月２日付

けで実施協定書を締結。平成27年度は平成27年６月22日付け北菊土改第16号により依頼を受け、平成27年８月

３日付けで実施協定書を締結。平成28年度は平成28年４月14日付け北菊土改第４号により依頼を受け、平成28年

６月20日付けで実施協定書を締結。平成29年度は平成29年４月27日付け北菊土改第４号により依頼を受け、平成

29年７月７日付けで実施協定書を締結した。平成30年度は平成30年５月１日付け北菊土改第６号により依頼を受

け、平成30年６月21日付けで実施協定書を締結した。

　報告書作成のための整理作業は、菊池市教育委員会が平成26年度～令和３年度におこない、令和３年度に報告

書を刊行した。詳細は調査区ごとに記載する。

第２節　調査の経過（平成23～ 30年度調査）
【平成23年度】

 （平成23年11月21日～ 12月２日）Ａ－２～９区表土剥ぎ。（12月５日）Ａ－２～９区調査開始。（３月７日）Ａ－２

～９区空中写真撮影。（３月22日）23年度調査終了。

【平成24年度】

（平成24年７月19日～ 27日）Ｂ―１・３区表土剥ぎ。調査開始。（10月９日～ 10月31日）Ａ－10区、Ｂ－２区表土

剥ぎ。調査開始。（10月11日）Ｂ－３区空中写真撮影。調査終了。（11月14日）Ａ－10区空中写真撮影。調査終了。（平

成25年１月10日）県文化課廣田氏来跡。（２月14日）Ｂ－１区の一部、Ｂ－２区空中写真撮影。Ｂ－２区調査終了。（２

月26日）Ｂ－１区空中写真撮影。（３月14日）堂坂横穴墓踏査。（３月14日）24年度調査終了。

【平成25年度】

（平成25年７月29日～８月20日）Ａ－11～ 13区、Ｄ－１・２区表土剥ぎ。（８月１日）Ａ－11～ 13区、Ｄ－１・

２区調査開始。（９月17日～10日10日）Ｄ－５～８区表土剥ぎ。調査開始。（10月15日）Ａ－11～13区空中写真撮影。

調査終了。（10月29日）Ｄ－１区調査終了。（10月31日）菊池市文化財保護委員10名来跡。視察、調査指導。（11月20日）

Ｄ－２・７・８区空中写真撮影。調査終了。（11月28日～12月11日）Ｄ－３・４・９区、Ｅ－１区表土剥ぎ。調査開始。（平

成26年２月５日）県教育委員会文化課岡本主幹・馬場参事来跡。（２月13日）Ｄ－３～６（北）区空中写真撮影。Ｄ－

３区調査終了。（２月25日）Ｄ－６（南）区調査終了。（３月４日）Ｄ－９区調査終了。（３月５日）Ｄ－４・５区調査終了。

（３月６日）Ｅ－１区調査開始。（３月18日）Ｅ－１区調査終了。25年度調査終了。
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【平成26年度】

（平成26年７月24日～８月11日）Ｄ－10区、Ｅ－２区（一部）表土剥ぎ。（８月６日）Ｄ－10区、Ｅ－２区（一部）調査

開始。（９月６日）Ｄ－10区調査終了。（９月26日）Ｄ－10区、Ｅ－２区（一部）空中写真撮影。（９月18日～10月24日）

Ｅ－２区（一部）表土剥ぎ。調査開始。（11月10日）Ｄ－11区調査開始。（12月９日）Ｅ－２区空中写真撮影。（12月12日）

Ｅ－２区調査終了。（平成27年１月27日）Ｄ－12・13区調査開始。（２月３日）Ｄ－11区調査終了。（３月３日）Ｄ－

12・13区空中写真撮影。（３月３日）Ｄ－12・13区調査終了。（３月20日）26年度調査終了。

【平成27年度】

（平成27年11月16日）Ｂ－４区、Ｃ－２区表土剥ぎ。（11月24日）Ｂ－４区、Ｃ－２区調査開始。（12月11日～ 22日）

Ｃ－１・３区表土剥ぎ。調査開始。（平成28年１月７日）花房飛行場の戦争遺産を未来に伝える会事務局長髙谷和生

氏来跡。調査区出土の投下演習弾などについて、ご教示をたまわる。（１月15～ 22日）Ｂ－５区調査開始。（１月20日）

県文化課村﨑課長補佐・長谷部係長来跡。（１月23日）戦争関連の成果に関して、Ｃ－３区の現地説明会実施、参加

者約30名。（２月４・５日）Ｂ－４区（一部）表土剥ぎ。調査開始。（２月25日）Ｃ－２区調査終了。（３月２日）Ｂ－４・

５区、Ｃ－１～３区空中写真撮影。（３月11日）Ｃ－１・３区調査終了。（３月15日）Ｂ－４区調査終了。27年度調査終了。

【平成28年度】

（平成28年８月１日）髙谷和生・山本達也氏より戦争時代の爆弾等の遺物についてご教示をたまわる。

【平成29年度】

（平成29年11月13 ～ 18日）Ｂ－４区、Ｄ－11区表土剥ぎ。（11月27日）Ｂ－４区、Ｄ－11区調査開始。（平成30年

２月２日）Ｂ－４区、Ｄ－11区空中写真撮影。（３月７日）Ｂ－４区、Ｄ－11区調査終了。29年度調査終了。

【平成30年度】

（平成30年12月13・14日）Ｄ－11区表土剥ぎ。（12月20日）Ｄ－11区調査開始。（平成31年２月５日）Ｄ－11区空中

写真撮影。（２月８日）調査終了。30年度調査終了。

第３節　調査の組織
調査主体	 菊池市教育委員会

調査責任者	 倉原久義（菊池市教育長）平成22年７月８日～平成26年７月７日

	 原田和幸（菊池市教育長）平成26年７月８日～平成30年７月７日

	 渡邉和博（菊池市教育長）平成30年７月８日～令和３年７月７日

	 音光寺以章（菊池市教育長）令和３年７月８日～

調査総括	 櫨川健治（生涯学習課長）平成23年度

	 原本裕之（生涯学習課長）平成24、25年度

	 田嶌晴雄（生涯学習課長）平成26、27年度

	 笹原　猛（生涯学習課長）平成28年度～ 30年度

	 山本美千代（生涯学習課長）平成31年度～令和２年度

	 古庄和彦（生涯学習課長）令和３年度

調査担当	 阿南　亨（生涯学習課）平成23年度～平成30年度

	 中尾健照（生涯学習課嘱託・臨時職員）平成23年度～平成30年度

	 茨木浩一（生涯学習課嘱託・臨時職員）平成23、25〜 27年度

	 久保田陽香（生涯学習課嘱託）平成25年度～ 27年度

	 西坂知紘（生涯学習課嘱託）平成25年度～平成30年度

	 田中　暁（生涯学習課嘱託）平成25、26年

	 士野雄貴（生涯学習課嘱託）平成27・28年度
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第II章　環境

報告書作成	 阿南　亨、西坂知紘、中尾健照、茨木浩一、久保田陽香、田中　暁、士野雄貴（生涯学習課）

【発掘調査調査作業員：平成 23～ 30 年度】

荒木征子、荒木康利、入家絵理、井上洋子、岩下 孝、岩下都子、岩見 俊、上田恵子、上田信子、浴永トモ子、江

﨑正弘、尾池 稔、大坂幸子、大隅清成、岡内正子、岡本晃誠、甲斐孝志、甲斐時男、垣田 優、金子幸太郎、川上

紀男、川上富美子、川口ます代、河村セイ子、木下美智子、木村紀美子、桒畑智子、黒田一優、古閑アツ子、古閑

誠也、後藤光子、坂口澄子、佐々誠毅、佐藤シモ子、佐藤隆幸、佐藤フジエ、澤田和久、下川妙子、下田誠一、城 

修一、杉内勝利、高野㔟子、田中栄一、田中清子、田中智恵、田上征郎、冨田美和、豊岡キヨミ、豊村順子、永田

宗一、中村規矩雄、中村小夜子、中村 勝、二階堂千里、西村清美、袴田勝志、濱村経也、林 幸枝、東 とし子、東 

洋一、福嶌雅美、福田勝久、福田 了、藤島 篤、藤永一也、本田 徹、松岡千代香、松原衣梨、松原隆典、松本菊代、

三池 恵、水上直美、宮川エイ子、宮木貴史、宮崎和喜、宮崎タエ子、宮本愛子、宮本敦史、宮本立子、宮本博喜、

三好茂昭、武藤静子、村上奈穂、村山國誠、村山明子、森 昭彦、森 美香、守井昭雄、森本勝行、森本紀代子、森

山美代子、梁池孝子、吉畑政登、吉村 弘、和田哲幸

【報告書作成整理作業員：平成 26年度～令和３年度】

井上多恵子、上田恵子、宇野文子、垣田  優、木下美智子、木村紀美子、國﨑亜里沙、桑畑智子、藏本広美、塩先真喜子、

下田麗子、堤 佑季、中川秀美、林田由美子、平野智子、古田喜美子、松尾由希

【調査協力者】（順不同・敬称略）

工藤洋三（空襲・戦災を記録する会 全国連絡会）、髙谷和生（くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク）、山本達也（三

重県四日市市社会教育課）、弘中正芳（宇佐市社会教育課）、村﨑孝宏、廣田静学、岡本真也、長谷部善一（熊本県教

育庁文化課）、鶴嶋俊彦（熊本市）、後藤博己、勝又俊一（菊池市）、末武希代子、西住欣一郎、北原美和子、椎葉天昭（菊

池市教育委員会）

第Ⅱ章　環　境

第１節　地理的環境
　まず当遺跡周辺の地理的環境について述べてみたい。「医者どん坂遺跡」の所在する菊池市は、九州の中部熊本県

の北部に位置し、東に阿蘇郡、西に鹿本郡と接し、北に大分県と県境を接する。平成17年３月に旧菊池市、七城

町、泗水町、旭志村の４市町村が合併して現在に至る。市の面積の大半は山地が占め、起伏の激しい北部の八方ヶ

岳連山と、なだらかな裾野を持つ東部の鞍岳につらなる山々は標高が1000mを測り、南西部に向かってゆるやか

に傾斜していき､ 標高400 ～ 100mの丘陵地が広がる。菊池を流れる主な河川は菊池川、迫間川、合志川である。

ともに多くの支流を伴いながら西進し、阿蘇山の大爆発で形成された阿蘇溶結凝灰岩（火砕流堆積物）を侵食して流

域に平野部を形成する。当遺跡は菊池川と合志川にはさまれた丘陵地に位置し、その基盤は阿蘇溶結凝灰岩と軽石

を含む凝灰層であり、その上に火山灰が堆積したものである。

第２節　歴史的環境
【旧石器時代・縄文時代】

　旧石器時代、菊池川流域の伊野遺跡、原遺跡、細長地区では数点のナイフ形石器、長野地区では黒曜石製の尖頭

器、鞍岳山麓では馬糞塚遺跡から石槍、湯舟地区から尖頭器が採取されている。

　縄文時代早期から中期にかけては、早期の押型文土器などが少量出土する他、目だった生活痕跡はみとめられな

い。後期から晩期は、平野部や台地に大規模な生活拠点が出現する。菊池川流域の平野に天祗遺跡、花房台地上に

万
ま だ ら

太郎遺跡、木柑子遺跡群、台地の南に三万田東原遺跡、合志川をはさんだ南の丘陵に伊坂遺跡群などが所在する。

三万田東原遺跡は、昭和６年に県内の考古学研究の中心的人物であった坂本経
つねたか

堯氏らによってトレンチ調査がおこ
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なわれた住居址、多量の土偶が確認された熊本を代表する縄文時代の遺跡であり、縄文土器の一形式である三万田

式土器の指標遺跡である。また近年の研究では、クロム白雲母を原材料とする玉の製作遺跡であるとの指摘がある。

【弥生時代】

　菊池川流域に西寺遺跡、北田遺跡、外園遺跡、合志川流域に藤巻遺跡、平町遺跡があげられる。弥生時代後半に、

菊池川上流域の台地上では、小野崎遺跡、うてな遺跡、山鹿市の方保田東原遺跡で大規模な環濠集落が営まれていた。

鞍岳からのびる丘陵上に位置する藤尾支石墓からは、約10基の支石墓、積石墓４基、甕棺墓２基などが発見された。

外園遺跡、うてな遺跡からは、中国の新代（９～ 23年）に鋳造された古銭貨
かせん

泉が出土している。

【古墳時代】

　合志川流域には久米若宮古墳など５世紀代の古墳群、合志川支流の塩浸川流域には大陸の様相が見てとれる５世

紀代の古墳群、菊池川左岸の花房台地には木柑子（フタツカサン）古墳、木柑子高塚古墳などの６世紀前半代の古墳、

菊池川右岸には袈裟尾高塚古墳など６世紀中ごろの小古墳群が所在し、流域ごとの古墳の変遷をみてとることがで

きる。また菊池川や合志川にも小規模の横穴墓が点在する。

【古代】

　天智２（663）年の白村江の戦いの後、唐・新羅軍の侵攻にそなえて配置された城
き

のひとつが鞠智城（久
く く

々智
ちの き

城）で

あると考えられ、『続日本紀』に修復の記録がのこっている。大化の改新以降の郡国制の下、肥後国は14の郡に編

成された。菊池郡と皮
かわ

石
し

郡、後に皮石郡から分離した山本郡の一部が現在の菊池にあたり、菊池郡と皮石郡は菊池

川と合志川流域を主体とする郡であったと考えられる。菊池郡は９郷あり、そのうち８郷は現在の地名から菊池と

七城にまたがる一帯、皮石郡は、現在の旭志と泗水、山本郡は現在の泗水の西部と想定される。『日本書紀』では持

統10（696）年の4月、肥後国皮
かわ

石
し

（合志）郡の郡名が初見される。当時の九州の交通網は、大宰府を中心として整

えられていた。鞠智城は後に肥後国の北部に位置する政庁のような役割をはたしたと考えられ、大宰府との間に車

路と呼ばれる官道が通っていた。花房台地上の万
ま だ ら

太郎遺跡では、古代官道が敷設されていたことも判明しており、

遺跡周辺にも車町、車地、馬渡の地名がのこる。

【中世～近代】

　中世菊池一族は蒙古襲来時には国防に務め、南北朝時代は南朝方の懐
かね

良
なが

親王を擁し、九州の南朝勢力の中心であっ

た。隈府土井ノ外遺跡では14世紀後半～ 15世紀前半の館跡が確認され、当時から隈府の街並みが形成されていた

ことが推測される。近年、菊池川に面した菊之城跡とその周辺の確認調査により、居館と川港が存在していた可能

性が示され、中世の景観が整えられていたと考えられる。こ

の他、菊池市南部は合志一族の勢力圏であり、南北朝期には

宮方、武家方が争う緊迫した情勢をうかがうことができる。

　戦国時代後半になると菊池一族の力は衰え、隈部、城氏な

どの家臣の力が台頭し、彼らの動静が肥後国衆一揆のきっか

けともなる。その後の菊池は細川氏の肥後藩政下、隈府が在

町として栄えた。

　近代、花房台地上に約150haの面積に大刀洗陸軍飛行学校

の花房分教所として菊池飛行場が建設されていた。戦後の開

拓でも利用された給水塔をはじめ、兵舎や弾薬庫、格納庫の

外壁など当時の建造物群が現在ものこる。

第３節　基本層序
　当報告書において、遺跡の基本層序は右図のとおりとする。

表土

客土

１層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
暗褐色土　きめが粗く、ややしまらない。
橙色粒を多く含む。古代以降の遺物を含む。

２層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
暗褐色土　きめが細かくしまる。
主に縄文時代・古代の遺物を含む。

３層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
明褐色土層、きめが細かく、しまる。

アカホヤ二次堆積層。縄文時代の遺物を含む。

４層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
黒色土　きめが細かく、しまる。

５層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
明黄褐色粘質土　粘質が非常に強い。
ローム層上層でシロニガがみとめられる。

第１図　基本層序
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発掘調査工程表
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第３図　A－２・３区遺構配置図

A－３区

A－２区

調査の成果
【道路】

１号道路【第４・５図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長25.5ｍ、南側の立ち上がりが

調査区域外のため、検出面幅は不明だが、5.8ｍ以上はある。深さ0.55

ｍを測る。北側の立ち上がり際には一部側溝がみとめられる。ロー

ム層を掘り下げ、一度埋設して底面を平坦に造成している。その面

は硬化しているが、ややしまりが悪く硬化面かどうかは判断できな

いが、北側で側溝らしき溝が検出されたことと規模から考えると、

道路として利用されていたと推測される。道路であれば、非常に規

模の大きいものになる。

２号道路【第６・７図】

　南北方向に延びる。残長4.2m、検出面幅4.2m、底部幅1.2m、深

さ1.2mを測る。逆台形の断面を持つ溝の底部を路面として利用して

おり、硬化面は２面確認された。

【溝】

１号溝【第８図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.4ｍ、検出面幅0.6 〜 0.8m、

底部幅0.3m、深さ0.25ｍを測る。

【土坑】

１号土坑【第５図】

　１号道路内の掘り方でみとめられる。長軸2.3m×短軸0.8ｍ、深さ

0.4ｍのいびつな楕円形を呈する。道路に関連する遺構と考えられる。

２号土坑【第９図】

　幅4.9ｍ、深さ1.3ｍを測る非常に規模の大きな土坑。埋土は大きく

２層に分かれ、上層は灰褐色土を部分的に含む暗褐色土、下層は粘

質の暗褐色土であり、短期間で埋まったものと考えられる。
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硬化面

2 号 道路 2 号 道路

2 号 土坑

撹　乱

1 号 溝

第 6 図　2 号道路硬化面検出状況 第 7 図　2 号道路完掘状況

第 8 図　1 号溝実測図

第 9 図　2 号土坑実測図
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①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
②　暗褐色土　きめ粗く、上層の土にロームが混入したもの。硬化面。
③　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。砂礫、橙色粒を多く含む。②よりも暗い。
④　暗褐色土　きめが粗く、ロームが混入する。硬化面。
⑤　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑥　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。

１号溝断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。

調 査 区 域 外 調 査 区 域 外

調 査 区 域 外

２号土坑東西断面　
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　②がブロック状に混ざることから、
　　　　　　　急に埋まったのではないかと思われる。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。粘質。
　　　　　　　砂礫を多く含む。ニガ土、ロームが混ざる。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。粘質。
　　　　　　　砂礫を多く含む。ニガ土、ロームが混ざる。
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第 10 図　A－2 区出土遺物実測図

第 11 図　A－3 区出土遺物実測図
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第12図　A－４区遺構配置図

A－４区

1号掘立柱建物

Ａ－４区

調査の成果
【堀立柱建物】

１号掘立柱建物【第13図】

　東西方向に長軸を持つ。南北２間×東西３間。東側の南北柱穴ラインは、調査区域外のために検出することは

できなかった。柱穴間は南北1.8ｍ、東西1.6 ～ 1.8ｍを測る。

２号掘立柱建物【第13図】

　１号掘立柱建物と重複して検出されたが、先後関係は不明である。東西方向に長軸を持つ。わずかに東に振れる。

南北２間×東西３間（？）。東側の南北柱穴ラインは調査区域外のために、検

出することはできなかった。柱穴間は南北1.8ｍ、東西1.2 ～ 1.6ｍを測る。

３号掘立柱建物【第14図】

　ほぼ南北方向に向く。南北２間×東西２間。南側の東西柱穴ラインは、

調査区域外のために検出することはできなかった。柱穴間は南北1.7ｍ、東

西1.7ｍを測る。

【土坑】

３号土坑【第15図】

　南北1.7ｍ、深さ0.1ｍを測る。西側が調査区域外であるが、円形の平面

形状を呈すると思われる。

４号土坑【第15図】

　撹乱により、長短軸ともに0.6mほどしか残存していない。

５号土坑【第15図】

　長軸1.8ｍ。遺構の大半が調査区域外であり、遺構の性格は不明。

６号土坑【第16図】

　長軸1.5mのいびつな形状の土坑。深さ0.2mを測る。中央にピットがみ

とめられるが、遺構の性格は不明。

【焼土集中】

１号焼土集中【第16図】

　直径0.8ｍ、深さ0.15ｍの円形の土坑。埋土に焼土の塊を含む。
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2 号 掘立柱建物

3 号 掘立柱建物

1 号 掘立柱
建物

第 13 図　1・2 号掘立柱建物実測図

第 14 図　3 号掘立柱建物実測図
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第 15 図　3～5 号土坑実測図

第 16 図　6 号土坑、1 号焼土集中実測図

第 17 図　A－4 区出土遺物実測図
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第 18 図　A－5・6 区 遺構配置図
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調査の成果
【道路】

３号道路【第19・20図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。検

出面幅6.9 ～ 8.0ｍ、底部幅1.2ｍ、

深さ1.7ｍを測る。北側がテラス状

に平坦面を呈し、２段に形成された

溝状の道路で、一部を断面逆台形に

0.8ｍ深掘りをして、その底部は幅

１ｍほどが硬化している。北側テラ

スにも硬化面がみとめられる。調査

区東側では深掘り部が北側に向かっ

て拡張されている。この部分の埋土

はニガ土のブロックが混在するな

ど、意図的に埋め立てられたようで
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3 号 道路

3 号 道路

第 19 図　3 号道路硬化面検出状況

第 20 図　3 号道路硬化面検出・完掘状況
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３号道路南北断面東壁
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
②　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
③　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
④　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑤・⑥　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑦　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑧・⑨　暗褐色土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑩　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。

⑪　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑫　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑬　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。わずかに硬化土を含む。
⑭　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑮　暗 褐 色 土　硬化面だが、ややしまらない。
⑯　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑰・⑱　黒褐色土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑲　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑳　暗 褐 色 土　硬化面。
㉑　暗 褐 色 土　硬化面。
㉒　暗 褐 色 土　硬化面。非常に硬くしまる。
㉓　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。

３号道路南北断面西壁
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
②　暗 褐 色 土　硬化面。
③　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
④　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑤　暗 褐 色 土　硬化面。
⑥　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑦・⑧　黒褐色土　きめが粗く、やや硬化。

⑨　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑩　明 褐 色 土　ロームが混ざり、非常に硬くしまる。硬化面。
⑪　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。明褐色土が混ざる。
⑫　明褐色粘質土　ローム。崩落土と思われる。
⑬　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。崩落土と思われる。
⑭　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない
⑮　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑯　黒 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。

⑰・⑱　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑲　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。
⑳　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。砂質の硬化面。
㉑　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
㉒・㉓　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
㉔　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。
㉕　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ニガ土が混ざる。
㉖　暗 褐 色 土　非常に硬くしまる。硬化面。

調 査 区 域 外

調 査 区 域 外

P-S

トレンチ
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21

22

23

4 号 道路

第 21 図　4 号道路実測図

第 22 図　3 号道路出土遺物実測図
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P-A’

P-A’

P-B
P-C

P-C’

P-B’

P-C’

P-A

P-A

P-C

トレンチ

４号道路南北断面
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　橙色粒を多く含む。
②　暗 褐 色 土　硬化面。
③　明黄褐色土　硬化面。
④　明黄褐色土　硬化面。橙色粒を多く含む。
⑤　明黄褐色土　硬化面か？
⑥　明黄褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　橙色粒を多く含む。ニガ土が多く混ざる。
⑦　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　波板状凹凸面内埋土。
⑧　黒 褐 色 土　光沢をもつ。硬化面。

調
査

区
域 外

硬化面
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5 号道路

6号道路

7号道路

第 24 図　6号道路実測図、6号道路出土遺物実測図

第 23図　5号道路実測図 第 25図　7号道路実測図
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24
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0 5cm
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L=95.000m
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M-11
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P-N

P-S

硬化面

焼土

P-W P-E

P-NEP-SW

L=94.200m
P-N P-S

５号道路断面
①　黒褐色土　光沢をもつ。硬化面。

６号道路断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を多く含む。
②　暗褐色土　硬化面。
③　暗褐色土　硬化面。

７号道路断面
①　黒褐色土　硬化面。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
③　暗褐色土　硬化面。
④　暗褐色土　硬化面。
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P-W
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硬化面
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あり、埋め立て後も硬化面が全面に拡がっていることから道路として利用したことがわかる。深掘り部分で２面、

テラス部分でも２面の硬化面が確認されており、頻繁な利用があったことがうかがえる。

４号道路【第21図】

　北西⇔南東方向に延びる。立ち上がりが緩やかで上端、下端は確実に検出できなかったが、検出面幅8.6ｍと推

測され、深さ1.0ｍを測る。底部は中央部で２条の硬化面が溝状に検出され、波板状凹凸面が検出され、幅2.9ｍが

道路として使用していたと考えられる。

５号道路【第23図】

　南北方向に延びる。残長17ｍ、検出面幅0.9 ～ 1.6ｍを測る幅広の硬化面である。硬化面は１面のみで、0.1m程

度の厚さを測る。一帯では掘りこまれた溝の底部を道路として使用する事例が多いが、これは硬化面のみの検出で

あり、掘りこみはみとめられなかった。

６号道路【第24図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長3.8m、検出面幅0.7 ～ 1.4ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。底部で硬化

面２面が検出され、底部を道路として使用したと考えられる。

第 26図　1～4号踏み分け道実測図
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4 号 道路

7 号土坑

第 28 図　7 号土坑実測図

第 29 図　A－6 区出土遺物実測図

第 27 図　5～8 号踏み分け道実測図
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N-9

N-10

P-N

P-S

P-S

P-S

P-N

P-N

P-N

P-N

P-S

P-S

７号土坑東西断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土を多く含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土を非常に多く含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土を多く含む。
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8 号踏み分け道

� — 19 —

医者どん坂遺跡　A－5・6・7・８区



７号道路【第25図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長4.4m、検出面幅1.5 ～ 1.7ｍ、底部幅0.3 ～ 0.4ｍ、深さ0.2ｍを測る。底部と南

側で２条の帯状硬化面がみとめられる。なお、北東側に隣接して長軸0.8×短軸0.6ｍの範囲で焼土と炭化物の集中

がみとめられたが、関連は不明である。

【土坑】

７号土坑【第 28図】

　調査区端で検出されたため、詳細は不明。土坑、もしくは、溝状遺構と考えられる。

【踏み分け道】

１号踏み分け道【第 26図】

　東西方向に延びる。調査区端で検出されたため、詳細は不明。

２号踏み分け道【第 26図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長1.7ｍ、幅0.35ｍ。

３号踏み分け道【第 26図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長2.5ｍ、幅0.9ｍ。

４号踏み分け道【第 26図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長3.6ｍ、幅0.3ｍ。周囲にわずかに硬化がみとめられるが、関連は不明。

５号踏み分け道【第 27図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長1.5ｍ、幅0.3ｍ。

６号踏み分け道【第 27図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.5ｍ、幅0.3ｍ。４号道路の上面で検出されたが、関連したものかどうかは不明。

７号踏み分け道【第 27図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長2.8m、幅0.3 ～ 0.5ｍ。４号道路の上面で検出されたが、関連したものかどうか

は不明。

８号踏み分け道【第 27図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.2ｍ、幅0.4 ～ 0.6ｍ。４号道路に隣接して検出されたが、関連したものかどう

かは不明。
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5号溝

4号溝

3号溝
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2号住居址

8号道路
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第30図　A－9・10区遺構配置図

Ａ－９・10区

調査の成果
【住居址】

１号住居址【第 31図】

　２号溝と切り合っており、プランは明確で

はない。硬化面、カマド、柱穴、壁周溝など

は検出されず、北側の掘りこみから、遺構の

存在が想定されるのみである。

２号住居址【第 32～ 34 図】

　３号住居址、８号道路、３号溝、さらに後

世の畑地整備により約1⁄ 3しか残存していな

い。北側壁にカマドを持つ。床面は硬化が著

しく、８㎝程度の白色粘土を含む貼床であろ

うと推測される。主柱穴は東側の２基がみと

められた。西側の２基は硬化面の下から検出

されたため、別遺構のものと考えられるが、

８号道路により失われているものと考えられ

る。カマドを持つ辺の壁周溝は他の３辺にく

らべてやや狭く浅く、一度掘り下げてから再

度埋めなおして設営したものと考えられる。

カマドは白色粘土で構築されており、内面は

被熱している。カマド中央部に焼成面がのこ

り、袖は一部損壊しており、煙道は白色粘土

で作られているようだが、崩落しており痕跡

をとどめるのみである。袖石と思われる石材

が出土している。

３号住居址【第 33・34 図】

　２号住居址と３号溝に切られており、ほぼ

残存しない。わずかに硬化面が検出されたこ

とから、住居址であったと思われるが、詳細

は不明。

【道路】

8号道路【第 36・37 図】

　ほぼ東西方向に延びる。残長51m、検出

面幅2.0 ～ 3.0m、底部幅20m、深さ0.7mを

測る。３～４層の帯状硬化が検出され、一部

２号住居址を切っている。非常に長く延びた

溝を道路として使っていたと思われる。
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1 号 住居址

2 号溝
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第 31 図　1 号住居址、2 号溝実測図、1 号住居址出土遺物実測図
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　　　　　　　暗褐色粒　白色粘土をわずかに含む。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。①より明るい。

２号溝東西断面（Ｂ－Ｂ’）
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2 号溝東西断面（Ｃ－Ｃ’）
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。
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調　査　区　域　外

２号住居址

３号溝

２号 住居址

8 号道路

3号住居址

第 32 図　２号住居址実測図

第 33 図　２号住居址完掘状況、３号住居址カマド検出状況、３号溝検出状況
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２号住居址東西断面
①　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
②　明 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土を含む。硬化面。
③　明 褐 色 土　ややきめが粗く、非常にしまる。焼土、白色粘土、硬化土を含む。
④　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑤・⑥　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑦　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。明褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑧　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑨　明 褐 色 土　きめが粗く、しまる。焼土、白色粘土、硬化土を多く含む。やや粘質。
⑩　明 褐 色 土　ややきめが粗く、しまる。焼土、白色粘土、硬化土を含む。⑨よりも明るい。

２号住居址南西隅柱穴断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまる。焼土、白色粘土を多く含む。

３号住居址カマド南北断面
①　灰白色土　きめが粗く、焼成を受けてもろい。白色粘土の層。土器、焼土、カーボンを多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。住居祉の掘り方と思われる。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。住居祉の掘り方と思われる。②よりやや暗い。
④　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。硬化面。
⑤　灰白色土　崩落土。

３号住居址東西断面
①　灰白色土　きめが粗く、焼成を受けてもろい。白色粘土の層。土器、焼土、カーボンを多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。住居祉の掘り方と思われる。
③　灰白色土　崩落土。
④　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。
⑤　暗褐色土　きめが粗く、硬くしまる。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。

硬化面

白色粘土

調 査 区 域 外 P-A

P-B

撹　乱

撹　乱

白色粘土

焼成面

硬化面
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P-E

P-S
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P-W
P-E
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【溝】

２号溝【第 31図】

　検出面幅0.3 〜 0.7m。1号住居址の壁周溝の可能性がある。

３号溝【第 33・34 図】

　南北方向に延び、２号住居址を切っているが、８号道路との先後関係は撹乱により不明である。残長5.0ｍ、検

出面幅1.9 ～ 2.6ｍ、底面幅0.6ｍ、深さ0.3ｍを測る。硬化面は検出されず、道路として使用された痕跡はない。

当遺跡の性格上、道路であった可能性は大きいが、現時点では溝状遺構としてとらえておく。

４号溝【第 38図】

　南北方向に延びる。幅1.7 ～ 2.3m、深さ0.8mを測る。８号道路を切っている。

５号溝【第 38図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。幅0.5 ～ 0.7m、深さ0.1mを測る。

６号溝【第 39図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。幅0.6m、深さ0.15mを測る。

【ピット列】

１号ピット列　【第 40図】

　1.0 ～ 1.3ｍの間隔で規則的に並ぶ７基の柱列を確認した。かぎ状に並び、掘立柱建物とは考えにくく、柵列で

はないかと考えられるが、詳細は不明。

３号住居址

２号住居址

8号道路

３号溝

第 34 図　２・３号住居址、３号溝完掘状況
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8 号 道路

6 号 溝
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第 38 図　4・5 号溝実測図

第 39 図　6 号溝実測図
　　　　　6 号溝出土遺物実測図 第 40 図　1 号ピット列実測図
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①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
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Ａ－11・12・13区

調査の成果
【住居址】

４号住居址【第 45・46 図】

　南北に8.8ｍを測る。東側約1/3は調査区域外である。床面は全面で白色粘土が混ざった硬化面が検出された。

西側中央壁にカマドを持つと推測されるが残存しておらず、焼土が確認され、周囲に土師器が多く出土した。硬化

面除去後、南と西に壁周溝は検出されたが、北側では1.5m程度のテラスがみとめられるが、遺構として規模が大

きいことからこの部分については異なる遺構であり、２軒が切り合っている可能性もある。その場合、南北幅は7.0m

程度と考えられる。

５号住居址【第 45・46 図】

　北西端にカマドが残存するが、遺構のプランは明瞭ではない。カマドの南側に東西方向の溝が検出されたが、壁

４号 住居址

5 号住居址

第 45 図　4 号住居址実測図、5 号住居址カマド検出状況

0 0.5m

S=1⁄30

0 2m

S=1⁄60

L=92.200m

L=
92

.2
00

m

②

①

①

③

④

④

⑥

⑧

⑦

⑦

⑤

⑤

Y-28

Y-29

Z-28

z-29

P-S

P-N

P-W
P-E

P-W

P-N

P-E

P-S

P-W P-E

P-
S

P-
N

５号住居址カマド断面
①　灰 褐 色 土　きめが粗く、焼成を受けてもろい。
　　　　　　　　白色粘土の層。土器、焼土、カーボンを多く含む。
②　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
③　灰赤褐色土　きめが粗く、しまらない。
④　赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼成面と考えられる、。
⑤　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土を含む。
⑥　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土を含む。
　　　　　　　　壁周溝の埋土と考えられる。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。住居内の埋土と考えられる。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
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5 号住居址

4号住居址

第 46 図　4・5号住居址完掘状況
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４号住居址断面
①・②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。焼土、白色粘土を多く含む。硬化土をわずかに含む。
③　暗 褐 色 土　焼土と、白色粘土を多く含む。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。焼土、白色粘土を非常に多く含む。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　焼土、白色粘土を非常に多く含む。
⑥　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を非常に多く含む。
⑦　暗 褐 色 土　焼土、白色粘土を非常に多く含む。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
⑨・⑩　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を少量含む。
⑪　暗　色　土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を少量含む。
⑫　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、ややしまる。焼土、白色粘土を多く含む。
⑬　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、ややしまる。焼土、白色粘土を含む。
⑭　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、ややしまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑮　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
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第 47 図　4号住居址出土遺物実測図
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6 号住居址

2 号 ピット列
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第 48 図　6 号住居址、2 号ピット列実測図

第 49 図　6 号住居址出土遺物実測図
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６
号

住
居

址
断

面
①

　
灰

黄
褐

色
粘

質
土

　
白

色
粘

土
と

埋
土

が
混

ざ
る

。
焼

土
、

カ
ー

ボ
ン

を
非

常
に

多
く

含
む

。
②

　
黒

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
焼

土
、

白
色

粘
土

を
多

く
含

む
。

③
　

暗
　

褐
　

色
　

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
焼

土
、

白
色

粘
土

を
多

く
含

む
。

埋
土

。

④
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
硬

化
面

。
⑤

　
黒

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

ら
な

い
。

２
号

ピ
ッ

ト
列

断
面

①
　

黒
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

調

査

区
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外

④
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焼成面

硬化面
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9
号

 道
路

波
板

状
凹

凸
面

9 号道路9号道路9 号道路

第 51 図　9 号道路波板状凹凸面
　　　　  検出状況

第 50 図　9 号道路硬化面
　　　　  検出状況

第 52 図　9 号道路波板状凹凸面下
　　　　　硬化面検出状況
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図
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S
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９
号

道
路

（
Ａ

－
12

区
）

南
北

断
面

①・
②

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

含
む

。
硬

化
面

。
③

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

含
む

。①
②

よ
り

も
明

る
い

。
硬

化
面

。
④

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

含
む

。
硬

化
面

。
⑤・

⑥
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
　

　
　

  　
　

　
　

　
橙

色
粒

を
含

む
。⑤

よ
り

も
や

や
暗

い
。

硬
化

面
。⑤

⑥
は

分
層

し
が

た
い

。
⑦

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
含

む
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

⑧
　

暗
　

色
　

土
　

き
め

が
細

か
く

、
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
含

む
。

上
面

が
わ

ず
か

に
硬

化
。

⑨
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
含

む
。

９
号

道
路

（
Ａ

－
11

区
）

南
北

断
面

①
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
②

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。①

よ
り

も
暗

い
。

③
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

硬
化

面
。

④
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。②
よ

り
も

暗
い

。
⑤

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
硬

化
面

。
⑥

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

⑦
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

硬
化

面
。

⑧
　

暗
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
硬

く
し

ま
る

。
⑨

　
暗

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

硬
く

し
ま

る
。

⑩
～

⑬
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

硬
化

面
。⑪

～
⑬

は
分

層
し

が
た

い
。

⑭
　

明
黄

褐
色

粘
質

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
層

が
硬

化
し

て
い

る
。

⑮
　

暗
　

褐
　

色
　

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

含
む

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
硬

化
面

。
⑯

　
暗

　
褐

　
色

　
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
多

く
混

ざ
る

。
硬

化
面

。
⑰

　
明

黄
褐

色
粘

質
土

　
き

め
が

細
か

く
、
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常
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ま
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。
ロ

ー
ム
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硬
化
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て

い
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㉑

　
暗

　
褐

　
色
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き

め
が

細
か

く
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し
ま

る
。

橙
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含
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褐
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細
か
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硬
く
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ま
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ー
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ざ

る
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粘
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細

か
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、
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

層
。

⑩
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
含

む
。⑨

よ
り

り
や

や
明

る
い

。
⑪

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

橙
色

粒
を

含
む

。
⑫

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。⑪

よ
り

や
や

明
る

い
。

硬
化

面
。

⑬
　

黄
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

⑭
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。⑬
・⑭

は
短

時
間

で
埋

ま
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
⑮

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

橙
色

粒
を

含
む

。
⑯

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

含
む

。
⑰

　
暗

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
含

む
。

一
部

、
わ

ず
か

に
硬

化
。

⑱
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。⑭
に

よ
く

似
る

。
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7 号溝

11 号道路

10 号 道路

130

131

132

第55図　10・11号道路、7号溝実測図、10号道路出土遺物実測図
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10 号道路断面　
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。①よりもやや明るい。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。②よりもやや暗い。
④　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。一部、硬化土を含む。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。一部、硬化土を含む。
⑨　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑩　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。一部、硬化土を含む。
⑪　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑫　明黄褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。

⑬　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を多く含む。一部、硬化土を含む。
⑭　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ロームが混ざる。
⑮　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ニガ土、ロームが混ざる。
⑯　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ニガ土、ロームが混ざる。
⑰　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
⑱　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
⑲　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。粘質。砂礫を含む。
⑳　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。ロームが多く混ざる。

7 号溝断面
①　暗色土　きめが細かく、しまらない。

11 号道路断面
①・②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　   鉄分沈着により、赤色を呈す。硬化面。
④　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。砂質。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　   鉄分沈着により、細かく赤色を呈すが、分層は不可能。硬化面。
⑦　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、しまらない。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　   鉄分沈着により、細かく赤色を呈すが、分層は不可能。硬化面。
⑨　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。やや粘質。硬化面。
⑩　暗 褐 色 土　ややきめが細かく、ややしまる。
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周溝だとしたら南北に3.5ｍ程度の規模であり、住居に伴うものかどうかは判断できなかった。

６号住居址【第 48・49 図】

　南北に4.0ｍを測る。西側約1/3は調査区域外である。床面は中央部が硬化し、西側中央壁のカマドははっきり

と残存していないが、焼土と白色粘土が確認される。硬化面除去後、明確な壁周溝はみとめられなかった。

【道路】

９号道路　【第50～ 54図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長70m、幅8.0m、底部幅0.8 〜 3.2m、深さ0.9mを測る。Ａ－11、12区にま

たいで残存する。比較的残存状態のよいＡ－12区側では幅0.6 ～ 1.2m程度の硬化面が複数検出され、さらに礫の

集中、波板状凹凸面が検出された。規模の大きい溝を道路として使ったものと考えられる。

10号道路【第55図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。幅7.0m、底部幅1.4mを測る。遺構検出段階で、北東⇔南西方向に幅2.2mの硬化

面が検出され、除去後、北北東⇔南南西方向の深さ0.9ｍの溝が検出された。そのため、方向が近い２条の道路が

重なり合っているのではないかと思われた。完掘した段階で、東西方向の深掘りの溝が確認されたことから、道路

が東へ延びる可能性があり、丁字状に道路が交差している箇所である可能性がある。しかし東西方向への硬化面は

確認できなかったため、ここでは可能性だけあげておく。13号溝と同一か？

11号道路【第55図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅1.3 ～ 2.5m、底部幅0.2 ～ 1.8ｍを測る。北側で拡張をし

ている。複数の硬化面が検出された。10号道路に隣接することから、関連する遺構の可能性がある。

12号道路【第56図】

　南北方向に延びる。残長3.2m、検出面幅1.8m、厚さ0.1ｍを測る。硬化面のみの検出。

13号道路【第56図】

　南北方向に延びる。残長3.6m、検出面幅3.0ｍ、底部幅1.0ｍ、深さ1.3ｍを測る。10号溝と同一か？

14号道路【第57図】

　南北方向に延びる。残長4.2m、検出面幅4.2ｍ、底部幅0.9ｍ、深さ1.2ｍを測る。２段に形成された溝状の道路で、

一部を断面逆台形に0.8ｍ深掘りをして、底部は幅0.9ｍほどが硬化している。深掘り部分以外はテラス状を呈して

いる。

15号道路【第58図】

　東西方向に延びる。残長7.4m、検出面幅1.5 ～ 1.8ｍ、底部幅0.8 〜 1.0ｍ、深さ0.7ｍを測る。逆台形の断面で、

複数の硬化面が検出された。

【溝】

７号溝【第55図】

　東西方向に延び、検出面幅0.7mを測る。10号道路に隣接する。硬化面は検出されなかったが、道路に伴う遺構

の可能性がある。

８号溝【第60図】

　東西方向に延びる。残長2.3m、検出面幅0.4 ～ 7.0ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。

【掘立柱建物】

４号掘立柱建物【第 59図】

　１間×２間の掘立柱が残存する。調査区最南端であるため、調査区域外に拡大する可能性もある。３基のピット

に硬化面、１基のピットに礫が確認された。
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12 号道路 13 号道路

14 号道路

第56図　12・13号道路実測図

第57図　14号道路実測図
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⑤
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③
④

⑥

⑧

⑨

⑦
⑩

⑤⑤12 号道路断面
①　暗褐色土　きめが細かく、上面で部分的に非常に硬くしまる。
　　　　　　　硬化面であるが、ややしまらない。

13 号道路東西断面
①・②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　  　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　  　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。硬化面。
④　暗 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。

⑥　暗 褐 色 土　やや粗く、しまる。
　　　  　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、
　　　  　　　　　白色粒を多く含む。⑥よりも明るい。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
　　　  　　　　　橙色粒、白色粒を少量含む。
⑨・⑩　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　  　　　　　やや粘質。

14 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を多く含む。
②　黒 色 土　きめがやや粗く、しまる。
③　黒 色 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
⑤　黒 色 土　ややきめが粗く、しまる。
⑥　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　硬化面。
⑦　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　硬化面。

調 査 区 域 外

調 査 区 域 外

硬化面

硬化面
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15 号 道路

4 号堀立柱建物

133

第 59 図　４号掘立柱建物実測図

第 58 図　15 号道路実測図、15 号道路出土遺物実測図
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15 号道路南北断面　
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　暗 色 土　きめがや細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。硬化面
⑤　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　硬化面。

４号掘立柱建物断面
①　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。柱底面の硬化か。
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域

外

L=92.200m
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L=
92
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00

m

硬化面
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【土坑】

８号土坑【第60図】

　東西幅1.6m、深さ0.1ｍを測る。平面形状

は不定形で、ごく浅い土坑。

９号土坑【第60図】

　東西幅1.4m、深さ0.1ｍを測る。平面形状

はいびつな円形。ごく浅い土坑。

【踏み分け道】

９号踏み分け道　【第60図】

　東西方向に延びる。残長は断続的に9.2ｍ、

幅0.3ｍを測る。

10号踏み分け道【第61図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長14.0

ｍ、幅0.3 ～ 0.6ｍの硬化面が断続的に延び

る。西端で南南西方向に方向が変わるが、同

一の遺構か否かは判断できない。
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第62図　A－13区遺物集中部

第63図　A－13区遺物集中部出土遺物
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第64図　A－11区出土遺物実測図

第65図　A－12区出土遺物実測図
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第67図　A－13区出土遺物実測図

第66図　A－12区出土遺物実測図
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第68図　A－13区出土遺物実測図
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医者どん坂遺跡　B－1・２区
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第71図　７号住居址、５号掘立柱建物実測図
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硬化面

白色粘土

焼成面

③

第72図　８号住居址、 ９号溝実測図

11号 溝

５号掘立柱建物
①　黒色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を少量含む。

７号住居址カマド南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　灰褐色土　白色粘土の層。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
④　赤褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土を多く含む。

８号住居址、９号溝東西断面図
①　黒 色 土　ややきめが細かく、しまらない。白色粘土を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。地山。
③　灰褐色土　きめが粗く、しまる。白色粘土。
④　灰褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
⑤　黒 色 土　きめが細かく、しまる。
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②
①

L=99.700m
P-B’

⑩
硬化面

白色粘土

0 2m

S=1⁄60

９
号
住
居
址
南
北
断
面
（
Ｂ
－
Ｂ
’）

①
　
黒
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

②
　
黒
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
暗
褐
色
土
を
含
む
。

９
号
住
居
址
南
北
断
面
（
Ａ
－
Ａ
’）

①
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
多
く
含
む
。

②
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
子
、
焼
土
を
多
く
含
み
、
焼
土
塊
を
含
む
。

③
　
黒
色
土
　
や
や
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
暗
褐
色
土
、
焼
土
、
白
色
粘
土
を
含
む
。

④
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
含
む
。

⑤
　
黒
色
土
　
や
や
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
含
む
。

⑥
　
黒
色
土
　
や
や
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
含
む
。

⑦
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑧
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑨
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑩
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
硬
化
面
。

� — 49 —

医者どん坂遺跡　B－1・２区

調査の成果
【住居址】

７号住居址【第 71図】

　大半が調査区域外のため、詳細は不明。北側壁のカマド付近が確認されたのみである。厚さ５㎝程度の硬化面が

わずかに検出された。カマドは白色粘土の袖がわずかにのこる。

８号住居址【第 72図】

　西側の1⁄3程度が残存しているが、東側が９号溝に切られ、南側の立ち上がりがはっきりとしないため、プラン

は不明である。西側壁付近で白色粘土が広がり、消失しているがカマドを持つと考えられる。カマドの焼土範囲中

に土師器破片がみとめられる。またカマド周辺にわずかに硬化面が検出されたが、壁周溝と明確な柱穴はみとめら

れなかった。

９号住居址【第 73図】

　南北6.3mを測る。北側壁の中央にカマドを持つと考えられる。中央付近に厚さ５㎝程度の硬化面が検出された。

壁周溝は幅0.6 ～ 1.2ｍ、深さ0.1 ～ 0.15㎝程度である。主柱穴は四隅にみとめられる。カマドは白色粘土の広が



B-15

B-16

C-15

C-16

第74図　16号道路実測図 第75図　16号道路南部分硬化面検出状況、 16号道路出土遺物実測図
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16 号道路東西断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒を多く含む。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、ややしまる。橙色粒を多く含む。
③　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑤　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒を多く含む。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、硬くしまる。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑨　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
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17号 道路（B－１区）

223

第76図　17号道路（B－１区）実測図、 17号道路（B－１区）出土遺物実測図
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硬化面

りがのこるが、袖の残存はみとめられない。

【道路】

16号道路【第 74・75 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長75ｍ、検出面幅3.2ｍ、底部幅1.2ｍ、深さ0.9ｍを測る。調査区に沿って残

存しているため、プランを完全に検出できる部分は少ないが、非常に長く延びる道路状遺構である。側溝、波板状

凹凸面などは検出されず、最大幅1.2ｍの複数の帯状硬化面が確認された。また中央部の底部で、一部焼土集中が

確認された。

17 号道路【第 76・77 図】

　Ｂ－１区とＢ－２区にまたがる規模の大きい道路である。当初は調査区が異なるため別遺構と考えていたが、方

角や規模から同一の溝状に掘りこまれた道路遺構と考えられる。東西方向に延びる。Ｂ－１区では検出面幅7.2ｍ、

底部幅0.8ｍ、深さ0.9ｍを測る。北側は段を持った緩やかな傾斜であり、南側で2.6ｍほどが深掘りされ、複数の
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17号 道路（B－２区）

第77図　17号道路（B－２区）、 遺構内集石実測図
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17 号道路（Ｂ－２区）南北断面
①　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗 　 色 　 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
③　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。暗色土を含む。
④　暗　褐　色　土　きめが粗く、硬くしまる。暗色土、ローム、砂礫を含む。
⑤　暗 　 色 　 土　きめが粗く、硬くしまる。砂礫を多く含む。
⑥　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑦　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑧　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。やや砂質。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑨～⑬　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑭　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。鉄分の沈着。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑮・⑯　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑰　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。鉄分の沈着。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面中、もっとも硬くしまる。
⑱・⑲　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑳　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。ローム混がざる。硬化面。
㉑　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。ローム混がざる。硬化面。
㉒　暗　褐　色　土　ややきめが細かく、しまらない。
㉓　暗 茶 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
㉔　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。ロームが混ざる。硬化面。
㉕　明黄褐色粘質土　ローム。崩落土と思われる。
㉖　暗 茶 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。砂礫を多く含む。ロームが混ざる。
㉗　暗 茶 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。ロームが多く混ざる。硬化面。
㉘　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。
㉙　明黄褐色粘質土　ローム。崩落土と思われる。
㉚　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
㉛　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
32　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまる
33　明黄褐色粘質土　きめが粗く、硬くしまる。ローム
34　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる
35　明黄褐色粘質土　きめが粗く、硬くしまる。ローム
36暗 茶 褐 色 土　きめが粗く、しまる。ロームが混ざる。
37暗 　 色 　 土　きめが粗く、硬くしまる。ロームが混ざる。
38暗 茶 褐 色 土　きめが粗く、しまる。ロームが混ざる。
39暗 　 色 　 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
40　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない
41　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる
42　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる
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18号道路

第78図　18号道路、 遺構内集石実測図
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。
㉒

　
暗

　
褐

　
色

　
土

　
き

め
が

細
か

く
、

硬
く

し
ま

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ロ
ー

ム
が

多
く

混
ざ

る
。

㉓・
㉔

　
明

黄
褐

色
粘

質
土

　
ロ

ー
ム

。
㉕

　
暗

　
褐

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
や

や
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
㉖

　
暗

　
褐

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
や

や
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
㉗・

㉘
　

暗
　

褐
　

色
　

土
　

き
め

が
粗

く
、

や
や

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

㉙
　

暗
　

褐
　

色
　

土
　

き
め

が
粗

く
、

や
や

し
ま

る
。

㉚
　

暗
　

褐
　

色
　

土
　

き
め

が
粗

く
、

や
や

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
㉛

　
暗

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
や

や
し

ま
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  ニ
ガ

土
、

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。
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  ニ
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ざ

る
。
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ガ
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多
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混
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る
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の
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暗
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色
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粗
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ま
ら

な
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明

黄
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質
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ロ

ー
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の
層
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39


暗
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色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
40


暗

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
41


暗

　
褐

　
色

　
土
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め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
42


暗

　
褐

　
色

　
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

ら
な

い
。

橙
色

粒
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む

。
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19号道路

10号溝

第79図　19号道路実測図 第80図　10号溝実測図

L=99.800m
②

①③
④ ⑥

⑧ ⑨
⑦

⑪⑩⑫

⑬
⑭⑤

⑮

G-12

G-13

H-12

H-13

D-125m西
D-13

E-12

E-13

P-W P-E

P-EP-W

0 2m

S=1⁄80

P-EP-W

硬化面

0 2m

S=1⁄80

①

19号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。上面硬化。
③　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑤　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑦　暗褐色土　きめがやや粗く、硬くしまる。
⑧　暗褐色土　きめがやや粗く、しまらない。
⑨　暗褐色土　きめがやや粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
⑩　黒 色 土　きめがやや粗く、しまらない。

⑪　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬く。
　　　　　　　光沢がある。硬化面。
⑫　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑬　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。砂礫を多く含む。
⑭　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　粘質。暗褐色土、黒色土が２㎝単位ほどで
　　　　　　　層となっているが分層は不可能。
⑮　暗 色 土　きめが粗い砂質土。

10 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまる。やや粘質。黒色土が混ざる。

調 査 区 域 外

調 査 区 域 外 調 査 区 域 外

調 査 区 域 外

L=101.000m

P-W P-E
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医者どん坂遺跡　B－1・２区

11号溝

第81図　11・12号溝、 3号ピット列実測図

0 2m

S=1⁄60

L=100.000m

②

①

③
④

⑥

⑧

⑦ ⑤

K-10

L-10

K-9

L-9

ト
レ
ン
チ
ャ
ー

8号住居址

9号溝

12号溝

３号ピット列

P-SP-N

P-N

P-N

P-N

P-S

L=100.400m P-S

P-S

① ① ①

②

①

②

撹乱

３号ピット列断面
①　黒 色 土　ややきめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。

12 号溝南北断面
①　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。①よりやや暗い。
③　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。やや粘質。橙色粒、砂礫を含む。
④　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。やや粘質。橙色粒、砂礫を含む。③よりやや暗い。
⑤　暗 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を少量含む。
⑥　暗 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を少量含む。
⑦　暗褐色土　きめが粗く、硬くしまる。粘質。
⑧　黒 色 土　きめが粗く、硬くしまる。

調 査 区 域 外

調

査

区

域

外

焼土
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第82図　13号溝、 11号踏み分け道実測図

0 2m

S=1⁄80

L=101.000m

C-12

C-13

D-12

D-13

P-E P-EP-W
P-W

①

13号溝硬化面

11号 踏み分け道

13 号溝東西断面
①　黒色土　
　　きめが細かくしまらない。
　　暗褐色土、橙色粒を含む。

調

査

区

域

外

硬化面がみとめられた。溝が自然

に埋まったとは考えにくく、人為

的に埋めた後に再度、底部を掘り

下げて、時間をおいての再利用が

あったのではないかと思われる。

Ｂ－２区では検出面幅は南側が調

査区域外のため不明だが6.5ｍ以

上はあったと思われる。底部幅1.2

ｍ、深さ1.7ｍを測る。中央で帯

状硬化面が複数検出され、頻繁な

利用があったことが推測される。

南側で側溝がみとめられ、その上

面も硬化している。北側の立ち上

がりはテラス状を呈し、集石がみ

とめられた。

18 号道路【第 78図】

　東西方向に延びる。検出面幅7.2

～ 8.2ｍ、底部幅2.6ｍ、深さ1.7

ｍを測る。本調査区でもっとも幅

の広い道路である。底部も非常に

幅が広く、一部側溝らしき痕跡が

みとめられるが、はっきりとしな

い。側溝であれば芯々間で2.3ｍ

を測る。北側では一段段差があり、

急激に掘りこまれるが、南側では

なだらかな段状に掘りこまれる。

主に北側で複数の帯状硬化面が検

出され、頻繁な使用があったこと

がうかがえる。それに対して南側

では広いテラス状に拡張する箇所

があり、またニガ土やロームが混

ざった埋土が層状にみとめられる

など、崩落や人為的な埋設があっ

た可能性をうかがわせる。東西方

向に延びるが、東のＢ－１区では

確認されなかった。

19 号道路【第 79図】

　南北方向に延びる。残長10.2

ｍ、検出面幅2.9 ～ 3.5ｍ、底部

幅0.1ｍ、深さ0.9ｍを測る。断面

形状が逆台形に掘りこまれ、掘り
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15号溝

第83図　14～16号溝、 10号土坑実測図、 10号土坑出土遺物実測図

0 2m

S=1⁄60

L=101.600m

②
①

C-9

C-10

D-9

D-10

P-N

16号溝

L=101.600mP-N
P-N

P-N

P-S

P-S

P-S

①

①

②

P-S

14号溝

P-N

P-E

①

L=101.600m
P-N

10号土坑

P-N

P-N

P-W

L=101.800m

P-W

P-S P-S

P-S

P-E

L=101.800m

①

P-S

0 10cm

S=1⁄3

10 号土坑
①　黒色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　橙色粒を少量含む。

14 号溝南北断面
①　暗色土　きめがやや粗く、しまらない。
②　暗色土　きめがやや粗く、しまらない。
　　　　　　①よりやや明るい。

15 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめがやや粗く、硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を多く含む。

16 号溝南北断面
①　暗色土　きめがやや粗く、しまらない。
②　暗色土　きめがやや粗く、ややしまる。わずかに粘質。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

224
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0 2m

S=1⁄60

調　査　区　域　外

L-12

L-13

M-12

M-13

P-W

P-W

P-E

P-E

L=99.730m

17号溝

①

K-10

K-11

L-10

L-11

18号溝

K-12

K-13

L-12

L-13

①

P-S

P-S

L=99.000m

P-W

P-W

P-E

P-E

L=99.200m

18号溝

K-11

K-12

L-11

L-12

0 5m

S=1⁄150

第84図　17号溝、４号ピット列実測図

0 2m

S=1⁄60

第85図　18号溝実測図

P-N

P-N

①

①

①

４
号
ピ
ッ
ト
列
断
面

①
　
黒
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

18 号溝東西断面
①　暗褐色土　ややきめが細かく、しまらない。

17号溝東西断面
①　黒色土　きめが細かく、しまらない。暗褐色土を少量含む。

調 査 区 域 外

調

査

区

域

外

4号ピット列
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医者どん坂遺跡　B－1・２区

K-13

5m北

K-14

L-13

L-14

0 2m

S=1⁄60

K-5

K-6

L-5

L-6

P-N

P-N

L=101.100m

第86図　19～22号溝実測図

①

P-N P-S

①

L=99.200m

0 2m

S=1⁄60

第87図　23号溝実測図

P-S

P-S

19 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。

23号溝南北断面
①　暗褐色土　ややきめが細かく、しまらない。

調 査 区 域 外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

P-N

P-S

撹
乱

撹
乱

撹
乱

イモ穴
イモ穴

20号溝

21号溝

22号溝

23号溝

19号溝
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0 2m

S=1⁄60

調
　査
　区
　域
　外

J-24

J-25

K-24

K-25

L=100.500m

②
①

③

調
　査
　区
　域
　外

P-EP-W

5m西

24 号溝北西－南東断面
①　明黄褐色粘質土　ロームの層。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　ニガ土が混ざる。
③　暗褐色土　きめが粗く、硬くしまる。

P-W

P-E
24号溝

イ
モ
穴

下げ時には明瞭にはわからなかった

が、断面で硬化面が確認されたことか

ら、溝の底部を道路と使用していたと

考えられる。東側に、付属すると思わ

れる幅0.5ｍ程度の小規模の溝が併行

する。

【溝】

９号構【第 72図】

　南北方向に延びる。８号住居址を

切っている。詳細は不明。

10 号構【第 80 図】

　南北方向に延びる。残長10.0ｍ、

幅1.2ｍ、底部幅0.5 ～ 0.8ｍ、深さ0.3

ｍを測る。

11 号構【第 81 図】

　東西方向に延びる。残長10.5ｍ、

検出面幅1.7ｍ、底部幅1.1ｍを測る。

12 号溝【第 81 図】

　東西方向に延びる。検出面幅2.5 ～

4.2ｍ、底部幅0.6 ～ 1.1ｍ、深さ1.2

ｍを測る。段状に掘りこまれており道

路の可能性があるが、硬化面は検出さ

れなかったので、溝と考える。

13 号溝【第 82 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長

21.6ｍ、検出面幅0.6 ～ 1.2ｍ、深さ0.3

ｍを測る。直進的で非常に長い溝であ

るが、遺構の性格は不明。

14 号溝【第 83 図】

　東西方向に延びる。幅1.6 ～ 2.0ｍ、

底部幅0.85 ～ 1.3ｍ、深さ0.6ｍを測

る。

15 号溝【第 83 図】

　東西方向に延びる。幅0.5 ～ 1.0ｍ、

底部幅0.2 ～ 0.65ｍ、深さ0.25ｍを

測る。

16 号溝【第 83 図】

　東西方向に延びる。幅1.5 ～ 1.9ｍ、

底部幅0.7 ～ 1.1ｍ、深さ0.3ｍを測る。

17 号溝【第 84 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。検出



0 2m

S=1⁄60

J-22

J-23

K-22

K-23

P-B’ P-B L=100.500m

25号溝

②

①

③

①
P-W P-EL=100.500m

①

②

P-A

P-W

P-B’

P-B

P-E

P-A’

P-A

P-A’L=100.500m

26号溝

25号溝南北断面図
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。やや粘質。ロームが混ざる。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。砂礫を少量含む。

26号溝東西断面
①　黒色土　きめが細かく、しまらない。

25号溝北東－南西断面
①　明黄褐色粘質土　ロームの層。
②　暗　　色　　土　きめが細かく、しまらない。やや粘質。
③　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる。
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チ
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外
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外

第89図　25・26号溝実測図
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面幅0.8 ～ 1.1ｍ、底部幅0.4 ～ 0.8ｍ、深さ0.1ｍを測る。西側にピット列がみとめられるが、遺構に伴うものか

どうかは不明。

18 号溝【第 85 図】

　残長26ｍ。南北方向に延びるが、途切れ途切れでいびつな溝状遺構を呈する。検出面幅0.45 ～ 0.9ｍ、底部幅0.3

～ 0.5ｍ、深さ0.7ｍを測る。

19 号溝【第 86 図】

　東西方向に延びる非常に大型の溝と思われる。北側は調査区域外であるが、幅は６ｍ以上あると思われる。削平

を受けていると思われ、深さはもっとも深い箇所で0.5ｍ程度しかなかった。硬化面は確認されなかった。遺構内

西側では幅0.3ｍほどの東北東⇔西南西方向の溝が検出されているが、19号溝の一部掘りこみと一体化して判別で

きない。方角から17号道路の南側の立ち上がりの可能性があるが、その場合17号道路は約15ｍ幅の道路となり、

さらに上面が削平を受けていたとしても、17号道路が検出された筆とレベル差が1.5ｍ以上あることから、別遺構

ととらえられる。ただし17号道路に隣接しており、方角も同じであることから、関連する遺構ではないかとも推

測される。

20 ～ 22 号溝【第 86 図】

　19号溝を幅0.3ｍほどの東北東⇔西南西方向の溝状遺構が３条切っており、一部19号溝の掘りこみと一体化して

判別できない状態である。

23 号溝【第 87 図】

　西南西⇔東北東方向に延びる。検出面幅0.6ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.2ｍを測る。

24 号溝【第 88 図】

　北東⇔南西方向に延びる。検出面幅1.1 ～ 1.25ｍ、底部幅0.5 ～ 0.8ｍ、深さ0.4ｍを測る。北東側で拡張するが、

これが別の遺構かどうかは不明である。

25 号溝【第 89 図】

　南北径12ｍを測る円形、もしくは隅丸方形の周溝状遺構と思われる。検出面幅1.65 ～ 1.95ｍ、底部幅0.7 ～ 0.85

ｍ、深さ0.5ｍを測るが、南側では一段段があり、南西方向に溝状遺構が延びる可能性がある。遺構の性格は不明。

26 号溝【第 89 図】

　25号溝で囲まれた部分で検出面幅0.5ｍ、底部幅0.15 ～ 0.4ｍ、深さ0.1ｍを測る。方形にめぐる可能性がある。

遺構の性格は不明。

27 号溝【第 91 図】

　南北径3.6ｍの円形にめぐる周溝遺構。検出面幅0.55 ～ 0.7ｍ、深さ0.15ｍを測る。遺構の性格は不明。

【踏み分け道】

11号踏み分け道【第 82図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長4.0ｍ、幅0.5 ～ 1.1ｍのいびつな帯状硬化面である。

12 号踏み分け道【第 90図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長9.8ｍ、幅0.5 ～ 1.1ｍのいびつな帯状硬化面である。

13 号踏み分け道【第 90図】

　西北西⇔東南東に延びる。残長8.2ｍ、幅0.2 ～ 0.9ｍの、蛇行するいびつな帯状硬化面である。12号踏み分け

道と連結している可能性がある。

【土坑】

10号土坑【第 83図】

　長軸2.0ｍ×短軸1.3ｍの楕円形の土坑。深さ0.2ｍを測る。
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第90図　12・13号踏み分け道実測図
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11 号土坑【第 92図】

　南北幅3.3ｍ、深さ1.1ｍを測る。埋土はほぼ同一であり、短期間に埋まったものと考えられる。16号道路を切っ

ている。

12 号土坑【第 93図】

　長軸2.2ｍ×短軸0.9ｍの長楕円形を呈する。深さ0.5ｍを測る。

【掘立柱建物】

５号掘立柱建物【第 71図】

　南北３間×東西１間。柱穴間は1.5ｍ。７号住居址に隣接している。

【ピット列】

３号ピット列【第 81図】

　柱穴間1.2ｍ。柵列の可能性もある。
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５号ピット列【第 93図】

　柱穴間2.0ｍ。柵列の可能性もある。
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第101図　B－３区遺構配置図
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調査の成果
【住居址】

10号住居址【第 102 図】

　11号住居址よりも古い。明確な壁周溝、

柱穴などは検出されなかったが、硬化面が

わずかに断面でみとめられることから、住

居址であると想定する。

11 号住居址【第 102 図】

　南北8.0mを測る。南側で一部不自然な

プランがあり、住居址か土坑が切り合って

いるのではないかとも思われるが、不明で

ある。中央で硬化面が検出されたが、明確

な壁周溝、柱穴は検出されなかった。

【道路】

20号道路【第 104 図】

　ほぼ東西方向に延びる。残長32ｍ、検

出面幅1.6 ～ 4.0ｍ、深さ0.9ｍを測る。複

数の溝状遺構が併行して切り合って形成さ

れているが、帯状硬化面が存在することか

ら、道路であると想定する。

21 号道路【第 105 図】

　西北西⇔東南東に延びる。残長13ｍ、

検出面幅2.0ｍ、深さ0.4ｍを測る。部分的

に帯状硬化面が検出される。東端で土坑状

の拡張となるが、これが別遺構かどうかは

判断できない。遺構内出土の炭化物から

390±30年BPの数値が得られており、15

〜 16世紀まで利用されていた可能性があ

る。
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22号 道路

第106図　22号道路実測図
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22 号道路南北断面
①　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を多く含む。硬化面。
③　暗 　 色 　 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を多く含む。硬化面。
④　明黄褐色粘質土　ロームが硬化した層。
　　　　　　　　　　非常に硬くしまる。硬化面。
⑤～⑧　暗　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を多く含む。硬化面。
⑨　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を少量含む。硬化面。
⑩　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　　　一部硬化した土が混ざる。ロームを多く含む。
⑪　明　褐　色　土　崩落したニガ土。
⑫　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。橙色粒を多く含む。

23 号道路南北断面
①　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　　　①よりやや明るい。橙色粒を多く含む。
③・④　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑤　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　上面に鉄分による赤褐色の層がある。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑥　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　 　　　橙色粒を少量含む。硬化面。
⑦　暗 　 色 　 土　ややきめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　鉄分による赤褐色の層がある。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑧　暗 　 色 　 土　ややきめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　やや灰色がかる。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑨　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を少量含む。硬化面。
⑩　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　鉄分による赤褐色の層がある。橙色粒を少量含む。硬化面。
⑪　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を多く含む。硬化面。もっとも硬くしまる。
⑫　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　鉄分による赤褐色の層がある。橙色粒を多く含む。硬化面。もっとも硬くしまる。
⑬　黒 　 色 　 土　ややきめが粗く、しまらない。
⑭　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、１～５㎝大の砂礫を多く含む。ロームが混ざる。硬化面。
⑮　明黄褐色粘質土　ロームの層。崩落土と思われる。
⑯　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑰　明　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を含む。ロームが混ざる。硬化面。
⑱　黒 　 色 　 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。ロームが混ざる。硬化面。
⑲　暗　褐　色　土　きめが粗く、ややしまる。ロームが混ざる。波板状硬化面東西断面

①　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　粘質。砂礫を多く含む。
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23号道路

第107図　23号道路実測図
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24号道路

第108図　24号道路実測図
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硬化面

②

①
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④
⑥

⑦

⑤

0 2m

S=1⁄60

24 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。①よりやや暗い。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。３層の土が混ざる。
④　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。①よりやや暗い。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。①よりやや明るい。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。⑤よりやや明るい。硬化面。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。⑥よりやや暗い。硬化面。
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22 号道路【第 106 図】

　東西方向に延びる。検出面幅3.0ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ1.1ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検出されず、

中央部分だけに複数の帯状硬化面が層状に重なって検出された。遺構内出土の炭化物から140±30年BPの数値が

得られており、近世まで利用されていた可能性が示される。

23 号道路【第 107 図】

　北西⇔南東方向に延びる。検出面幅4.0ｍ、底部幅0.25ｍ、深さ1.1ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検出さ

れず、中央部分だけに複数の帯状硬化面が層状に重なって検出された。130±30年BPの数値が得られている。21

～ 23号道路は近世、近代まで使用されて

いた可能性がある。

24 号道路【第 108 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。検出面幅

2.5ｍ、底部幅0.9ｍ、深さ0.85ｍを測る。

側溝、波板状凹凸面などは検出されず、中

央部分だけに帯状硬化面が検出された。

25 号道路【第 109・110 図】

　東西方向に延びる。検出面幅1.1 ～

1.5m、底部幅0.9ｍ、深さ0.1ｍを測る。

底部は土坑状でいびつであるが、一部帯状

硬化がみとめられる。25、26号道路、29

～ 31号溝は併行して検出されており、こ

れらの溝状遺構は西端部で南北方向の溝状

遺構、もしくは土坑と切り合っており、関

連があるものと思われる。また調査区東側

の20号道路と同一の遺構である可能性も

あるが、27号道路、30号溝で分断されて

いるため判断できない。

26 号道路【第 109・110 図】

　東西方向に延びる。検出面幅は0.8ｍ、

底部幅0.5ｍ、深さ0.1ｍを測る。

27 号道路【第 111 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。検出面幅

1.8 ～ 3.1ｍ、底部幅0.4 ～ 0.9ｍ、深さ0.9

ｍを測る。土坑状に拡張されており、全体

のプランはわかりにくいが、帯状硬化面が

存在することから、道路状遺構であること

が推測できる。埋土中に礫の集中がみとめ

られる。20号道路よりも新しいが、直交

するものと考えられ、硬化面が入り乱れて

いることからも丁字路を形成している可能

性もある。
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【溝】

28号溝【第 104 図】

　東西方向に延び、26ｍが残存する。検出面幅0.8ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ1.2ｍを測る。20号道路に併行して検出

されたことから、関連した遺構である可能性がある。

29 号溝【第 109・110 図】

　東西方向に延びる。25号道路と切り合っており、検出面幅3.2ｍ、底部幅2.4ｍ、深さ0.1ｍを測る。底部は土坑

状でいびつである。

30 号溝【第 110 図】

　東西方向に延びる。残長6.5ｍ、検出面幅1.2ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ0.1ｍを測る。

31 号溝【第 110 図】

　東西方向に延びる。残長24.5ｍ、検出面幅2.6 ～ 3.6ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ0.1ｍを測る。東端で一部土坑状に

拡張する。

32 号溝【第 111 図】

　北北西⇔南南東方向に延び、検出面幅0.7 ～ 1.5ｍ、深さ0.3ｍを測る浅い溝状遺構であり、硬化面はみとめられ

ないが、27号道路と併行して検出されたことから、関連する遺構の可能性がある。

33 号溝【第 112 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。検出面幅は0.4ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.15ｍを測る。

34 号溝【第 112 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。検出面幅は0.4ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.15ｍを測る。

【土坑】

13号土坑【第 111 図】

　長軸2.2ｍ×短軸1.2ｍのいびつな平面形状の土坑。32号溝と切り合っている。

14 号土坑【第 113 図】

　検出面での径3.6ｍの円形の土坑。深さ1.6ｍを測る。すり鉢状に掘りこまれているが、遺構の性格は不明。埋土

は上半分はほぼ同一であり、短期間に埋められた可能性がある。

15 号土坑【第 113 図】

　深さ0.9ｍを測る。すり鉢状に掘りこまれているが、遺構の性格は不明。

16 号土坑【第 114 図】

　長軸1.3ｍ×短軸1.0ｍ、深さ0.2ｍを測る浅い土坑。遺構の性格は不明。

【焼土集中】

２号焼土集中【第 114 図】

　長軸1.3ｍ、深さ0.2ｍを測るいびつで浅い土坑に、焼土の集中がみとめられる。

� — 78 —



27
号

道
路

32
号

溝

13
号

土
坑

20
号

道
路

イ
モ

穴 イ
モ

穴
33

4

イ
モ

穴

第
11

1図
　

27
号

道
路

、 3
2号

溝
、 1

3号
土

坑
実

測
図

、2
7号

道
路

内
集

石
実

測
図

、1
3号

土
坑

出
土

遺
物

実
測

図

R-
12

R-
13

S-
12

S-
13

L=
98

.0
00

m

L=
10

0.
00

0m

P-
A

P-
A’

P-
B P-

B’

P-
C

P-
W

P-
E

調
査

区
域

外

調
査

区
域

外

P-
C’

L=
98

.5
00

m
P-

W
P-

C’

P-
C’

P-
C

P-
B

P-
C

P-
B’

P-
A

P-
A’

P-B’P-B

P-
E

②①

③

④
⑥

⑧⑨
⑦

⑤

0
0.

5m

S=
1⁄

30

0
2m

S=
1⁄

60

0
5c

m

S=
1⁄

3

硬
化

面

②
①

32
号

溝
東

西
断

面
①

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

や
や

し
ま

る
。

橙
色

粒
、

砂
礫

を
多

く
含

む
。

②
　

暗
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

27
号

道
路

東
西

断
面

①
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
橙

色
粒

、
砂

礫
を

多
く

含
む

。
②

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
や

や
粗

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

多
く

含
む

。
硬

化
面

。
③

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
や

や
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

橙
色

粒
、

砂
礫

を
多

く
含

む
。

④
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

硬
化

面
。

⑤
　

暗
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
硬

化
面

。
⑥

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
硬

化
面

。
⑦

　
暗

色
土

　
や

や
き

め
が

粗
く

、
硬

く
し

ま
る

。
一

部
で

硬
化

が
み

と
め

ら
れ

る
が

、
分

層
は

で
き

な
い

。
⑧

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
非

常
に

硬
く

し
ま

る
。

橙
色

粒
を

多
く

含
む

。
硬

化
面

。
⑨

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

崩
落

土
か

？

� — 79 —

医者どん坂遺跡　B－３区



14
号

土
坑

15号土坑

15
号

土
坑

14号土坑
2号焼土集中

16号土坑

第113図　14・15号土坑実測図
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①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。ロームが混ざる。
③　黒 色 土　きめが粗く、ややしまる。砂礫を少量含む。
④　黒 色 土　きめが粗く、ややしまる。砂礫を少量含む。
⑤　黒 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑥　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
⑦　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。

34 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。

16 号土坑南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。

２号焼土集中南北断面
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　橙色粒、砂礫を多く含む。焼土の集中
②　灰赤褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　焼土集中。
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第115図　B－3区出土遺物実測図
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調査の成果
【道路】

28号道路【第 118 ～ 121 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長29ｍ、

検出面幅2.5 ～ 3.0ｍ、底部幅0.5ｍ、深さ

1.3ｍを測る。溝状の道路で、複数の硬化

面があることから、頻繁な利用があったと

推測される。側溝は確認されないが、波板

状凹凸面がみとめられる。最上面の硬化面

中から近世の遺物が出土している。道路と

しては波板状凹凸面など古代道路の特徴を

持つが、一帯は戦争中飛行場の敷地内で

あったことから、その後も使われつづけた

のではないかとも思われる。

29 号道路【第 121 図】

　28号道路の北側に併行して延びる。28

号道路より古いと考えられ、東側で帯状硬

化面が検出されたことにより、別遺構と認

識することができる。規格は不明。

第117図　B－4・5区遺構配置図
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第122図　30号道路実測図
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30 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒を少量含む。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒を少量含む。
⑤　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を含む。硬化面。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒を含む。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を含む。硬化面。

42号溝

43号溝

調

査

区

域

外

30 号道路【第 122 図】

　北北東⇔南南西方向に延び、48ｍが残存する非常に

長く延びる溝状遺構。検出面幅0.7 ～ 1.6ｍ、底部幅0.6

ｍ、深さ0.65ｍを測る。底部で硬化面がみとめられる

ため、道路として使われたと考えられる。

31 号道路【第 123 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長14.8ｍ、検出面

幅1.2ｍ、底部幅0.5 ～ 0.8ｍ、深さ1.0ｍを測る。幅0.4m

の硬化面が検出された。32号道路よりも古い。東西方

向にも延びることから、丁字路ではないかと思われる。

32 号道路【第 123 図】

　東西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅1.2 ～ 2.0ｍ、

底部幅0.6ｍ、深さ0.9ｍを測る。西側では削平を受けて

いる。

33 号道路【第 124 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.8ｍ、検出面幅

1.75ｍ、底部幅0.75 ～ 0.9ｍ、深さ0.7ｍを測る。側溝、

波板状凹凸面などは検出されないが、複数の硬化面が

みとめられるため、道路として使われたと考えられる。

34 号道路【第 125 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長4.0ｍ、底部幅1.0

ｍ、深さ0.9ｍを測る。西側が調査区域外であり、詳細

は不明。複数の硬化面がみとめられるため、道路とし

て使われたと考えられる。35号道路に切られている。

35 号道路【第 125 図】

　東西方向に延びる。深さ1.1ｍを測る。遺構のほとん

どが調査区域外であり、詳細は不明。
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第123図　31・32号道路、  35～39号溝実測図
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35 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　白色粒を多く含む。

36 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。

⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑦　暗 色 土　きめが粗く、しまる。ニガ土、ロームが混ざる。
⑧　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
⑨　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑩　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑪　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
⑫　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。ニガ土、ロームが混ざる。
⑬　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ニガ土、ロームが混ざる。硬化面。

31 号道路南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　暗色粒をブロック状に含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　暗色粒をブロック状に非常に多く含む。硬化面。
③　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
④　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑤　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。

38 号溝南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまらない
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。②が混ざる。

37 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまる。②よりも明るい。

31 号道路東西断面（Ｃ－Ｃ’）
①　黒褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒をブロック状に含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、ややしまるしまらない。白色粒、褐色粒を少量含む。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。白色粒を多く含む。褐色粒をブロック状に含む。
④　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。白色粒、褐色粒をまばらに含む。
⑤　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を非常に多く含む。
⑥　黒褐色土　きめが細かく、しまる。白色粒を少量含む。
⑦　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒を非常に多く含む。カーボンを含む。
⑧　黒褐色土　きめが粗く、しまる。粘質。橙色粒、褐色粒を少量含む。
⑨　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、暗色粒を量含む。
⑩　黒 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を少量含む。
⑪　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒、暗色粒を少量含む。

32 号道路南北断面
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、硬くしまる。橙色粒を含む。
②　暗 褐 色 土　きめが粗く、硬くしまる。橙色粒、砂礫を含む。
③・④　暗褐色土　きめが細かく、硬くしまる。橙色粒を少量含む。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、硬くしまる。橙色粒を含む。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまらない。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまらない。ニガ土がブロック状に大量に混ざる。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を少量含む。
⑨　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまる。橙色粒を含む。
⑩　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑪　暗 褐 色 土　きめが粗く、硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。
⑫　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑬　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑭　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。

31 号道路東西断面（Ｄ－Ｄ’）
①　黒褐色土　ややきめが細かく、しまらない。橙色粒をブロック状に含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまる。白色粒、褐色粒を少量含む。
③　黒褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒を少量含む。白色粒を多く含む。
④　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。褐色粒少量含む。
⑤　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒、褐色粒をまばらに含む。
⑥　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒、暗色粒を少量含む。

31 号道路南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。ニガ土が混ざる。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。ニガ土、ロームが混ざる。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ニガ土、ロームが混ざる。硬化面。
39 号溝南北断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。
②　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。白色粒、褐色粒を少量含む。
③　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。全体に暗褐色が混ざる。
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外
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第124図　33号道路、40号溝、3号焼土集中実測図、33号道路出土遺物実測図
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33 号道路、40 号溝東西断面 
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を少量含む。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。アカホヤが混ざる。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を少量含む。硬化面。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を少量含む。硬化面。
⑤　明 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を少量含む。ニガ土が混ざる。硬化面。
⑦　暗灰褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。
⑧　暗灰褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、白色粒を少量含む。

371

3 号焼土集中南北断面 
①　明褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　 橙色粒（焼土）を非常に多く含む。

①

【溝】

35号溝【第 123 図】

　検出面幅0.45ｍを測る。30号道路により削平を受けており、ほとんど残存しない。

36 号溝【第 123 図】

　検出面幅0.6ｍ、底部幅0.35ｍ、30号道路により削平を受けており、ほとんど残存しない。

37 号溝【第 123 図】

　残長14.8ｍ、検出面幅0.6ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。31号道路により削平を受けている。

38 号溝【第 123 図】

　検出面幅0.4ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.3ｍを測る。37号溝に切られている。

39 号溝【第 123 図】

　検出面幅1.6ｍ、底部幅0.8ｍ、深さ0.6ｍを測る。31号道路により削平を受けておりほとんど残存しない。

40 号溝【第 124 図】

　33号道路に併行する。残長5.8ｍ、検出面幅1.25 ～ 1.7ｍ、底部幅0.5ｍ、深さ0.4ｍを測る。硬化面はみとめら

れないが、33号道路と関連すると思われる。
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第125図　34・35号道路、 41号溝実測図
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35 号道路南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。③よりやや暗い。

34 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、白色粒を含む。
③　灰褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　ニガ土のような白茶色のブロックを含む。硬化面。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。黒色粒を含む。
⑤　暗褐色土　ややきめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　ニガ土のような白茶色のブロックを含む。硬化面。
⑥　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑦　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる
    

41 号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが粗く、しまらない。

T-27

T-28

5m 南

U-27

U-28

41 号溝【第 125 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.0ｍ、検出面幅0.35 ～ 0.45ｍ、底部幅0.1ｍ、深さ0.3ｍを測る。

42 号溝【第 126 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長7.7ｍ、検出面幅0.5ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.2ｍを測る。

43 号溝【第 126 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長11.0ｍ、検出面幅0.5ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.3ｍを測る。42号溝と併行し

ており、30号道路よりも新しい。

44 号溝【第 126 図】

　30号道路と併行して北北東⇔南南西方向に延びる。残長7.6ｍ、検出面幅0.4ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.6ｍを測る。

43号溝に切られている。

45 号溝【第 127 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長8.0ｍ、検出面幅0.9 ～ 1.5ｍ、底部幅0.2 ～ 0.8ｍを測る。28号道路、17、18号

土坑に切られている。

46 号溝【第 127 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長4.2ｍ、検出面幅2.0ｍ、底部幅1.2ｍ、深さ0.55ｍを測る。底面に一部、礫の集

中がみとめられた。28、29号道路に併行する。

47 号溝【第 128 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長6.1ｍ、検出面幅0.7ｍ、底部幅0.3 ～ 0.4ｍ、深さ0.15ｍを測る。
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第135図　B－４・５区出土遺物実測図
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S=1⁄3  415 は1⁄2

48 号溝【第 128 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長4.2ｍ、検出面幅0.3 ～ 0.5ｍ、底部幅0.15 ～ 0.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。複

数のピットに切られている。 　　　　　　

49 号溝【第 128 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅1.1 ～ 1.3ｍ、底部幅0.45ｍ、深さ0.5ｍを測る。

50 号溝【第 129 図】

　北北東⇔南南西方向に延びるが、遺構のほとんどが調査区域外であり、詳細は不明。

【土坑】

17号土坑【第 127 図】

　長軸1.6ｍを測る。28号道路と18号土坑に切られており、残存する深さは0.9ｍだが、本来はもっと深かったと

思われる。遺構の性格は不明。

18 号土坑【第 127 図】

　長軸2.2ｍ×短軸1.2ｍを測る。28号道路に切られており、残存する深さは0.8ｍだが、本来はもっと深かったと

思われる。遺構の性格は不明。

【集石遺構】

１号集石遺構【第 126 図】

　長軸0.75ｍ×短軸0.3ｍの集石遺構。深さ0.3ｍを測る。土坑内に隙間なく礫が敷かれている。遺構の性格は不明。

【焼土集中】

３号焼土集中【第 124 図】

　長軸3.0ｍ×短軸1.2ｍ程度の範囲に、焼土の集中がみとめられる。深さ0.3ｍを測る。

４号焼土集中【第 130 図】

　長軸1.25ｍ×短軸1.0m程度のいびつな平面形状の土坑内に、焼土の集中がみとめられる。深さ0.15ｍを測る。
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第136図　C－１・２・３区遺構配置図
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調査の成果
【道路】

36号道路【第 137 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長20ｍ、

検出面幅2.7 ～ 3.9ｍ、底部幅0.8 ～ 1.0ｍ、深

さ0.9ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されないが、帯状硬化面が複数検出され、頻

繁な利用があったことが推測される。

37 号道路【第 138・139 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長4.9ｍ、

検出面幅3.9 ～ 4.8ｍ、底部幅0.8 ～ 1.0ｍ、深

さ1.6ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されないが、帯状硬化面が複数検出され、大
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⑮
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P-W P-E

P-A’P-A

P-W P-E

②

①

③ ④

⑥

⑧⑧

⑨

⑦

⑩ ⑤
0 2m

S=1⁄60

硬化面

0 2m

S=1⁄100

0 0.5m

S=1⁄20

調
　査
　区
　域
　外

調
　査
　区
　域
　外

62号溝

19号土坑

36号道路

20号土坑

22号土坑 21号土坑

撹乱

イモ穴

撹 

乱

撹乱

36 号道路東西断面　
①　褐 　 色 　 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
②　褐 　 色 　 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
④　暗 灰 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　砂礫を層状に含む。硬化面。
⑦　暗 灰 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
⑧　褐 　 色 　 土　きめが細かく、ややしまらない。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
⑨　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒が少量混ざる。硬化面。
⑩　褐 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑪　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒が少量混ざる。硬化面。
⑫　暗 灰 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
⑬　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑭　褐 　 色 　 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
⑮　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑯　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫、カーボンを少量含む。
⑰　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫、カーボンを少量含む。
　　　　　　　　　　最下層でローム塊が混ざる。
⑱　暗 灰 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
⑲　暗黄褐色粘質土　きめが細かく、ややしまる。ローム。

P-W

P-A

P-A’ P-E

撹
乱

撹 乱

63
号
溝

第137図　36号道路実測図
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第138図　37号道路硬化面検出状況
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P-S
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②

①
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③
③

④

⑥

⑧
⑧

⑨
⑦⑩

⑤

⑤

0 2m

S=1⁄60

硬化面

硬化面

焼土

0 0.5m

S=1⁄20

0 0.5m

S=1⁄30

37号道路

37号道路

イモ穴

客土

客土

イモ穴

イモ穴イモ穴イ
モ
穴

37号道路南北断面
①　貝殻を多量に含む。飛行場時代の爆撃の目標のために
　　引かれていた大量の貝殻ではないかと考えられるが、
　　この遺構が目標だったか、戦後不要となった貝殻を廃棄したのかは判断できない。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、白色粒を含む。
③　黒褐色土　きめ粗く、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。
④　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。
⑤　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を少量含む。
⑥　黒褐色土　きめが細かく、しまる。ロームが多く混ざる。
⑦　黒褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　上部にオレンジ色の砂礫が堆積する。硬化面。
⑧　黒褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑨　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を多く含む。硬化面。
⑩　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑪　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を多く含む。暗褐色土と黒色土が混ざる。硬化面。
⑫　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。
⑬　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。上部にオレンジ色の砂礫が堆積する。
　　

0 2m

S=1⁄60

調
　査
　区
　域
　外

調
　査
　区
　域
　外

調
　査
　区
　域
　外

調
　査
　区
　域
　外

L=98.000m

37 号道路内焼土集中東西断面
明橙色　きめが細かく、しまらない。
　　　　炭を多量に含む焼土。

第139図　37号道路完掘状況
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416

417

第140図　38～41号道路　51・52号溝実測図
41号道路出土遺物実測図
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①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒を少量含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を少量含む。硬化面。
③　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、白色粒を少量含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。白色粒、褐色粒を少量含む。硬化面。
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42号道路

53号溝

53号溝東西断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒をわずかに含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、ややしまらない。
　　　　　　　橙色粒をわずかに含む。

42号道路南北断面
①　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。褐色粒を含む。
②　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。白色粒、褐色粒を多く含む。
　　　　　　　　暗褐色土のブロックが混ざる。
③　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。褐色粒を含む。
④　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。白色粒、褐色粒を多く含む。
　　　　　　　　暗褐色土のブロックが混ざる。
⑤　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。白色粒を少量含む。
⑥　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。褐色粒を含む。
⑦　灰黄褐色土　ややきめが粗く、しまらない。崩落土か？
⑧　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。白色粒、褐色粒を少量含む。

⑨　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。樹根か？
⑩　黒 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。黄褐色土が層状に混ざる。硬化面。
⑪　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。暗褐色土がブロック状が混ざる。
⑫　黒褐色土　きめが細かく、しまる。暗褐色土が混ざる。
⑬　黒褐色土　きめが細かく、しまる。暗褐色土がブロック状が混ざる。
⑭　黒褐色土　きめが細かく、硬くしまる。黄褐色土が層状に混ざる。

調 査 区
域 外

調

査

区

域

外

⑥

0 0.5m

S=1⁄30

型の道路であったことが想

定される。また客土中に牡

蠣と思われる貝殻が非常に

多く層状に確認された。こ

の一帯は戦争中、陸軍の飛

行場であり、貝殻を敷き演

習弾の的としていたとのこ

とであった。この遺構は古

代の道路と想定されるの

で、その痕跡に敷き詰めた

か、飛行場を廃棄した際に

でも廃棄したのかと想定さ

れる。演習の的付近であっ

た証拠として、Ｃ－３区に

は演習弾などの戦争当時の

遺物が多数出土し、37号

道路にも九十四式代用十瓩

爆弾が落下したように頭部

を下にして検出された。ま

た、埋土中に焼土の集中が

みとめられる。

38 号道路【第 140 図】

　西北西⇔東南東方向に

延びる。残長5.7ｍ、検出

面幅2.2 ～ 2.5ｍ、底部幅

0.8ｍ、深さ0.65ｍを測る。

東側では浅いが、西側で帯

状の硬化面が検出され、道

路であったことが想定され

る。

39 号道路【第 140 図】

　西北西⇔東南東方向に延

びる。残長5.7ｍ、検出面

幅0.55 ～ 1.05ｍ、底部幅

0.4ｍ、深さ0.4ｍを測る。

38号道路に併行すること

から、関連する遺構と思わ

れる。

40 号道路【第 140 図】

　西北西⇔東南東方向に延

びる。残長6.8ｍ、検出面 第141図　42号道路、53号溝実測図
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　外

54号溝

A-8

A-9

B-8

B-9

P-A P-A

P-B P-B’

P-A’ P-A’

P-B’P-B

②

②

①

①

③④
④ ④

54号溝東西断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。礫を含む。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまる。砂礫を少量含む。

54号溝東西断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　黒褐色土　きめが細かく、しまる。

幅0.4 ～ 0.8ｍを測る。複数の硬化面が38号道路の上

面で検出されたことから、新しいと考えられる。

41 号道路【第 140 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長6.6ｍ、検出面

幅0.6 ～ 1.1ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.5ｍを測る。小

規模の溝を道路として使ったと思われる。

42 号道路【第 141 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長4.8ｍ、検出面

幅3.8ｍ、底部幅0.8ｍ、深さ0.55ｍを測る。側溝、波

板状凹凸面などは検出されないが、帯状硬化面が検出

され、大型の道路であったことが想定される。

【溝】

51号溝【第 140 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.8ｍ、検出面

幅0.8ｍ、底部幅0.5ｍ、深さ0.2ｍを測る。

52 号溝【第 140 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長2.3ｍ、検出面幅0.55

ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.25ｍを測る。38号道路を切っ

ているが、上面で39号道路の硬化面がかぶっている。

53 号溝【第 141 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅0.45

ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。

54 号溝【第 142 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長28ｍ、検出面

幅0.6 ～ 1.3ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。非

常に長く直進する溝状遺構であり、一部土坑状に拡張

する。第142図　54号溝実測図
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第143図　55号溝実測図

L=98.500m

⑪

P-W P-E

P-W

P-E

② ①
③

④

⑥

⑧ ⑨

⑦

⑩

⑤

0 2m

S=1⁄60

0 0.5m

S=1⁄20

55号溝

撹乱

撹乱

I-7

I-8

J-7

J-8

55 号溝東西断面
①　黒褐色土　ややきめが粗く、しまらない。白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
②　黒褐色土　ややきめが粗く、しまる。白色粒、褐色粒を多く含む。暗褐色土のブロックが混ざる。
③　黒 色 土　きめが細かく、しまる。白色粒、褐色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。白色粒を含む。 ③がブロック状に混ざる。
⑤　黒褐色土　ややきめが粗く、しまらない。白色粒、褐色粒を含む。
⑥　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒、カーボンをわずかに含む。
⑦　黒褐色土　きめが細かく、しまる。白色粒、褐色粒を少量含む。
⑧　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。褐色粒を少量含む。
⑨　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒、褐色粒、砂礫を少量含む。
⑩　黒褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒、褐色粒を少量含む。
⑪　黒褐色土　きめが細かく、しまる。褐色粒を含む。暗褐色土のブロックが混ざる。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

55 号溝【第 143 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長6.5ｍ、検出面2.8ｍ、底部幅0.7ｍ、深さ0.7ｍを測る。

56 号溝【第 144 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長6.4ｍ、検出面幅1.0ｍ、底部幅0.35 ～ 0.45ｍ、深さ0.4ｍを測る。

57 号溝【第 145 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅0.5 ～ 0.7ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.3ｍを測る。

58 号溝【第 146 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面5.5 ～ 7.8ｍ、底部幅3.2ｍ、深さ0.7ｍを測る。非常に規模の

大きな溝状遺構であるが、立ち上がりも明瞭ではなく、調査時には遺構として認識しがたかった。

59 号溝【第 147 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長3.0ｍ、検出面幅0.5ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。
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0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

56号溝

57号溝

H-15

H-16

I-15

I-16

I-17

5m北

I-18

J-17

J-18

L=99.600m

P-S

P-N

P-N P-S

L=99.600mP-N
P-N

P-S

P-S②

①

③

②
①

③

56号溝北西―南東断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。ロームが混ざる。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、砂礫を含む。
　　　　　　　ロームが混ざる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、砂礫を含む。

57号溝南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　４層の土がブロック状に混ざる。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　４層の土がブロック状に混ざる。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

第145図　57号溝実測図

第144図　56号溝実測図
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K-5
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L-6

調

査
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外

調

査
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外

60 号溝【第 148 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅0.8ｍ、底部幅0.2 ～ 0.4ｍ、深さ0.2ｍを測る。

61 号溝【第 148 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.5ｍ、検出面幅0.3ｍ、底部幅0.1ｍ、深さ0.15ｍを測る。

62 号溝【第 149 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.5ｍ、検出面幅1.4ｍ、底部幅0.6 ～ 0.8ｍ、深さ0.1ｍを測る。南側は溝状に深

掘りされており、深さ0.35ｍを測る。

63 号溝【第 149 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長7.2ｍ、検出面幅0.6ｍ、底部幅0.2 ～ 0.4ｍ、深さ0.1 ～ 0.6ｍを測る。複数

の規模の小さな短い溝が連結してひとつの遺構となっているようであるが、大部分は撹乱で失われており、詳細は

不明。36号道路に関連する遺構である可能性がある。

第146図　58号溝実測図
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L=98.100m
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59号溝

K-4

K-5
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L-5

P-W P-E
P-W

P-W

P-E
P-E

P-W

P-W

P-E

P-E

59 号溝東西断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。

①

調

査

区

域

外

64 号溝【第 152 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長1.9ｍ、検出面幅0.35ｍ、底部幅0.15ｍ、深さ0.05ｍを測る。25号土坑に切

られている。

65 ～ 70 号溝【第 153 図】

　Ｃ－３調査区（南側）の北端で検出された。６条の溝状遺構が蛇行しつつ等間隔で南北方向に延びる。最大で残長

22ｍ、検出面幅0.3ｍ、底部幅0.2ｍを測り、深さは0.1 ～ 0.5ｍと一定ではない。遺構の性格は不明。

【踏み分け道】

14号踏み分け道【第 148 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長4.2ｍ、検出面幅0.2 ～ 1.0ｍを測る。

15 号踏み分け道【第 150 図】

　東西方向に延びる。残長5.6ｍ、検出面幅1.3 ～ 1.7ｍ、厚さ0.1ｍを測る。大型の踏み分け道。

第147図　59号溝実測図
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①

①
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硬化面

0 0.5m

S=1⁄20

14号踏み分け道
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P-E

P-N
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P-S

P-S

L=98.400m

60 号南北断面
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。

61号溝南北断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

60号溝

61号溝

1149

1133

第148図　60・61号溝、14号踏み分け道実測図
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第149図　62・63号溝、19～22号土坑実測図
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36 号道路、19 号土坑東西断面
①　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒を含む。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
⑤　黄暗褐色土　きめが細かく、しまらない。ロームが混ざる。
⑥　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまる。砂礫を含む。
⑦　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまる。砂礫を含む。ロームが混ざる。
⑧　褐 色 土　きめが粗く、しまる。硬化したブロックが混ざる。
⑨　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまる。砂礫を含む。

21・22 号土坑東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。
⑤　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
⑥　褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。

⑩
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

⑪
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
　

　
　

　
　

　
　

　
砂

礫
を

含
む

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
⑫

　
暗

灰
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

砂
礫

を
含

む
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

⑬
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

砂
礫

を
少

量
含

む
。

⑭
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

砂
礫

を
少

量
含

む
。

⑮
　

暗
灰

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
最

下
層

で
砂

礫
が

層
状

に
み

と
め

ら
れ

る
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

⑯
　

暗
灰

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
⑰

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
⑱

　
暗

灰
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

⑲
　

暗
灰

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
⑳

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
砂

礫
を

含
む

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。

㉑
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

砂
礫

を
含

む
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

㉒
　

暗
灰

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
㉓

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
る

。
ロ

ー
ム

が
混

ざ
る

。
㉔

　
暗

灰
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

㉕
　

黒
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

㉖
　

黒
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

㉗
　

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
や

や
し

ま
る

。㉕
～

㉗
は

21
号

土
坑

。

62 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。

63 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、焼土を含む。
　　　　　　　下層でローム塊が混ざる。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまる。ローム塊が混ざる。

調
査

区
域

外

調

査

区

域

外調

査

区

域

外

62号溝
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0 2m

S=1⁄60

硬化面

0 5cm

S=1⁄3

0 0.5m

S=1⁄20

H-22

H-23

I-22

I-23

15号踏み分け道

418イ
モ
穴

表
土

15号
踏
み
分
け
道

16号
踏
み
分
け
道

樹痕
樹痕

P-N P-N

L=98.000m
P-S P-S

P-N P-N

L=98.400m
P-S P-S

P-W

P-W

P-W

P-E

P-E

P-E L=98.400m

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

16号踏み分け道

1132

第150図　15・16号踏み分け道実測図、15号踏み分け道出土遺物実測図
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第151図　23・24号土坑実測図

第152図　64号溝、 25号土坑実測図

②

①

①

①

①

0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

0 0.5m

S=1⁄20

調
　査
　区
　域
　外

H-24

H-25

I-24

I-25

I-12

I-13

J-12

J-13

24号土坑

23号土坑

25号土坑
P-W

L=98.400m

P-N

P-N

L=99.600m

P-S

P-S

L=99.600m
P-S

P-W

P-E

P-E

P-N

P-N L=98.400m

P-S

P-S

P-N

P-N

P-N

P-S

P-S

P-W

P-W P-N

P-W

P-E

P-E

P-E

P-N

L=99.600m

L=99.600m
P-S

P-S

23 号土坑南北断面
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、褐色粒を少量を含む。
②　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、褐色粒を少量を含む。

64 号溝東西断面
①　黒色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　橙色粒を少量含む。
　　　　　　暗褐色土のブロックが混ざる。

24 号土坑南北断面
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。白色粒を含む。

25 号土坑東西断面
①　黒色土　きめが細かく、しまりなし。
　　　　　　橙色粒を少量含む。
　　　　　　褐色土のブロックが混ざる。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外
64号溝

1147
1148

1153

16 号踏み分け道【第 150 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長

6.5ｍ、検出面幅0.8 ～ 1.4ｍ、厚

さ0.1ｍを測る。

【土坑】

19号土坑【第 149 図】

　長軸5.5ｍと想定される、きわ

めて大型の土坑。深さ1.4ｍを測

る。36号道路を切っている。

20 号土坑【第 149 図】

　長軸2.4ｍの楕円形の平面形状

を呈する、深さ0.3ｍの浅い土坑。

19号土坑を切っている。

21 号土坑【第 149 図】

　長軸2.9ｍ×短軸1.7ｍの楕円形

の平面形状を呈すると想定され

る。深さ0.5ｍを測る。

22 号土坑【第 149 図】

　長軸4.6ｍ×短軸1.1ｍの長楕円

形の平面形状を呈する。深さ0.2

ｍを測る。

23 号土坑【第 151 図】

　一部がわずかに残存するのみ。

深さ0.3ｍを測る。

24 号土坑【第 151 図】

　長軸3.3ｍの、非常に立ち上が

りがわかりにくい土坑。一部がわ

ずかに残存するのみ。

25 号土坑【第 152 図】

　短軸1.05 ～ 1.45ｍを測る。長

軸は調査区域外のため不明。平面

形状は隅丸のいびつな長方形を呈

す。
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①

① ①

① ①
①

0 2m

S=1⁄60

焼土
0 2m

S=1⁄100

0 0.5m

S=1⁄20

5号焼土集中

70号溝

I-11

I-12

J-11

J-12

65号溝

66号溝
67号溝

68号溝 69号溝

撹乱

撹乱

撹乱

P-W

P-W

P-W

P-E

P-N

P-S

P-S

P-W
P-W

P-W

P-E

P-E

P-E
L=99.600m

P-E

P-E

P-N

P-
N
L=
99
.6
00
m

L=99.600m

P-
S

P-W
P-W P-W P-E

P-W

P-W

P-E

P-E

P-E
P-E

P-W

P-WP-W P-W

P-W

P-E

P-E P-WP-E P-WP-E

P-E P-E

P-E

L=99.600m

L=99.600m

65 号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　橙色粒を少量含む。

66号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　橙色粒を少量含む。

68号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまる。

69号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　橙色粒を少量含む。

70号溝東西断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　橙色粒を少量含む。

67 号溝東西断面
　①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまる。
　　橙色粒を少量含む。

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

1151

1138

1155

第153図　65 〜 70号溝、5号焼土集中実測図
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0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

0 0.5m

S=1⁄20

0 0.5m

S=1⁄20

H-20

H-21

I-20

I-21

H-23

H-24

I-23

I-24

L=98.200m

P-F

P-FP-F
P-F’

P-F’ P-E

P-D

P-D

P-D’

P-D’P-E’

P-E’

P-E

P-E’

P-E
P-F’L=99.700m

L=99.100m

P-B

P-B

P-B’

P-B’

P-C’
P-C’

P-C’P-C

P-C

P-C

L=97.800m

P-W

P-W

P-W

P-E

P-E

P-EL=98.400m P-W

P-W

P-W P-E

P-E

P-E

L=98.200m

L=98.200m

第154図　C－３区爆弾出土状況

調

査

区

域

外調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

1159

P-B

P-D

P-D’

P-B’

1154・1156

1152

第155図　C－３区爆弾出土状況
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419

423
420

421

422
425

424

426

427

428
429

432
431

434

430

433

第156図　C－１区出土遺物実測図
0 10cm

S=1⁄3  423、424は1⁄2
425は2⁄3

0 5cm

S=1⁄1  430は1⁄3

第157図　C－２区出土遺物実測図
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436

435

437
438

439

440

441

443

442

445

444

0 10cm

S=1⁄ 3  439、440は1⁄2
437は1⁄1  438は2⁄3

第158図　C－３区出土遺物実測図
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L=86.200m

27号土坑

6号焼土集中

28号土坑

L=86.600m

L=86.500m

L=86.600m

撹
乱 14号住居址 13号住居址

12号住居址

21号踏み分け道

L=87.000m

L=86.600m

L=89.200m

L=87.200m

22号踏み分け道
23号踏み分け道
24号踏み分け道

15号住居址

16号住居址

74号溝

17号住居址

6号ピット列

26号土坑

73号溝

43号道路

17号踏み分け道

18号住居址

20号踏み分け道
19号踏み分け道

第159図　D－１・２区遺構配置図

0 10m

S=1⁄500

72号 溝

71号溝

D－１区
D－２区

19号住居址

L=86.400m L=82.200m

18号踏み分け道

I H G F E D C B A

Y=
-1

87
20

Y=
-1

87
10

Y=
-1

87
00

Y=
-1

86
90

Y=
-1

86
80

Y=
-1

86
70

Y=
-1

86
60

Y=
-1

86
50

Y=
-1

86
40 X=-5600

X=-5610

X=-5620

X=-5630

X=-5640

X=-5650

X=-5660

X=-5670

X=-5680

X=-5690

X=-5700

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

Ｄ－１・２区

調査の成果
【住居址】

12号住居址【第 160 図】

　南北4.5mを測る。西側半分が調査区域外であり、西側壁にカマドを

持つと考えられる。硬化面の残存は悪く、壁周溝は北側でわずかにの

こり、幅0.5ｍ、深さ0.15m程度である。主柱穴はみとめられない。遺

構内出土の炭化物年代測定で1330±30年BPの数値が得られており、

７世紀代の住居址であった可能性を示す。

13 号住居址【第 161・162 図】

　南北に5.0ｍ、東西に5.4ｍを測る。遺構の北西側は調査区域外である。

西側壁中央にカマドを持つ。中央付近で硬化が著しく、５㎝程度の貼

り床である。カマドを持つ辺の壁周溝幅は0.8ｍと、0.35 ～ 0.55ｍ程

度の他の３辺にくらべて幅広く、一度掘り下げてから再度埋めなおし

て設営したと考えられる。主柱穴は北西隅のみが不明である。カマド

は袖が残存せず、白色粘土と焼土の範囲で推測される。

14 号住居址【第 163・164 図】

　東西に5.0ｍを測ると推測される。南北が調査区域外で、西側で撹乱

を受けているため、全体のプランは推測するしかない。西側壁中央に

カマドを持つ。部分的に硬化面が残存し、壁周溝は0.5ｍ程度、深さ

0.15mと考えらえる。カマドは一度掘り下げてから再度埋めなおして

設営したと考えられる。主柱穴は確認されなかった。カマドは袖が残

存せず、白色粘土と焼土の範囲で推測される。
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12号住居址

第160図　12号住居址実測図

0 2m

S=1⁄60
L=87.600m

P-A

撹
乱

撹
 乱

②

①

⑥

③
④⑤

②

L=87.600m
P-B

P-B’

①
②

③

0
0.5m

S=1⁄30

硬化面

白色粘土

焼成面

A-2

A-3

B-2

B-3

P-A’
P-A’

P-AP-B

P-B’

12
号

住
居

址
南

北
断

面
（

Ｂ
－

Ｂ
’）

①
　

灰
赤

褐
色

土
　

や
や

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

焼
土

を
多

く
含

む
。

②
　

赤
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
焼

土
の

層
。

③
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

ら
な

い
。

壁
周

溝
の

埋
土

か
。

12
号

住
居

址
南

北
断

面
（

Ａ
－

Ａ
’）

①
　

暗
褐

色
土

　
や

や
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
焼

土
、

白
色

粘
土

を
含

む
。

②
　

暗
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

③
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

ら
な

い
。

壁
周

溝
の

埋
土

か
。

④
　

灰
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
白

色
粘

土
の

層
。

⑤
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

や
や

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
粘

質
。

白
色

粘
土

を
少

量
含

む
。

⑥
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
白
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15 居住居址【第 165・166・168 図】

　南北に4.8ｍを測る。遺構の東半分は調査区域外であり、南東側で16号住居址に切られている。北側壁中央にカ

マドを持つ。カマド付近で硬化面がのこる。壁周溝は0.55 ～ 0.8ｍ、深さ0.1ｍを測る。カマドは一度掘り下げて

から再度埋めなおして設営したと考えられる。主柱穴は確認されなかった。カマドは奥壁と右袖が残存する。

16 号住居址【第 165・166 図】

　南北に4.8ｍを測る。遺構の東半分は調査区域外であり、15号住居址を切っている。カマドの位置は不明。北側

で硬化面がのこるが、主柱穴、壁周溝は検出されなかった。

17 号住居址【第 169 図】

　南北に5.5ｍを測る。遺構の大半は18号住居址に切られているが、完全に失われておらず、壁周溝のプランも確

認できる。カマドの位置は不明。わずかに硬化面がのこる。壁周溝は0.4 ～ 0.75ｍ、深さ0.1ｍを測る。

18 号住居址【第 169 図】

　南北に6.1ｍとやや大型の住居址と考えられる。遺構の西半分は調査区域外であり、17号住居址を切っている。

カマドの位置は不明。中央部に硬化面がのこる。主柱穴は東側の２基が検出された。壁周溝は0.6～0.75ｍ、深さ0.2

ｍを測る。

19 号住居址【第 170 図】

　遺構のほとんどが調査区域外で北東隅しか検出できなかったため、詳細は不明。硬化面、カマドの痕跡なども見

つからなかった。住居址ではない可能性もある。

第160図　12号住居址実測図
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第161図　13号住居址硬化面、カマド検出状況
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第162図　13号住居址完掘状況、カマド実測図
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13 号住居址内ピット１南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。

13号住居址東西断面
①　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粘土の層。
②　灰褐色土　きめが細かく、しまらない。白色粘土を含む。
③　暗褐色土　きめは細かく、しまる。

13号住居址カマド断面
①　赤褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
②　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粘土の層。
③　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
④　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。住居内の埋土と考えられる。

13号住居址内ピット２東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
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第163図　14号住居址硬化面、 カマド検出状況
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第164図　14号住居址完掘状況、 カマド実測図
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14 号住居址東西断面
①　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。住居内の埋土と考えられる。

14 号住居址カマド東西断面
①　赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
②　灰赤褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粘土が焼成を受けたもの。
③　灰 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
④　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
⑤　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
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15・16 号住居址東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土を多く含む。16号住居址の硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。住居内の埋土と考えられる。
③　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。②よりも明るい。
④　暗 色 土　きめが細かく、ややしまる。③よりも暗い。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。15号住居址住居内の埋土と考えられる。

15号住居址カマド南北断面
①　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
②　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土、土器を含む。
③　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。白色粘土の層。
④　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑤　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
⑥　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。白色粘土を含む。
⑦　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
⑧　灰 赤 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。焼成面と考えられる。
⑨　暗 　 色 　 土　きめが細かく、しまらない。
⑩・⑪　灰赤褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
⑫　暗 　 色 　 土　きめが細かく、ややしまる。焼土の層。住居内の埋土と考えられる。

P-W
P-E

P-N

P-S

0 5cm

S=1⁄3

第167図　15号住居址出土遺物実測図 第168図　15号住居址カマド実測図
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第169図　17、18号住居址、26号土坑、6号ピット列実測図
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17・18 号住居址南北断面（Ａ－Ａ′）
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　暗灰褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　焼成を受けた白色粘土の層。住居内の埋土と考えられる。
③　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。17 号住居址の埋土と考えられる。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土を多く含む。
⑨　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
　　　　　　　　18 号住居址の壁周溝の埋土と考えられる。

26 号土坑東西断面
①　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、カーボンを含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、カーボンを含む。

17・18 号住居址東西断面（Ｄ－Ｄ′）
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。硬化面。
③　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土多く含む。
　　　　　　　①～④、⑨・⑩は 18 号住居址。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土多く含む。
⑤　灰黄色土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　⑤～⑧は 17 号住居址。
⑨　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。白色粒、褐色粒を含む。
⑩　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。

17・18 号住居址南北断面（Ｂ－Ｂ′）
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土を多く含む。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を少量含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。白色粘土を多く含む。
⑧　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
⑨　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。

⑨

第169図　17・18号住居址、26号土坑、6号ピット列実測図
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第171図　43号道路実測図
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第178図　27号土坑、 ６号焼土集中実測図

第180図　43号道路出土遺物実測図

第179図　28号土坑実測図②
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⑤

P-S

28号土坑
P-N

27 号土坑南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土、砂礫を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　焼土を含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。

6 号焼土集中東西断面
①　焼土の塊
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土、砂礫を含む。

28 号土坑東西断面
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒を含む。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
④　褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑤　赤 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。

0 5cm

S=1⁄3

【道路】

43号道路【第 171 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長6.2ｍ、幅5.5ｍ、底部幅0.6 ～ 1.1ｍ、深さ1.7ｍを測る。側溝、波板状凹凸

面などは検出されていないが、複数の硬化面が確認されたことから、大型の道路と考えられる。断面はすり鉢状で、

中央で深掘りされて硬化面が集中する。北側立ち上がりのテラス状の平坦部で集石が検出された。

【溝】

71号構【第 172 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長72.5ｍ、底部幅0.6ｍを測る。調査区に沿って検出されたため、幅は不明。

一部土坑状に拡張するが、直進する非常に大型の溝と考えられる

72 号構【第 173 図】

　南北方向に延びる。残長6.2ｍ、検出面幅0.9ｍ、底部幅0.3 ～ 0.6ｍを測る。

73 号構【第 174 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。検出面幅1.1ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ1.0ｍを測る。43号道路に切られている。

74 号溝【第 175 図】

　東西方向に延びる。残長2.5ｍ、幅0.4ｍ程度の細長い掘りこみが３基連なっており、一見、土坑にも見える。一

部、18号踏み分け道に切られ、同一の遺構の可能性がある。
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第182図　D－１区出土遺物実測図 第183図　D－２区出土遺物実測図
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第184図　D－２区出土遺物実測図
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第185図　D－２区出土遺物実測図
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第186図　D－２区出土遺物実測図
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【踏み分け道】

17号踏み分け道【第 174 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長2.7ｍ、幅0.7ｍを測る。43号道路を切っていると想定される。踏み分け道

と思われるが、詳細は不明。

18 号踏み分け道【第 175 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長は途切れ途切れに4.5ｍ、幅0.5ｍを測る。一部74号溝と重なる。

19 号踏み分け道【第 175 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長1.0ｍ、幅0.3ｍを測る。残存状態が悪く、周辺の踏み分け道の一部である可

能性もある。

20 号踏み分け道【第 175 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長2.5ｍ、幅0.4ｍを測る。18～ 20号踏み分け道は隣接して延びる方向も同一

であり、関連があると思われる。

21 号踏み分け道【第 176 図】

　東西方向に延びる。残長3.7ｍ、幅0.25 ～ 0.55ｍを測る。

22 号踏み分け道【第 177 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長3.6ｍ、幅0.3 ～ 0.7ｍを測る。

23 号踏み分け道【第 177 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長3.7ｍを測る。残存状況が悪い。

24 号踏み分け道　【第 177 図】

　東北東⇔西南西方向に延びる。残長3.7ｍを測る。残存状況が悪い。22～ 24号踏み分け道は併行して15号住居

址へ向かっており、何らかの関連があるかもしれない。

【土坑】

26号土坑【第 169 図】

　一辺1.5ｍの隅丸方形を呈する。深さ0.3ｍ。18号住居址を切っているが、関連する遺構かどうかは不明。

27 号土坑【第 178 図】

　長軸2.1ｍ×短軸1.2ｍのいびつな平面形状を呈する。深さ0.2ｍ。

28 号土坑【第 179 図】

　いびつな平面形状を呈する。深さ0.25ｍ。遺構の性格は不明。

【ピット列】

６号ピット列【第 169 図】

　17号住居址を切っている。南北方向に延びる。柱間は2.3ｍ、一番北側のみ1.8ｍを測る。住居址に伴う遺構か

どうかは不明。

【焼土集中】

６号焼土集中　【第 178 図】

　長軸1.2ｍ×短軸0.8ｍのいびつな平面形状を呈する。遺構の性格は不明。
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第187図　D－３区遺構配置図

第188図　20号住居址実測図
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20 号住居址断面　
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土を少量含む。硬化面。
③　灰褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　白色粘土の層。

調 査 区 域 外

Ｄ－３区

調査の成果
【住居址】

20号住居址【第 188 図】

　南半分は削平を受け、東西3.5ｍを測る。中央に硬化面が残存し、幅0.3 ～ 0.5ｍのごく浅い壁周溝が検出された。

白色粘土の広がりからカマドは北側壁にあったと思われるが、残存せず、柱穴も確認されなかった。
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第189図　44・45号道路実測図、 44号道路出土遺物実測図
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45 号土坑南北断面　
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
③　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑥　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。

44 号道路東西断面　
①　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。暗褐色土、砂礫を含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
④　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑤　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
⑥　暗 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。

44号道路

第189図　44・45号道路実測図、44号道路出土遺物実測図
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【道路】

44号道路【第 189 図】

　南北方向に延びる。残長12.5ｍ、検出面

幅5.5ｍ、底部幅1.0ｍ、深さ1.6ｍを測る。

側溝、波板状凹凸面などは検出されていない

が、硬化面が複数検出され、道路として使用

されたと推測される。埋土中に礫の集中、焼

土の集中がみとめられた。

45 号道路【第 189 図】

　東西方向に延びる。残長12.0ｍ、検出面

幅1.5 ～ 1.9ｍ、底部幅0.5ｍ、深さ0.5ｍを

測る。硬化面が検出され、道路として使用さ

れたと推測される。44号道路に切られてい

る。

【溝】

75号溝【第 190 図】

　南北方向に延びる。残長17.2ｍ、検出面

幅は一部拡張をしており1.9 ～ 2.9ｍ、底部

幅1.0ｍを測る。

第190図　75・76号溝実測図、75・76号溝出土遺物実測図
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第192図　D－３区出土遺物実測図

第191図　７・８号焼土集中実測図
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540 541
542 543 544

545
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546
549

550 552

551

547

548

第193図　D－３区出土遺物実測図

使用面

0 10cm

S=1⁄3  546～548、551は1⁄1
549、550 は1⁄2

76 号溝【第 190 図】

　東西方向に延びる。残長4.8ｍ、検出面幅1.8ｍ、底部幅0.5ｍを測る。75号溝に切られている。

【焼土集中】

７号焼土集中【第 191 図】

　長軸3.6ｍ×短軸2.2ｍの範囲に、不定形に焼土の集中が広がる。

８号焼土集中【第 191 図】

　調査区の南端に、南北4.1ｍの範囲に焼土の集中が広がる。炭化物を包含する。
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Ｄ－４区

第194図　D－４区遺構配置図
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調査の成果
【住居址】

21号住居址【第 195・196 図】

　東西に4.4ｍを測る。遺構の南半分は調査区域外である。北側壁中央にカマドを持つ。中央付近で硬化が著しく、

10㎝程度の貼り床である。カマドを持つ辺の壁周溝は0.8ｍと、0.6ｍ程度の東西の２辺にくらべて幅広く、一度

掘り下げてから再度埋めなおして設営したと考えられる。主柱穴は北側の２基が残存する。カマドは袖が一部残存

し、白色粘土と焼土の範囲で推測される。遺構内出土の炭化物年代測定で2470±30年BPと縄文時代であるが、カ

マド内出土の炭化物の年代は1260±30年BPと７〜８世紀代の数値が出ており、整合しない。

22 号住居址【第 196 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。21号住居址に切られている。

23 号住居址【第 197・198 図】

　東西に4.1ｍを測る。中央付近で硬化がみとめられる。検出面でプランが確認できたが、掘削すると24号住居址

との切り合い関係がはっきりとわからず、壁周溝のみが確認された。壁周溝は幅0.4ｍを測る。

24 号住居址【第 197・198 図】

　南北に3.9ｍ、東西に4.0ｍを測る。検出面では明瞭にプランを確認できず、掘削により検出された。23号住居

址との前後関係も明瞭ではない。東側壁に白色粘土がみとめられるが、はっきりとカマドであると判断できなかっ

た。壁周溝は幅0.4ｍを測る。

25 号住居址【第 197・198 図】

　東西に3.7ｍを測る。検出面で硬化面と白色粘土の広がりがみとめられ、プランが確認できたが、掘削すると24

号住居址との切り合い関係は明瞭ではなかった。北側の壁周溝は、24号住居址の壁周溝と切り合っている。壁周

溝は幅0.6ｍを測る。23～ 25号住居址については、切り合いが明瞭でなかったため、前後関係が不明である。

26 号住居址【第 199 図】

　東西に4.5ｍを測る。中央付近で硬化面がみとめられた。壁周溝は東側で0.6ｍ、西側では0.9ｍを測る。北側壁

付近で白色粘土が検出されたため、カマドは北側壁中央にあったと思われる。27号住居址に切られている。

27 号住居址【第 199 図】

　切り合いにより、プランは不明であるが、西側壁中央にカマドがあったため、南北4.5ｍ程度と推測される。中

央部で硬化面が確認され、北側では幅0.7ｍほどの壁周溝がわずかにのこる。西側壁中央でカマドが確認されたが、

右側の袖が残存するのみである。

28 号住居址【第 199 図】

　切り合いにより、プランは不明である。中央付近で硬化面が確認され、東側では壁周溝がわずかにのこる。

29 号住居址【第 199 図】

　切り合いにより、プランは不明である。わずかに壁周溝のみが残存するだけと思われる。26～ 29号住居址につ

いては切り合いが明瞭でないが、27号住居址は26、28、29号住居址よりも新しいと考えられる。

【道路】

46号道路【第 201・202 図】

　東西方向に延びる。残長34ｍ、検出面で幅２～３ｍの幅広でいびつな硬化面が広範囲にわたって検出されたが、

掘り下げにより幅3.5 ～ 4.0ｍの溝状を呈することがわかった。ただし上面は削平されたと考えられ、正確なプラ
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第195図　21号住居址硬化面、カマド検出状況
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21 号住居址南北断面　
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。白色粘土を多く含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑤　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。

⑧　褐　色　土　きめが細かく、しまる。焼土、白色粘土を多く含む。
⑨　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。
⑩　褐　色　土　きめが細かく、しまる。焼土をブロック状に含む。
⑪　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土、カーボンを多く含む。硬化面。
⑫　明 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。焼土を含む。
⑬～⑰　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。

21号住居址カマド東西断面
①・②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む
③　灰 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑤　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、ややしまる。
⑥　黄 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。焼土、白色粘土の層。
⑦　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、焼土、白色粘土を含む。
⑧　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。

21 号住居址東西断面
①　明褐色土　きめが粗く、しまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、ややしまらない。
③　明褐色土　きめが粗く、しまらない。

0 5cm

S=1⁄3

第196図　21・22号住居址実測図、21号住居址出土遺物実測図
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第197図　23～25号住居址硬化面、カマド検出状況
23号住居址出土遺物実測図
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第198図　23 〜 25号住居址完掘状況
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第199図　26～29号住居址、27号住居址カマド実測図、26～29号住居址出土遺物実測図
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28 号住居址南北断面
①　暗色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。

27 号住居カマド南北断面
①　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　焼土の層。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を含む
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を含む。
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・
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号

住
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址
南

北
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面
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Ｂ
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Ｂ
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。

④
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、
し
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ら

な
い

。
焼

土
を

含
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。

②
①

③

第199図　26 〜 29号住居址、27号住居址カマド実測図、26〜 29号住居址出土遺物実測図
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第200図　26 〜 29号住居址出土遺物実測図
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46 号道路南北断面　
①・②　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。やや砂質。硬化面。
③　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
④　暗 　 色 　 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。硬化面。
⑤・⑥　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。硬化面。

⑦　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑧　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑨　暗褐色土　きめが細かく、しまる。粘質。
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581

582

第203図　47号道路実測図、 47号道路出土遺物実測図

0 1m

S=1⁄60

硬化面

焼土

0 5cm

S=1⁄3

47号道路

P-A’P-A L=87.000m

P-B P-BP-B’ P-B’L=87.000m

⑦

②

①

③

②

①

③

④

⑥

⑤

調　査　区　域　外

調　査　区　域　外

47 号道路内焼土東西断面　
①　灰 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。焼土を多く含む。
②　明灰褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土を多く含む。
③　赤 褐 色 土　きめが細かく、しまる。粘質。焼土を含む。

47 号道路東西断面　
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　焼土、白色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
③　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　焼土を含む。硬化面。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。焼土を含む。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまる。粘質。
　　　　　　　白色粒を含む。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　ロームが混ざる。硬化面。
⑦　明黄褐色　硬くしまるロームの層。
　　粘 質 土

P-A

P-A’

L-11

L-12

M-11

M-12

ンは不明である。東側では波板状凹凸面が確認された。

また遺構内南側では幅0.4ｍの溝状遺構が延びるが、こ

れが側溝なのかどうかは判断できない。踏み分け道も

検出された。

47 号道路【第 203 図】

　南北方向に延びる。残長13.5ｍ、検出面3.5 ～ 4.0ｍ、

底部幅0.5 ～ 1.2ｍ、深さ1.4ｍを測る。側溝、波板状

凹凸面などは検出されないが、硬化面が２面検出され

たことから、道路として使われていたと考えられる。

遺構内で焼土の集中がみとめられたが、性格は不明。

48 号道路【第 204 図】

　南北方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅3.9ｍ、底

部幅1.0ｍ、深さ1.0ｍを測る。側溝、波板状凹凸面な

どは検出されないが、硬化面が２面検出されたことか

ら、道路として使われていたと考えられる。
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第208図　50号道路出土遺物実測図
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第209図　踏み分け道集中　出土獣骨実測図
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第209図　踏み分け道集中実測図　出土獣骨実測図
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第210図　7号ピット列実測図
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７号ピット列断面
①　暗色土
　　きめが細かく、
　　しまらない。

調
査

区
域

外

49 号道路【第 205 図】

　南北方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅3.8ｍ、底部幅1.5ｍ、深さ0.9ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されないが、複数の硬化面が検出されたことから、道路として使われていたと考えられる。

50 号道路【第 206 図】

　東西方向に延びる。残長20.5ｍ、検出面幅4.3ｍ、底部幅1.2ｍ、深さ0.8ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは

検出されないが、帯状硬化面が検出されたことから、道路として使われていたと考えられる。49号道路に切られ

ている。

【溝】

77号溝【第 207 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長11.0ｍ、検出面幅0.75ｍ、底部幅0.4ｍを測る。

78 号構【第 207 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長8.8ｍ、検出面幅0.5ｍ、底部幅0.3ｍを測る。

【踏み分け道】

25号踏み分け道【第 207 図】

　南北方向に、部分的に帯状硬化面が延びる。

踏み分け道集中【第 209 図】

　調査区南端に、幅0.3m程度の踏み分け道が集中して検出された。部分的に残存するものもあるが、約20条が確

認された。方向は西北西⇔東南東からほぼ東西方向に蛇行しつつ延びる。

第210図　7号ピット列実測図
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第211図　D－４区出土遺物実測図
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第212図　D－４区出土遺物実測図
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625
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623
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629

624
630

632631

633

0 10cm

S=1⁄3

出土獣骨【第 209 図】

　踏み分け道集中に隣接して、獣骨が検出された。馬の歯ではないかと思われる。

【ピット列】

７号ピット列【第 210 図】

　南北柱間は2.0ｍ前後。掘立柱建物ではないかと思われるが、東西方向には明確に確認されず、柱間も不均一。

第213図　D－４区出土遺物実測図

� — 151 —

医者どん坂遺跡　D－４区



634
635

636

637

641

642

638

639

643

640

644

645

第214図　D-4区出土遺物実測図
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第214図　D－４区出土遺物実測図
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第215図　D-4区　出土遺物実測図
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第215図　D－４区出土遺物実測図
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第216図　D-4区出土遺物実測図

使用面

0 5cm

S=1⁄2  659は1⁄4

第216図　D－４区出土遺物実測図
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第217図　D－４区出土遺物実測図
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第218図　D－５・６区遺構配置図
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調査の成果
【住居址】

30号住居址【第 219 図】

　住居址と想定されるが、遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。わずかに硬化面が残存する。

【道路】

51号道路【第 220・221 図】

　検出面幅5.0 ～ 6.5ｍの規模の大きな溝状遺構が段違いに連結して、ほぼ東西南北方向に延びる。側溝、波板状

凹凸面などは検出されないが、硬化面が複数確認されたことから、道路として使われたと考えられる。北側の道路

内の硬化面がＹ字状に分岐することから、道路の分岐点かもしれない。いくつかの溝がひとつの遺構を形作ってい

ると考えられる。底部幅は南北方向は南側で0.8ｍ、北側では1.3ｍを測る。東側がテラス状を呈する。東西方向で

は2.4ｍ、深さは1.2 ～ 1.6ｍを測る。また調査区の形状のため一部途切れているが、西側にその続きが延びると考

えられ、東西方向に約34ｍ延びると想定される。ただし西側では残存状況が悪く、検出面幅0.9 ～ 2.0ｍと西端で

は底部幅程度しか検出されなかった。深さ0.9ｍを測る。Ｄ－４区48号道路と同一ではないかと想定される。

52 号道路【第 221 図】

　南北方向に延びる残長5.2ｍ、幅2.5 ～ 3.0ｍの幅広の硬化面が検出された。硬化面のみの検出だが、わずかに掘

りこまれていることと規模から道路であると想定する。51号道路に切られている。

53 号道路【第 223 図】

　南北方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅5.2ｍ、底部幅1.2ｍ、深さ1.3ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されず、複数の硬化面が検出された。Ｄ－４区の49号道路と同一ではないかと想定される。

54 号道路【第 224 図】

　東西方向に延びる。残長7.8ｍ、検出面幅3.0 ～ 3.4ｍ、底部幅0.6 ～ 0.9ｍ、深さ0.85ｍを測る。側溝、波板状

凹凸面などは検出されず、複数の硬化面が検出された。すり鉢状に掘りこまれ、中央部がさらに深堀りされ、硬化

面が集中する。
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第219図　30号住居址実測図

P-W
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①
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⑤

R-18S-18

P-W

P-S 30号住居址

P-N

硬化面
0 2m

S=1⁄60

P-E

調
　査
　区
　域
　外

51号道路

L= 86.800mP-E P-N P-S L=86.800m
②

①

③
④

30 号住居址東西断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。住居内の埋土と思われる。
②　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。焼成を受けた白色粘土の層。
③　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
④　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。焼成を受けた白色粘土の層。
⑤　赤褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
⑥　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。壁周溝の埋土と思われる。

30 号住居址南北断面
①　灰褐色土　きめが粗く、しまらない。焼成を受けた白色粘土の層。
②　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。壁周溝の埋土と思われる。

第219図　30号住居址実測図
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第220図　51号道路硬化面検出状況、 完掘状況
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⑮
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51 号道路東西断面（Ａ－Ａ’）
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
③　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
④　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。橙色粒を含む。硬化面。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
⑦　暗 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
⑧　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
⑨　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。⑧よりやや暗い。
⑩　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑪　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。
　　　　　　　⑩よりやや明るい。硬化面。
⑫　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑬　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。
　　　　　　　黒色土が混ざる。硬化面。
⑭　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
⑮　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。⑭よりもやや明るい。
⑯　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。崩落土か？

51 号道路東西断面（Ｂ－Ｂ’）
①・②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　  　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。やや粘質。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  粘質。橙色粒を含む。硬化面。
⑥・⑦　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  粘質。橙色粒を含む。硬化面。
⑧　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまる。砂粒を含む。
⑨　明 黄 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  暗色土、ロームが硬化したもの。硬化面。
⑩　暗 　 色 　 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  橙色粒、砂粒を含む。硬化面。
⑪　暗 　 色 　 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　  橙色粒、砂粒を含む。硬化面。
⑫　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　  橙色粒、砂粒を含む。
⑬　暗 　 色 　 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。　
　　　　　　　　  橙色粒、砂粒を含む。硬化面
⑭・⑮　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
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【溝】

79号溝【第 225 図】

　東西方向に延びる。残長9.2ｍ、検出面幅1.1～1.8ｍ。ふたつの溝状遺構が連結してひとつの遺構を形作っている。

80 号溝【第 226 図】

　東西方向に延びる。残長7.3ｍ、検出面幅0.5 ～ 0.75ｍ、底部幅0.2ｍ、深さ0.2ｍを測る。

81 号溝【第 226 図】

　東西方向に断続的に延びる。検出面幅0.3ｍ、底部幅0.25 ～ 0.4ｍ、深さ0.25ｍを測る。80、81号溝の北側に

硬化面が方形状に広がるが、はっきりと住居址や道路などの遺構とはみとめられない。

【踏み分け道】

26号踏み分け道【第 221 図】

　東西方向に延びる。残長8.5ｍ、幅0.4ｍを測る。51号道路より上面で検出された。

27 号踏み分け道【第 223 図】

　南北方向に延びる。残長5.8m、幅0.15 〜 0.8mを測る。断続的に延び、53号道路に関連する可能性がある。

28 号踏み分け道【第 227 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長8.2ｍ、幅1.4 ～ 2.6ｍの幅広の硬化面が検出された。規模から道路である可

能性が高いが、掘りこみもないことから踏み分け道ととらえておく。

29 号踏み分け道【第 228 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.2m、幅0.2ｍ程度の帯状の硬化が部分的に残存する。

30 号踏み分け道【第 228 図】　

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.2ｍ、幅0.3 ～ 0.8ｍを測る。残存状況は悪い。

31 号踏み分け道【第 229 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる、いびつな形状の硬化面。

32 号踏み分け道【第 230 図】

　南北方向に延びる。残長5.5ｍ、幅2.2ｍの幅広の硬化面が検出された。規模から道路である可能性が高いが、掘

りこみもないことから踏み分け道ととらえておく。

33 号踏み分け道【第 230 図】

　南北方向に延びる。残長3.6ｍ、幅0.1～0.3ｍを測る。32号踏み分け道の上面で検出されたが、別遺構ととらえる。

34 号踏み分け道【第 230 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.5ｍ、幅0.3ｍを測る。

第222図　51号道路出土遺物実測図
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第223図　53号道路、 27号踏み分け道実測図
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53 号道路東西断面
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。焼土、砂礫を含む。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
③　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまる。
④・⑤　暗色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑦　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑧　暗 色 土　きめが細かく、硬くしまる。
⑨　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。砂質。硬化面。
⑩・⑪　暗色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑫　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　  鉄分の沈着による層がある。硬化面。

⑬　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。砂質。硬化面。
⑭　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑮　暗茶褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　鉄分の沈着による層がある。硬化面。
⑯　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑰　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑱　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
⑲　暗 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。粘質。砂礫を含む。

⑳　暗褐色土　きめが細かく、しまる。粘質。砂礫を含む。
㉑　黒 色 土　きめが細かく、ややしまる。粘質。
㉒　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。砂礫を含む。硬化面。
㉓　暗褐色土　きめが粗く、しまる。焼土、砂礫を含む。
㉔　暗 色 土　きめが粗く、しまる。焼土、砂礫を含む。
㉕　黒 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。

第223図　53号道路、27号踏み分け道実測図
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第224図　54号道路実測図
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54 号道路南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
②　褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
③　明褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒を多く含む。
④　褐褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑤　褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑥　褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒を少量含む。
⑦　明褐色土　きめが細かく、しまらない。

⑧　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。
⑨　明 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑩　明 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑪　明 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を少量含む。硬化面。
⑫　明 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑬　黄褐色粘質土　きめが細かく、しまる。

35 号踏み分け道【第 230 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.2ｍ、幅0.6 ～ 0.8ｍを測る。

36 号踏み分け道【第 230 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.5ｍ、幅0.3 ～ 0.8ｍを測る。

【掘立柱建物】

６号掘立柱建物【第 231 図】

　北北西⇔南南東を主軸とし、南北に４間、東西に２間と想定される。柱穴間、南北は1.6ｍ前後、東西は1.4ｍ前

後である。柱穴間が狭く、方形にめぐらないため掘立柱建物であるかどうかは断言できない。７号掘立柱建物とは

柱間、方向が微妙に異なるため、同一のものとは考えられない。51号道路に近接していることから、何らかの関

連がある遺構と思われる。

７号掘立柱建物【第 231 図】

　柱穴間は1.2 ～ 1.4ｍ前後である。柱穴間が狭いが、規格的に並ぶことから、何らかの建物、もしくは柵列等の

構造物があったと思われる。６号掘立柱建物に近接していることから、何らかの関連がある遺構と思われるが、わ

ずかに向きが異なる。

８号掘立柱建物【第 232 図】

　２間×２間と想定される。柱間は1.5ｍを測る。

第224図　54号道路実測図
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第225図　79号溝実測図
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調
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　区
　域

　外

79号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。粘質。砂礫を含む。

硬化面集中東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。砂礫を含む。硬化面。
③　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。褐色土がブロック状に混ざる。
　　　　　　　81号溝埋土。

80・81 号溝南北断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。黒色土がブロック状に混ざる。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。褐色土がブロック状に混ざる。

79号溝

第225図　79号溝実測図

第226図　80・81号溝、硬化面集中実測図
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第227図　28号踏み分け道実測図

第228図　29・30号踏み分け道実測図 第229図　31号踏み分け道実測図
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②
②

①
①

①
③

③

③

④
④

⑤

0 2m

S=1⁄60

６号掘立柱建物南北断面
Ｐ－９
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑤　明褐色土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－10
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。
④　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
Ｐ－11
①　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
②　暗黄褐色土　きめが細かく、しまらない。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。

Ｐ－４
①　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　褐 色 土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－５
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
Ｐ－６
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
Ｐ－７
①　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
Ｐ－８
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－１
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
③　褐 色 土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－２
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまる。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
Ｐ－３
①　褐 色 土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。

６号掘立柱建物東西断面
Ｐ－11
①　白色粘土塊。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
④　黄褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－７
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
④　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
Ｐ－12
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。

７号掘立柱建物南北断面
Ｐ－14
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
Ｐ－15
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。

第231図　６・７号堀立柱建物実測図
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第232図　８号堀立柱建物実測図

第233図　９号堀立柱建物実測図
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①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。白色粘土を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。

９号掘立柱建物断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　白色粘土を含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　①よりやや暗い。
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第234図　８・９号ピット列実測図

第236図　３・４号集石遺構実測図第235図　２号集石遺構実測図
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８号ピット列断面
Ｐ－１
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
③　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
Ｐ－２
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。
Ｐ－３
①　明褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
Ｐ－４
①　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。
②　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。

９号ピット列断面（Ａ－Ａ’）
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　粘質。①より明るい。
９号ピット列（Ｂ－Ｂ′）
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　①より明るい。
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第237図　D－６区南側トレンチ遺構検出状況
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第238図　D－５区出土遺物実測図
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第239図　D－５区出土遺物実測図
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第240図　D－５区出土遺物実測図
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第241図　D－５区出土遺物実測図
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９号掘立柱建物【第 233 図】

　２間×２間の掘立柱建物だと考えられるが、総柱でなくややいびつである。柱間は1.4ｍを測る。

【ピット列】

８号ピット列【第 234 図】

　北東⇔南西方向のピット列。柱穴間は1.8 ～ 2.8ｍと不均一であるが、51号道路に近接していることから、何ら

かの関連がある遺構と思われる。

９号ピット列【第 234 図】

　51号道路の西側立ち上がり付近で南北方向に並ぶピット列である。柱穴間は1.8 ～ 2.2ｍ前後とやや不均一であ

り、互いが1.4ｍほどの間隔である。

【集石遺構】

２号集石遺構【第 235 図】

　長軸0.65ｍ×短軸0.55ｍ、深さ0.1ｍの浅い土坑に礫が集中して検出された。礫はいずれも10cm程度のもので

あり、焼成などはみとめられなかった。

３号集石遺構【第 236 図】

　長軸0.65ｍ×短軸0.35ｍの範囲に礫が集中して検出された。掘り込みはみとめられない。2号集石遺構と異なり、

礫は10cm弱のものである。焼成などはみとめられなかった。

４号集石遺構【第 236 図】

　3号集石遺構に隣接して、礫が集中して検出された。掘り込みはみとめられない。

Ｄ－６区南側トレンチ【第 237 図】

　トレンチのみの調査を実施している。東西方向の溝状遺構もしくは土坑が１基、北北西⇔南南東方向のいびつな

踏み分け道、その他土坑、ピットが検出された。
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第246図　31・32号住居址実測図、 32号住居址出土遺物実測図
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31 号住居址南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
④　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑤　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。

31・32 号住居址東西断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
②　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。焼土、白色粘土を多く含む。
③　暗 色 土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
④　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑦　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を含む。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
⑨　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑩　暗褐色土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。

Ｄ－７・８区

調査の成果
【住居址】

31号住居址【第 246 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。わずかに硬化面が残存する。

32 号住居址【第 246 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。東西5.0ｍ程度と推測される。わずかに硬化面が残存する。

【道路】

55号道路【第 247 図】

　非常に大型の道路状遺構。中央部で台形状に急激に掘り下げられる。当初は方形にめぐる溝状遺構と思われたが、

全面に硬化面が検出されたことから、道路と推測する。幅は不明だが、深掘り箇所では1.6ｍを測る。道路ならば、

屈曲部か交錯する箇所ではないかと思われる。側溝、波板状凹凸面などは検出されなかった。
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⑭
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0 5cm
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56 号道路南北断面西壁（Ａ－Ａ’）
①～④　暗 色 土　ややきめが粗く、
　　　　　　　　　　非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
⑤　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、しまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を含む。
⑥～⑧　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまる。
　　　　　　　　　　橙色粒を含む。
⑨　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑩　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、しまる。
⑪　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。橙色粒を含む。硬化面。
⑫　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑬　暗 　 色 　 土　きめが細かく。しまらない。粘質。橙色粒を含む。
⑭　明黄褐色粘質土　きめが細かく、非常に硬くしまる。ロームが硬化したもの。硬化面。

56号道路南北断面東壁（Ｂ－Ｂ’）
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
③　暗 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑤　暗 色 土　ややきめが粗く、しまる。橙色粒を含む。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑦　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、しまらる。橙色粒を含む。
⑨　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑩　暗 褐 土　ややきめが粗く、しまる。橙色粒を含む。
⑪　暗 褐 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。

56 号道路【第 248 図】

　東西方向に延びる。残長7.0ｍ、検出面幅3.4 ～ 4.2ｍ、底部幅1.0ｍを測る。深さは1.0ｍだが、西側半分では深

掘りがされており、1.6ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検出されなかったが、複数の硬化面が検出されたこ

とから、大型の道路と考えられる。断面はすり鉢状で、中央で深掘りされて硬化面が集中する。

57 号道路【第 249 図】

　東西方向に延びる。残長16.0ｍ、検出面6.4ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ0.9ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されなかったが、複数の硬化面が検出された。断面はゆるやかで、部分的にテラス上の平坦部を呈する。底部で

小礫の集中がみとめられた。硬化面が検出されたことから、道路だと考えられる。

58 号道路【第 250 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長3.0ｍ、検出面幅2.6 ～ 4.0ｍ、底部幅1.1ｍを測る。東側の立ち上がりがはっ

第248図　56号道路実測図、56号道路出土遺物実測図
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第249図　57号道路実測図
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57号道路南北断面
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。橙色粒を多く含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
③・④　暗色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。

58号道路東西断面
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
③　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
④　暗　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を多く含む。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑦　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑧・⑨　暗褐色土　きめが粗く、しまる。ロームが多く混ざる。
⑩　暗　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑪　暗　色　土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。

第250図　58号道路実測図
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第252図　83号溝実測図、 83号溝出土遺物実測図第251図　82号溝実測図
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82 号溝東西断面
①　暗褐色土　
　　きめが粗く、しまる。
　　橙色粒、砂礫を多く含む。
②・③　黒褐色土
　　　  きめが粗く、しまる。
　　　  橙色粒、砂礫を多く含む。
④　黒褐色土　
　　きめが細かく、
　　しまる。
　　やや粘質。基本層序 4 層か？
⑤　明褐色土　
　　ニガ土。

83 号溝東西断面南側（PＢ－PＢ’）
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
②・③　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
④　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑤　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが少量混ざる。
⑥　明黄褐色土　きめが粗く、しまる。粘質。ロームの崩落土。

83 号溝東西断面北側（PＡ－PＡ’）
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。
②　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。

83 号溝内ピット南北断面（Ｃ－Ｃ’）
①　暗褐色土　
　　ややきめが粗く、しまらない。
　　ニガ土、ロームが
　　ブロック状に混ざる。
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第253図　84・85号溝実測図

第254図　86号溝実測図 第255図　37号踏み分け道実測図、 37号踏み分け道出土遺物実測図
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84 号溝南北断面
①　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。ロームが混ざる。
②　暗　褐　色　土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。ロームが混ざる。
③　暗 　 色 　 土　ややきめが細かく、しまらない。粘質。橙色粒、砂礫を含む。
④　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまる。橙色粒、砂礫を含む。ロームが混ざる。
⑤　明黄褐色粘質土　ロームの崩落土。
⑥　暗　褐　色　土　きめが粗く、ややしまる。やや粘質。橙色粒、砂礫を含む。ロームが混ざる。

85 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。

86 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　明褐色土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる。
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焼土

56号道路

９号焼土集中

５号集石遺構
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第256図　９号焼土集中、 ５号集石遺構実測図

第257図　D－７区出土遺物実測図
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第258図　D－８区出土遺物実測図
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0 10cm

S=1⁄3  816は1⁄2
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815814813
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きりしておらず、4.0ｍのテラス状の平坦部を呈し、西側

で深掘りされて硬化面が集中し、深さは1.0ｍ程度と推測

される。一部、硬化面中に小礫の集中がみとめられた。側

溝、波板状凹凸面などは検出されなかった。

【溝】

82号構【第 251 図】

　南北方向に延びる。残長17.0ｍ、検出面幅1.1 ～ 1.2ｍ、

底部幅0.6ｍ、深さ0.9ｍを測る。部分的にテラス状の平坦

部を呈する。断面形状は逆台形を呈する。

83 号溝【第 252 図】

　南北方向に延びる。残長13.5ｍ、検出面幅2.2ｍ、底部

幅1.1ｍ、深さ1.2ｍを測る。部分的にテラス状の平坦部を

呈する。

84 号溝【第 253 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長7.8ｍ、検出面幅1.15

～ 1.4ｍ、底部幅0.5 ～ 0.8ｍ、深さ0.75ｍを測る。断面

形状は逆台形を呈する。

第259図　D－８区出土遺物実測図
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85 号溝【第 253 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長2.7ｍ、検出面幅0.6 ～ 0.8ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.15ｍを測る。

86 号構【第 254 図】

　ほぼ南北方向に延びる。残長2.7ｍ、検出面幅2.3ｍ、底部はいびつで、深さ0.3ｍを測る。ごく浅い溝状遺構で、

断面は東側の掘り込みがゆるやかである。

【踏み分け道】

37号踏み分け道【第 255 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長3.3ｍ、幅0.35 ～ 0.9ｍを測る。

【焼土集中】

９号焼土集中【第 256 図】

　56号道路に隣接して、焼土の集中が３ヶ所みとめられた。それぞれ直径0.3 ～ 0.6ｍほどの範囲に広がる。遺構

内出土の炭化物年代測定で1030±30年BPの数値が得られており、10〜 11世紀代である可能性を示す。56号道

路に関連するのであれば、道路が使われていた時代に比定できる可能性がある。

【集石遺構】

５号集石遺構【第 256 図】

　５個の20～ 30㎝程度の扁平な円礫が集中して検出された。掘りこみはみとめられなかったが、側石を立て、そ

の他は平坦になるように配置されているようである。礫に焼成はみとめられないが、周辺には炭化物、焼土、鉄器

が少量検出された。遺構の性格は不明。
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Ｄ－９区

第260図　D－９区遺構配置図
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調査の成果
【道路】

59号道路【第 261・262 図】

　南北方向に延びる。残長24.2ｍ、検出面幅9.0m、底部幅1.1～1.5ｍ、深さ1.4mを測る。側溝はなく、複数の硬化面、

波板状凹凸面が検出された非常に大型の道路と考えられる。ただし硬化面は底部でなく、西側テラスで顕著にみと

められた。また、遺構内に集石が多く検出された。

60 号道路【第 263 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長4.6ｍ、検出面幅2.5 ～ 2.8m、底部幅0.3ｍ、深さ0.9mを測る。側溝、波板状凹

凸面などは検出されなかったが、帯状硬化面が検出されたことから、道路と考えられる。

61 号道路【第 263 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長4.6ｍ、検出面幅2.5 ～ 2.8m、底部幅0.7 ～ 1.1ｍ、深さ0.7mを測る。側溝、

波板状凹凸面などは検出されなかったが、帯状硬化面が検出されたことから、道路と考えられる。

【溝】

87号溝【第 263 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅3.5 ～ 4.0m、底部はいびつで幅0.65ｍ、深さ0.3mを測る。

60、61号道路に隣接していることから、関連する遺構とも考えられる。

【踏み分け道】

38号踏み分け道【第 264 図】

　東西方向に延びる。残長2.5ｍ、幅0.3ｍを測る。

39 号踏み分け道【第 264 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長2.5ｍ、幅0.45ｍを測る。

40 号踏み分け道【第 264 図】

　東西方向に延びる。残長3.7ｍ、幅0.5ｍを測る。

41 号踏み分け道【第 264 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長10.8ｍ、幅0.2 ～ 0.5ｍを測る。

42 号踏み分け道【第 265 図】

　西北西⇔東南東方に延びる。残長1.8ｍ、幅0.2 ～ 0.3ｍを測る。

43 号踏み分け道【第 265 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長4.38ｍ、幅0.3ｍを測る。いびつで、直行しない。

44 号踏み分け道【第 266 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長22.0ｍ、幅0.5 ～ 3.0ｍを測る。いびつな硬化面が帯状に延び、踏み分け道

と思われる。非常に長く残存する。

45 号踏み分け道【第 266 図】

　北北西⇔南南東方向に延びる。残長7.3ｍ、幅0.25ｍを測る。

46 号踏み分け道【第 266 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長2.8ｍ、幅0.2 ～ 0.45ｍを測る。

踏み分け道集中【第 266 図】

　非常に多くの踏み分け道が集中する。多くが北西⇔南東方向に延びる。１条の長さは2.5 ～ 3.5mと短く、幅0.3m

ほどのものが多い。44号踏み分け道よりも新しい。
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第261図　59号道路硬化面、波板状凹凸面、遺構内集石実測図
　　　　　59号道路出土遺物実測図
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硬化面
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第262図　59号道路完掘状況
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59 号道路東西断面（Ｂ－Ｂ′）
①　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまる。砂礫を多く含む。
②　暗　褐　色　土　ややきめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
③　明黄褐色粘質土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　砂礫を多く含む。硬化面。
④　黒　　色　　土　きめが細かく、しまらない。粘質。
⑤・⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。粘質。
⑦　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。粘質。
⑧・⑨　暗 褐 色 土　ややきめが粗く、しまる。粘質。

59 号道路東西断面（Ｃ－Ｃ′）
①　明黄褐色粘質土　きめが細かく、非常に硬くしまる。砂礫を多く含む。硬化面。
②　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。粘質。
③　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。硬化面。
④～⑥　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。粘質。硬化面。
⑦　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。粘質。硬化面。
⑧　暗 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。粘質。
⑨　暗　褐　色　土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑩　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。
⑪　黒 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。砂礫を含む。

⑩・⑪　暗褐色土　ややきめが粗く、しまる。
　　　  　　　　　粘質。ロームが混ざる。
⑫　黒 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。粘質。
⑬　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。粘質。
⑭・⑮　暗 色 土　きめが細かく、しまる。粘質。
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AF-21
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61号道路

60号道路

87号溝

0 2m

S=1⁄60

0 10cm

S=1⁄3

硬化面

第263図　60・61号道路、87号溝実測図、60号道路出土遺物実測図
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硬化面

38号踏み分け道
38号踏み分け道
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第264図　38～41号踏み分け道実測図

第265図　42・43号踏み分け道実測図
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硬化面
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45号踏み分け道

46号踏み分け道

踏み分け道集中

AD-17

AD-18

AE-17

AE-18

AD-18

AD-19
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AE-19
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AC-18

AD-17

AD-18

第266図　44～46号踏み分け道、 踏み分け道集中実測図
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844
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834

835

836

0 10cm

S=1⁄3  845、846は1⁄1

第267図　D－９区出土遺物実測図
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851850

852

854

853
0 5cm

S=1⁄1  850～852は1⁄2  853、854は1⁄3

使用面

第268図　D－９区出土遺物実測図
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0 10cm
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第269図　D－９区出土遺物実測図
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868 869
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0 10cm

S=1⁄3

第270図　D－９区出土遺物実測図
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P-10

94号溝

89号溝
29号土坑

30号土坑
90号溝

64号道路

91号溝

32号土坑
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10号ピット列
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L=87.000m
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D－10区

0 10m

S=1⁄400 第271図　D－10区遺構配置図

Ｄ－10区
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調査の成果
【道路】

62号道路【第 272・273 図】

　南北方向に延びる。残長25ｍ、検出面幅3.0 ～ 4.0ｍ、底部幅1.0 ～ 1.2ｍ、深さ1.4ｍを測る。側溝、波板状凹

凸面などは検出されなかったが、複数の硬化面が確認された。底部は部分的に溝状の深掘りがされている。

63 号道路【第 274 図】

　東西方向に延びる。残長5.6ｍ、検出面幅3.0 ～ 3.2ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ0.7ｍを測る。側溝、波板状凹凸面な

どは検出されなかったが、複数の硬化面が検出された。遺構内には、一部に礫が敷き詰められた６号集石遺構が検

出された。

64 号道路状遺構【第 275 図】

　東西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅3.0 ～ 4.0ｍ、底部幅1.0ｍ、深さ0.3ｍを測る。側溝、波板状凹凸面な

どは検出されなかったが、底部で硬化面が検出され、硬化面中に小礫が集中して検出された。

【溝】

88号溝【第 274 図】

　東西方向に延びる。残長4.6ｍ、出面幅0.3 ～ 0.7ｍ、底部幅0.15 ～ 0.4ｍ、深さ0.1ｍを測る。

89 号溝【第 276 図】

　東西方向に延びる。いびつな形状で、土坑と切り合い、溝状遺構かどうかも不明である。溝状の箇所での検出面

幅1.3ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ0.15ｍを測る。

90 号構【第 276 図】

　東西方向に延びる。残長5.0ｍ、検出面幅0.4 ～ 0.6ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ0.1ｍを測る。

91 号溝【第 276 図】

　東西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅2.2 ～ 2.8ｍ、底部幅0.65 ～ 1.0ｍ、深さ0.3ｍを測る。

92 号構【第 277 図】

　南北方向に延びる。残長2.5ｍ、検出面幅0.9ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ0.2ｍを測る。

93 号溝【第 278 図】

　南北方向に延びる。残長2.5ｍ、検出面幅0.8ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.2ｍを測る。

94 号溝【第 278 図】

　南北方向に延びる。残長2.4ｍ、検出面幅0.7ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.4ｍを測る。

【土坑】

29号土坑【第 276 図】　

　長軸3.7ｍのいびつな平面形状。89号溝を切っている。

30 号土坑【第 276 図】

　長軸2.9ｍの方形と推測される土坑。深さ0.15ｍ。90号溝と切り合う。遺構の性格は不明。

31 号土坑【第 278 図】

　直径1.8mの円形の土坑。深さ1.2mを測る。垂直に掘りこまれ、一部でオーバーハング状を呈する。

32 号土坑【第 280 図】

　直径8.8m、深さ0.9mを測る。非常に大型の円形の土坑である。62号道路に切られている。遺跡の性格は不明。

【掘立柱建物】

10号掘立柱建物【第 279 図】

　北北東⇔南南西を主軸とし、南北に３間、東西に最低でも２間。南北の柱間は1.7m、東西の柱間は2.0mを測る。
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硬化面

AC-36

AC-37

AD-39

AD-37

AC-36

AC-37

AD-36

AD-37

62号道路 62号道路

イモ穴

P-W

P-E

P-W P-EL=87.000m

第272図　62号道路硬化面検出状況 第273図　62号道路完掘状況

②

①

③

④
⑥

⑥

⑧

⑦ ⑤0 2m

S=1⁄60

撹 乱

撹 乱

調
　査

　区
　域
　外

調
　査
　区
　域
　外

0 2m

S=1⁄100

0 2m

S=1⁄100

調
　査

　区
　域

　外

調
　査

　区
　域

　外

62号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑧　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
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硬化面

AB-34

AB-35

AC-34

AC-35

AF-41

AF-42

AG-415m 西
AG-42

64号道路

88号溝

63号道路

６号集石遺構

６号集石遺構

P-W

P-S

P-E

L=96.500mP-S

P-A’
P-A P-A’

P-E
P-W

P-N

P-N

L=88.000m

P-B

P-B’

P-B’

P-B’

P-B’

P-B

L=87.500m

L=85.300m

P-N

P-NL=88.200m

P-S
P-S

P-A

第275図　64号道路、 遺構内集石実測図

第274図　63号道路、 88号溝、 ６号集石遺構実測図
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①

③

④

⑥

⑦

⑤

②

①

③

④

⑥

⑧

⑨

⑦

⑪
⑩

⑤

0 2m

S=1⁄60

0 2m
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土
管

調
　査
　区

　域
　外

調
　査

　区
　域

　外

調
　査

　区
　域
　外

調
　査
　区

　域
　外

0 0.5m

S=1⁄30

0 0.5m

S=1⁄30

63 号道東西断面図
①　暗褐色土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまる。ニガ土が混ざる。
⑥　暗 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　ニガ土、ロームが少量混ざる。硬化面。

64 号道路南北断面図
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　  橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  硬化面であるが、層中からガラス片、
　　　　　　　　  プラスチック片が出土することから、
　　　　　　　　  近代の使用による硬化と想定される。
③　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　  橙色粒、砂礫を多く含む。
④　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  橙色粒、カーボンを多く含む。硬化面。
⑤　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ニガ土が混ざる。
⑥・⑦　黒褐色土　ややきめが粗く、ややしまる。
　　　  　　　　　橙色粒、カーボンを含む。
⑧　黒 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　  橙色粒、カーボンを含む。
⑨　黒 褐 色 土　ややきめが粗く、しまらない。
　　　　　　　　  砂礫を含む。
⑩　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　  砂礫を含む。
⑪　明 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  砂礫を含む。黒褐色土のブロックが混ざる。硬化面。

88 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
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第276図　89～91号溝、 29・30土坑実測図

①
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調
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89 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を少量含む。

30 号土坑東西断面図
①　暗褐色土　
　　きめが粗く、ややしまる。
②　暗褐色土　
　　きめが粗く、しまる。

90 号溝南北断面図
①　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。

91 号溝南北断面図
①　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
③　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。

③

イモ穴

11 号掘立柱建物【第 279 図】

　北北東⇔南南西を主軸とし、南北に３間、東西に最低でも２間。南北の柱間は1.7m、東西の柱間は2.0mを測る。

10号掘立柱建物に隣接しており、方向も同じことから、建て替えがあったものと思われる。Ｐ－９、10には破砕

された須恵器大甕が埋設されていた。

� — 203 —

医者どん坂遺跡　D－10区



871

62号道路

94号溝

94号溝

93号溝

93号溝

10号ピット列

31号土坑

７号集石遺構

７号集石遺構

AB-35

AB-36

AC-35

AC-36

AB-37

AB-38

AC-37

AC-38

AB-35

AB-36

AC-35

AC-36

92号溝

P-W P-E
L=87.600m

P-W
L=87.600m

P-W

P-E

P-E

P-E

P-A

P-A

P-A’

P-A’L=87.400m

P-N

P-NP-N
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第277図　92号溝、 ７号集石遺構実測図

第278図　93・94号溝、 31号土坑、 10号ピット列実測図、 31号土坑出土遺物実測図
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　　　　　　7 号集石遺構南北断面
　　　　　　①　暗褐色土　
　　　　　　　　きめが細かく、しまる。粘質。
　　　　　　②　暗褐色土　
　　　　　　　　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
　　　　　　③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を含む。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。粘質。
⑥　褐 色 土　きめが粗く、しまらない。粘質。
　　　　　　　ロームがブロック状に混ざる。
⑦　褐 色 土　きめが粗く、しまらない。粘質。
　　　　　　　主に⑤～⑦にこぶし大～人頭大の礫が配列されている。

31 号土坑東西断面
①　暗色土　きめが細かく、しまらない。
②　暗色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　ロームが混ざる。

93 号溝東西断面図
①　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、カーボンを少量含む。
94 号溝東西断面図
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。白色粒を少量含む。

10 号ピット列断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を少量含む。①よりも明るい。
③　褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
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②①

③

②

①
③

0 2m

S=1⁄60
0 1m

S=1⁄30

Ｐ－９南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　褐色土粒をブロック状に含む。
　　　　　　　須恵器大甕、土師器が混入していた。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
③　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　白色粒を少量含む。

Ｐ－10東西断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を含む。須恵器大甕、
　　　　　　　土師器が混入していた。
②　黄褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　ロームがブロックに混ざる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を少量含む。

第279図　10・11号堀立柱建物、11号堀立柱建物柱穴実測図
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⑨
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⑩

⑫

⑬

⑭
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0 2m

S=1⁄60

33 号土坑南北断面
①　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
②　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。①と③の漸移層。
③　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。②よりも明るい。②③は４層か。
④　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。やや粘質。
⑤　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。やや粘質。白色ガラスを含む。
⑥　暗 　 色 　 土　きめが細かく、しまる。やや粘質。白色ガラスを含む。④～⑥は５層か。
⑦　明黄褐色粘質土　ローム。
⑧　明黄褐色粘質土　ロームの埋土。
⑨　暗 黄 褐 色 土　きめが細かくしまる。やや粘質。ニガ土の崩落土。
⑩　黒 　 色 　 土　きめが粗く、しまらない。崩落土。
⑪～⑬　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑭　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。白色ガラスを含む。
⑮・⑯　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑰　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまる。白色ガラスを含む。
⑱　黒 　 色 　 土　きめが粗く、しまらない。崩落土。
⑲・⑳　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
㉑　明黄褐色粘質土　きめが細かく、しまる。粘質。

P－9【第 279 図】

　長軸1.15ｍ×短軸0.75m、深さ0.65mを測る。埋土中に須恵器大甕が埋設されていた。またピット内出土の炭化

物年代測定で1160±30年BPの数値が得られており、9〜 10世紀代であった可能性を示す。また調査区内の他の

２基のピットから検出された炭化物も1190±30年BPと、きわめて近い数値を示している。

第280図　32号土坑実測図
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第281図　10・11号焼土集中実測図

0 1m

S=1⁄30

0 1m

S=1⁄30

第282図　８号集石遺構実測図

P－10【第279図】

　長軸1.0ｍ×短軸0.75m、深さ0.75mのいびつ

な土坑。埋土中に須恵器大甕が埋設されていた。

【ピット列】

10号ピット列【第 278 図】

　柱間は1.5 ～ 2.0m、深さ0.4 ～ 0.5mを測る。

ピット間が不均一であるため、可能性だけをあげ

ておく。

【焼土集中】

10号焼土集中【第 281 図】

　直径0.9mほどの範囲に焼土が広がる。

11 号焼土集中【第 281 図】

　長軸1.0ｍ×短軸0.6mほどの範囲に不規則に焼

土が広がる。

【集石遺構】

６号集石遺構【第 274 図】

　南北0.8ｍ、深さ0.6ｍの土坑内に最大で10㎝

程度の礫が敷きつめられていた。63号道路中か

ら検出され、一部硬化面がかぶっていたことから、

道路に伴う遺構であることが推測される。
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第283図　遺物集中実測図

0 1m

S=1⁄30

872
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876

877

878

883

882

881

880 879

AA-33
5m東

AA-34

AB-33

AB-34

0 10cm

S=1⁄3

７号集石遺構【第 277 図】

　直径2.9mの円形の土坑と考えられ、深さ0.7mを測る。埋土中に20～ 40㎝ほどの礫が配されていた。92号溝を

切っている。

８号集石遺構【第 282 図】

　2.5ｍ×1.5mほどの範囲に、５～ 15㎝ほどのサイズの礫が不規則に広がる。土坑などは検出されておらず、遺

構の性格は不明。

【遺物集中】【第 283 図】

　南北2.5ｍ×東西2.5ｍほどの範囲に、土師器、須恵器の集中がみとめられる。遺構はみとめられない。

第284図　遺物集中出土遺物

� — 208 —



第285図　11号堀立柱建物P－９・10出土遺物実測図
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第286図　D－10区出土遺物実測図
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第287図　D－10区出土遺物実測図
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第288図　D－10区出土遺物実測図
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第289図　D－11区遺構配置図
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硬化面

焼土
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査
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95号溝
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65号道路

P-W P-E

P-W P-EL=89.000m

第290図　65号道路実測図、 65号道路出土遺物実測図

②

①

③ ④

⑥

⑧

⑨
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撹
乱

樹

樹

痕

痕

イモ穴

イモ穴

イモ穴

0 5cm

S=1⁄2

0 2m

S=1⁄80

928

65 号道路東西断面
①　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を多く含む。
②　暗   色   土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を多く含む。
③　暗   色   土　ややきめが粗く、しまる。橙色粒を多く含む。
④　暗　褐　色　土　きめが粗く、非常に硬くしまる。ニガ土が混ざる。硬化面。
⑤　暗　褐　色　土　きめが細かく、しまらない。ニガ土が混ざる。
⑥　明黄褐色粘質土　ローム層。
⑦　暗   色   土　きめが粗く、しまる。ニガ土がブロック状に混ざる。
⑧　暗　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。ニガ土が混ざる。
⑨　灰　褐　色　土　きめが粗く、しまらない。焼土の層。
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③

0 2m

S=1⁄60

イモ穴

イモ穴

0 5cm

S=1⁄2

929

930

95 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒を少量含む。
②　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒を少量含む。

66 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を多く含む。硬化面。
③　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。硬化面。

第291図　66号道路、95号溝実測図、66号道路出土遺物実測図
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第293図　68～71号道路実測図
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70 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、
　　　　　　　非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。

71号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、
　　　　　　　非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。

68号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。硬化面。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒、砂礫を含む。

72号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を少量含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
④　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒を含む。硬化面。
⑤　茶褐色土　きめが粗く、ややしまる。ロームが混ざる。

69号道路東西断面
①　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
③　暗灰褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を含む。
④　灰 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
⑤　暗 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、砂礫を含む。硬化面。

調

査

区

域

外

0 2m

S=1⁄60

第294図　72号道路実測図

� — 216 —



調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

96号溝

P-W

P-W

P-E

P-E

L=88.500m

第295図　96号溝実測図
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③
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⑤
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I-40

I-41

J-40

J-41

96 号溝東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
②　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑤　暗 色 土　きめが細かく、しまらない。②よりも暗い。
⑥　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。

調査の成果 
【道路】

65号道路【第 290 図】

　南北方向に延びる。残長22ｍ、検

出面幅5.2ｍ、底部幅0.7 ～ 1.1ｍ、

深さ0.5ｍを測る。側溝、波板状凹凸

面などは検出されなかったが、複数

の硬化面が確認された。

66 号道路【第 291 図】

　南北方向に延びる。残長14ｍ、検

出面幅1.2 ～ 1.5ｍ、底部幅0.9ｍ、

深さ0.5ｍを測る。側溝、波板状凹凸

面などは検出されなかったが、帯状

硬化が検出され、その上に礫が集石

していた。65号道路と隣接しており、

方向も同一。

67 号道路【第 292 図】

　東西方向に延びる。残長7.8ｍ、検

出面幅1.7ｍ、底部幅0.9 ～ 1.2ｍ、

深さ0.65ｍを測る。側溝、波板状凹

凸面などは検出されなかったが、複

数の硬化面が確認された。

68 号道路【第 293 図】

　南北方向に延びる。残長4.0ｍ、検

出面幅0.6～0.9ｍ、底部幅0.2～0.45

ｍ、深さ0.15ｍを測る。溝の上面を

道路として使用している。

69 号道路【第 293 図】

　南北方向に延びる。残長4.0ｍ、検

出面幅1.3 ～ 1.5ｍ、底部幅0.6 ～ 0.9

ｍ、深さ0.6ｍを測る。側溝、波板状

凹凸面などは検出されなかったが、

複数の硬化面が確認された。

70 号道路【第 293 図】

　南北方向に延びる。残長4.0ｍ、検

出面幅0.9 ～ 1.5ｍ、底部幅0.4 ～ 0.6

ｍ、深さ0.2ｍを測る。硬化面がみと

められる。プランはやや湾曲してお

り、69号道路に併行して検出された。

溝の上面を道路として使用している。
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第296図　97・98号溝実測図
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97 号溝南北断面図
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。

98号溝南北断面図
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。

99号溝南北断面
①　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
　　　　　　　暗褐色土がブロック状に混ざる。

11号ピット列断面
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　やや粘質。橙色粒、白色粒を少量含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　やや粘質。橙色粒、白色粒を少量含む。
　　　　　　　底部が硬化している。柱痕か？
③　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。
④　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　やや粘質。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を少量含む。柱痕か？

硬化面

第297図　99号溝、11号ピット列実測図
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第298図　49号踏み分け道実測図 第299図　50号踏み分け道実測図
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第300図　51号踏み分け道、12号ピット列実測図
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第301図　33・34号土坑実測図

第302図　９号集石遺構実測図

①

①
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調

査

区

域

外

９号集石遺構

トレンチ

33号土坑

34号土坑

33号土坑北東―南西断面
①　暗褐色土　
　　きめが細かく、しまらない。
　　砂礫を含む。

34号土坑北西―南東断面
①　暗色土　
　　きめが細かく、しまらない。

71 号道路【第 293 図】

　南北方向に延びる。残長4.0ｍ、検出面幅0.7ｍ、底部幅0.45 ～ 0.65ｍ、深さ0.25ｍを測る。溝の上面を道路と

して使用しているが、溝の幅よりも広い帯状硬化がみとめられる。

72 号道路【第 294 図】

　南北方向に延びる。残長3.1ｍ、底部幅1.2ｍ、深さ0.9ｍ。遺構のほとんどが調査区域外であるため、詳細は不明。

複数の硬化面がみとめられる。

【溝】

95号溝【第 291 図】

　東西方向に延びる。残長3.8m、検出面幅0.8〜1.0m、底部幅0.5m、深さ0.5mを測る。65、66号道路に切られている。

96 号溝【第 295 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長18ｍ、検出面幅1.5 ～ 2.0ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ0.6ｍを測る。調査区で隔

絶しているが、72号道路と同一の遺構である可能性がある。ただし硬化面が認められなかったことから、ここで

は溝としておく。

97 号溝【第 296 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅1.2 ～ 1.5ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ0.15ｍを測る。
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第303図　D－11区出土遺物実測図

� — 221 —

医者どん坂遺跡　D－11区



0 10cm

S=1⁄3

954

956

955

957

958

961

959

962

960

963

第304図　D－11区出土遺物実測図
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第305図　D－11区出土遺物実測図
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使用面

98 号溝【第 296 図】

　東西方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅1.6ｍ、底部幅0.8ｍ、深さ0.25ｍを測る。西端で一部拡張をしている。

97号溝に併行する。

99 号溝【第 297 図】

　東西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅0.65 ～ 1.0ｍ、底部幅0.6 ～ 0.8ｍ、深さ0.1ｍを測る。

【踏み分け道】

47号踏み分け道【第 292 図】

　東西方向に延びる。残長7.0ｍ、検出面幅0.5ｍ、厚さ0.15ｍを測る。67号道路に併行して検出された。　

48 号踏み分け道【第 292 図】

　東西方向に延びる。残長4.6ｍ、検出面幅0.4 ～ 0.5ｍ、厚さ0.15ｍを測る。硬化面が二面に分層できる。67号

道路に併行して検出された。　

49 号踏み分け道【第 298 図】

　東西方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅1.1ｍ、厚さ0.15ｍを測る。

第306図　D－11区出土遺物実測図
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50 号踏み分け道【第 299 図】

　遺構のほとんどが調査区域外であるため、詳細は不明であるが、幅広の踏み分け道と推測した。

51 号踏み分け道【第 300 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長1.8ｍ、検出面幅0.4ｍを測る　

【ピット列】

11号ピット列【第 297 図】

　北北西⇔南南東方向に、ピットが一列に並ぶ。ピット間は1.7ｍを測る。詳細は不明。

12 号ピット列【第 300 図】

　南北方向に、ピットが一列に並ぶ。ピット間は1.7ｍを測り、最南端だけが1.5ｍとやや狭い。65号道路に併行

して検出されたが、関連があるかどうかは不明。

【土坑】

33号土坑【第 301 図】

　平面形状は長軸1.0m×短軸0.6ｍ、段を持ち、深さは0.4ｍを測る。

34 号土坑【第 301 図】

　長軸1.1m×短軸0.6ｍのいびつな平面形状を呈する。深さは0.25ｍを測る。

【集石遺構】

９号集石【第 302 図】

　15㎝程度の円礫が集中している。焼成などはみとめられない。
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第307図　D－12区遺構配置図
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調査の成果
【住居址】

33号住居址【第 308 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。東

西3.8ｍの規模の小さな住居址である。硬化面もみとめ

られず、かろうじて南側壁にカマド跡が確認された。

34 号住居址【第 308 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。南

北4.5ｍを測る。カマド、柱穴は確認されず、壁周溝と

硬化面がわずかに残存する。

35 号住居址【第 309・311 図】

　遺構のほとんどが調査区域外のため、詳細は不明。東

壁付近が確認された。南北4.2ｍを測る。硬化面が残存

するが、カマド、柱穴は確認されず、壁周溝は南側壁で

わずかに確認された。
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35号土坑東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、砂礫を含む。

33号住居址南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒を多く含む。
②　明褐色土　きめが細かく、しまらない。やや粘質。
③　明褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、白色粒を少量含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。わずかにロームが混ざる。

34号住居址南北断面
①　黒 色 土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、白色粒を含む。わずかにロームが混ざる。
⑤　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。ブロック状にロームが混ざる。

⑥　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を多く含む。
⑦　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を含む。硬化面。
⑧　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。ブロック状にロームが混ざる。
⑨　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
⑩　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
⑪　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。

36 号住居址【第 309・311 図】

　他の住居址と切り合っており、中央で硬化面が確認された。南北3.6mを測る。南側壁では壁周溝がめぐるが、

別遺構の可能性がある。カマド、柱穴は確認されなかった。

37 号住居址【第 309・311 図】

　他の住居址と切り合っており、北東隅付近のみ検出された。硬化面が残存するが、カマド、柱穴、壁周溝は確認

されなかった。35、38号住居址に切られており、最も古い住居址と考えられる。

38 号住居址【第 310・311 図】

　他の住居址と切り合っており、東壁付近が確認された。東西4.7ｍを測る。硬化面が残存するが、カマド、柱穴

は確認されず、北側壁で壁周溝がわずかに確認された。35号住居址に切られていると推測される。

第308図　33・34号住居址、35号土坑実測図、34号住居址出土遺物実測図
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37号住居址

35号住居址

38号住居址

36号住居址

36号土坑

P-F P-F’L=89.800m P-E P-E’L=90.000m
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P-C P-C’

P-C’

P-C
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P-E
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P-A

P-A’

P-D’

P-D

P-A’P-B’

P-B’

P-B

P-B L=89.800mL=89.800m

L=90.000m

L=89.800m

②

②

②

②

①

①

① ①

①

③

③

④

④

⑲

⑰

⑯

⑱

⑳

⑪ ⑫ ⑬
⑭
⑮

② ②

①①

③ ③

②

①
③

④
⑤ ②

①

③
④⑥⑧

⑨ ⑦⑩

⑤

0 2m

S=1⁄60

-D-38

-D-39

-C-38

-C-39
白色粘土

焼土

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

35 号住居址内ピット断面（Ｂ－Ｂ’）
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。
　　　　　　　明褐色土が層状に混ざる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を含む。

35号住居址東西断面（Ｃ－Ｃ’）
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。白色粘土の層。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。
④　暗褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。硬化面。

35号住居址東西断面（Ｄ－Ｄ’）
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。硬化面。
　　　　　　　37号住居址の床面の可能性がある。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。
③　明褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　焼土、白色粘土を少量含む。ロームが混ざる。

35号住居址南北断面（Ａ－Ａ’）
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　焼土、白色粘土を多く含む。
　　　　　　　硬化面。38号住居址の床面と考えられる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。焼土、白色粘土を多く含む。
　　　　　　　38号住居址の埋土と考えられる。
③　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。焼土、白色粘土を多く含む。
　　　　　　　硬化面。38号住居址の床面と考えられる。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。焼土、白色粘土を多く含む。
　　　　　　　住居内の埋土と考えられる。

36号土坑東西断面（Ｅ－Ｅ’）
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
②　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　白色粒、褐色粒、砂礫を少量含む。
③　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　白色粒、褐色粒を少量含む。
④　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒、褐色粒、砂礫を多く含む。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　白色粒、褐色粒を少量含む。
⑥　暗褐色土　きめが粗く、しまる。
⑦　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒を含む。
⑧　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、白色粒を含む。
⑨　明褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
⑩　明褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を含む。
⑪　明褐色土　きめが粗く、ややしまる。
⑫　明褐色土　きめが細かく、ややしまる。
⑬　暗褐色土　きめが細かく、しまる。白色粒を含む。

⑭　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。白色粒を含む。
⑮　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑯　明 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
⑰　暗 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。白色粒、褐色粒を含む。
⑱　黄灰褐色土　きめが粗く、しまる。暗褐色土が混ざる。
⑲・⑳　明褐色土　きめが粗く、しまらない。

36 号住居址東西断面（Ｆ－Ｆ’）
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまらない。橙色粒を多く含む。焼土、硬化土を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、ややしまらない。橙色粒を多く含む。焼土を含む。暗褐色土が混ざる。
③　暗褐色土　きめが細かく、ややしまらない。橙色粒を多く含む。
④　明褐色土　きめが細かく、しまらない。白色粒を少量含む。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、ややしまらない。橙色粒を多く含む。

P-A

第309図　35 〜 38号住居址、36号土坑実測図

� — 228 —



36号土坑

第310図　38号住居址実測図、 35・37・38号住居址、 36号土坑出土遺物実測図
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0 5cm
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-E-37

-E-38

-D-37
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硬化面
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外

37号住居址

35号住居址

38号住居址

【道路】

73号道路【第 312 図】

　東西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅7.0ｍ、底部幅1.1ｍ、深さ1.2ｍを測る。側溝、波板状凹凸面などは検

出されなかったが、複数の硬化面が確認された。幅の広い溝の底部は、部分的に溝状の深掘りがされている。

74 号道路【第 313 図】

　東西方向に延びる。残長5.8ｍ、検出面幅1.2 ～ 1.65ｍ、底部幅0.9 ～ 1.35ｍ、深さ0.2ｍを測る。帯状硬化面が

検出された。100号溝に切られている。
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-D-39

-C-38

-C-39

硬化面

調

査

区

域

外

⑪

⑱
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
多
く
含
む
。
砂
礫
を
少
量
含
む
。

⑲
　
黒
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。
ロ
ー
ム
が
混
ざ
る
。

⑳
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
含
む
。
砂
礫
を
少
量
含
む
。

㉑
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

㉒
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

㉓
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

㉔
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。
硬
化
面
。

㉕
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
褐
色
粒
、
カ
ー
ボ
ン
を
含
む
。

㉖
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

㉗
　
黒
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

㉘
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。
硬
化
面
。

㉙
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

㉚
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
含
む
。

㉛
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。
褐
色
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

32　黒褐色土　きめが細かく、














や
やしまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を多く含む





















33　黒褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、褐色粒を含
































34　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒を少量含む。褐色土がブロック状に混ざる










































35　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を少量含む。褐色土がブロック状に混ざる










































36　黒褐色土　きめが細かく、














や
やしまる。白色粒、砂礫を少量含む。褐色土がブロック状に混ざる






























37　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。褐色土























が
層状に混ざる






38　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、褐色粒を含む。褐色土がブロック状に混ざる

















































39　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粒を少量含む。褐色土がブロック状に混ざる










































40　暗褐色土　きめが細かく、














や
やしまる。橙色粒、白色粒を多く含む。砂礫を少量含む

























35
～
37
住
居
址
、
37
号
土
坑
南
北
断
面
（
Ａ
－
Ａ
’）

①
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

②
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

③
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

④
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

⑤
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
、
白
色
粘
土
を
少
量
含
む
。

⑥
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

⑦
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。

⑧
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
、
砂
礫
、
白
色
粘
土
、
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。

⑨
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑩
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
や
や
粘
質
。
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑪
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
多
く
含
む
。

⑫
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑬
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
35
号
住
居
の
壁
周
溝
の
埋
土
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
、
焼
土
を
む
。

⑭
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑮
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。
ロ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

⑯
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
多
く
含
む
。
ロ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
少
量
混
ざ
る
。

⑰
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。
ロ
ー
ム
が
混
ざ
る
。

36
・
38
号
住
居
址
北
断
面
（
Ｂ
－
Ｂ
’）

①
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

②
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、①
よ
り
も
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
少
量
含
む
。

③
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。
ニ
ガ
土
が
混
ざ
る
。

④
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
含
む
。

⑤
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

⑥
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。⑤
よ
り
も
暗
い
。
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

⑦
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑧
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
褐
色
粒
、
白
色
粘
土
を
含
む
。
硬
化
面
。

⑨
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
褐
色
土
が
層
状
に
混
ざ
る
。

⑩
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑪
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。

⑫
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
白
色
粘
土
を
多
く
含
む
。

⑬
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
含
む
。

⑭
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑮
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑯
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
硬
化
土
を
少
量
含
む
。

⑰
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑱
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑲
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑳
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。

㉑
　
黄
灰
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

㉒
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

㉓
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
含
む
。

㉔
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
褐
色
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

㉕
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
含
む
。

㉖
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
褐
色
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

㉗
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

㉘
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。

㉙
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。
ロ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

㉚
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
褐
色
土
が
層
状
に
混
ざ
る
。

㉛
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
褐
色
土
が
層
状
に
混
ざ
る
。
ロ
ー
ム
が
層
状
に
混
ざ
る
。

32　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。褐色土























が
層状に混ざる。ローム









が
層状に混ざる






33　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、白色粒、硬化土を含む


































34　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。焼土





















を
を含む



35　暗褐色土　きめ細かく、非常に硬くしまる





















。
柱
の
根
固め

か

36
号
住
居
址
、
36
号
土
坑
南
北
断
面
（
Ｃ
－
Ｃ
’）

①
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
を
非
常
に
多
く
含
む
。
砂
礫
を
含
む
。

②
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
橙
色
粒
を
非
常
に
多
く
含
む
。
砂
礫
・
炭
化
物
を
含
む
。

③
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
を
非
常
に
多
く
含
む
。
砂
礫
を
含
む
。

④
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

⑤
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。
カ
ー
ボ
ン
を
少
量
含
む
。

⑥
　
明
黄
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
白
色
粘
土
を
少
量
含
む
。
ロ
ー
ム
と
の
漸
次
層
か
？

⑦
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
少
量
含
む
。
褐
色
土
が
層
状
に
混
ざ
る
。
硬
化
面
。

⑧
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
、
砂
礫
を
多
く
含
む
。

⑨
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
多
く
含
む
。

⑩
　
茶
黄
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
粘
質
。

⑪
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
る
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
多
く
含
む
。

⑫
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
非
常
に
硬
く
し
ま
る
。
焼
土
、
白
色
粘
土
を
含
む
。
硬
化
面
。

⑬
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
を
含
む
。

⑭
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。
褐
色
土
が
層
状
に
混
ざ
る
。

⑮
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
を
含
む
。

⑯
　
暗
黄
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

⑰
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑱
　
黒
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。⑲
よ
り
も
暗
い
。
白
色
粒
、
褐
色
粒
を
少
量
含
む
。

⑲
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
、
白
色
粒
を
多
く
含
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
礫
を
少
量
含
む
。
　

第311図　35 〜 38号住居址、36号土坑完掘状況
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73号道路

P-A

P-A

P-A’

P-B’

L=90.000m

P-B

P-A’

P-B’P-B L=90.000m

②

⑲
⑰⑱

⑳
㉑

①

④ ③⑤

⑬
⑥⑧

⑨
⑦

⑪⑩
⑫

⑭⑯
⑮

②

⑰

⑱⑯

⑲

⑳

①

③
④ ⑥

⑧
⑨⑦

㉑

⑩
⑪

⑫ ⑬

⑭

⑤

⑮

0 2m

S=1⁄60

-D-39

-D-40

-C-39

-C-40

硬化面

調

査

区

域

外 調

査

区

域

外

73 号道路南北断面（Ａ－Ａ’）
①　黒褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒、砂礫を含む。
②　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。
④　黒褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。粘質。橙色粒を多く含。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を少量含む。ロームがブロック状に混ざる。
⑥　黒褐色土　きめが粗く、ややしまらない。褐色土がブロック状に混ざる。
⑦　黒褐色土　きめが細かく、しまる。褐色土がブロック状に混ざる。
⑧　黒褐色土　きめが細かく、しまる。
⑨　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。
⑩　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。褐色土がブロック状に混ざる。
⑪　黒褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。硬化面。

⑬・⑬　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　  褐色土がブロック状に混ざる。
⑭　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑮　黒 褐 色 土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  粘質。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑯　暗 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、砂礫を多く含む。
⑰　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑱　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。褐色土がブロック状に混ざる。
⑲　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
⑳　黒 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。
㉑　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。褐色土がブロック状に混ざる。

73 号道路南北断面（Ｂ－Ｂ′）
①　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。
②　黒 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。
③　黒 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。硬化面。
④　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまる。粘質。橙色粒を多く含む。
⑤　黒 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒を少量含む。ロームがブロック状に混ざる。
⑥　黒 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。硬化面。
⑦　黒 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。硬化面。
⑧　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、砂礫を少量含む。
⑨　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
⑩・⑪　黒褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を少量含む。
⑫　暗 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。硬化面。
⑬　黒 褐 色 土　きめが細かく、しまる。橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。褐色土がブロック状に混ざる。

　　　　　　　　　　⑭　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　　　　⑮　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　橙色粒、白色粒を多く含む。硬化面。
　　　　　　　　　　⑯　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
⑰・⑱　黒褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面。
⑲　黒 褐 色 土　きめが粗く、非常に硬くしまる。
　　　　　　　　  橙色粒、白色粒、砂礫を多く含む。鉄分の沈着がみとめられる。硬化面。
⑳　黒 褐 色 土　きめが粗く、ややしまらない。ロームがブロック状に混ざる。
㉑　黒 褐 色 土　きめが粗く、常に硬くしまる。ロームがブロック状に混ざる。硬化面。

第312図　73号道路実測図
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医者どん坂遺跡　D－12区



調
査

区
域

外

調

査

区

域

外

74号道路

52号
踏み
分け
道

100号溝

101号溝

37号土坑

101号溝

52号
踏
み
分
け
道

100号溝

102号溝

P-W

P-N

P-N

P-N

P-S

P-E

P-N
P-N

L=90.000m
L=90.000m

P-S P-S

P-S

P-N
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P-S

P-S

P-W P-E P-NL=90.000m L=90.000mP-S

P-N
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②
①

③

②
①

①①

③

②
①

③
④

④
⑥

⑤
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0 2m
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6

-B-4
7-A-4

6

-A-4
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硬化面

100・101 号溝東西断面
①　暗褐色土　
　　きめが粗く、ややしまる。
　　橙色粒を含む。

74号道路南北断面
①　黒色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。硬化面。
②　黒色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　ニガ土がブロック状に混ざる。
③　暗褐色土　
　　きめが細かく、ややしまる。

102 号溝南北断面
①　暗灰褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。
②　灰 褐 色 土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、砂礫を含む。
③　暗灰褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒、砂礫を含む。

37
号
土
坑
南
北
断
面

①
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。

②
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。

③
　
暗
茶
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。
橙
色
粒
を
含
む
。

④
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
橙
色
粒
を
含
む
。

⑤
　
暗
茶
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
ロ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

⑥
　
灰
茶
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。
ロ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
ざ
る
。

第313図　74号道路、100 〜 102号溝、52号踏み分け道、37号土坑実測図
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第314図　103～105号溝、 38・39号土坑実測図
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ま
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暗
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、
し

ま
ら

な
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橙
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を
多

く
含

む
。

ニ
ガ

土
が

混
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る
。

③
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
や

や
し

ま
る

。
橙

色
粒

を
多

く
含

む
。

④
　

黒
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
ロ

ー
ム

が
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

ざ
る

。
⑤

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

⑥
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

38 号土坑東西断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒を多く含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。白色粘土を少量含む。
④　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。白色粘土を少量含む。
⑤　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒を含む。
⑥　黒褐色土　きめが粗く、ややしまる。橙色粒、白色粒を含む。
⑦　黒褐色土　きめが粗く、しまらない。
⑧　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。

39 号土坑南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　褐色土がブロック状に混ざる。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
④　黒褐色土　きめが粗く、しまる。

②
③

④

【溝】

100 号溝【第 313 図】

　南北方向に延びる。残長7.9m、検出面幅0.75 ～ 0.9m、底部幅0.4ｍ、深さ0.55ｍを測る。

101 号溝【第 313 図】

　南北方向に延びる。残長4.5m、検出面幅1.3m、底部幅1.0ｍを測る。

102 号溝【第 313 図】

　東西方向に延びる。残長6.9m、南端は調査区外のため、幅は不明。 
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56号踏み分け道

57号踏み分け道

57号踏み分け道

53号踏み分け道

53号踏み分け道

56号踏み分け道

55号踏み分け道

P-W

P-W

P-E

P-E
L=89.400m

P-W P-EL=89.400m

P-W
P-E

P-W

P-W

P-E

P-E
L=89.400m

P-W

P-W

P-E

P-E

L=89.400m

0 2m

S=1⁄60

-B-42

-B-43

-A-42

-A-43

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

54号踏み分け道

54号踏み分け道

103 号溝【第 314 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.0m、深さ0.35ｍを測

る。いびつなため検出面幅、底部幅不明であり、溝状遺

構かどうかも不明。

104 号溝【第 314 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.2m、検出面幅0.7ｍ、

底部幅0.4ｍ。

105 号溝【第 314 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長3.2ｍ、検出面幅0.55ｍ、

底部幅0.2 ～ 0.3ｍを測る。104、105号溝は、併行して

検出された。

【踏み分け道】

52号踏み分け道【第 313 図】

　東西方向に延びる。残長5.2m、

幅0.3mを測る。102号溝と併行する。

53 号踏み分け道【第 315 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。

残長6.5m、幅0.2 ～ 0.4m、

厚さ0.1ｍを測る。

第315図　53 〜 57号踏み分け道実測図
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調
査

区
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外

12号堀立柱建物
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L=90.200m
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P-N
L=90.200m

P-S

P-S

P-N

P-NL=90.000m

P-S

P-S

第317図　40号土坑実測図

第316図　58号踏み分け道実測図
　　　　   58号踏み分け道出土遺物実測図

② ②

②

① ①①
①

①

0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

撹 乱

0 5cm

S=1⁄3

998

-C-40

-C-41

-B-40

-B-41

-C-45

-C-46

-B-45

-B-46

-D-36

5m 北

-D-37

-C-36

-C-37

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

58号踏み分け道

40 号土坑南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。橙色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。橙色粒を多く含む。

12 号掘立柱建物断面
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒、白色粒を含む。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまる。

0 2m

S=1⁄60

第318図　12号堀立柱建物実測図
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第319図　D－12区出土遺物実測図
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0 10cm
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第320図　D－12区出土遺物実測図
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0 10cm

S=1⁄2  1036、1043は1⁄4  1037～1040は1⁄1

1036

1037 1038
1039

1040

1041

1044

1043

1042

使用面

第321図　D－12区出土遺物実測図
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54 号踏み分け道【第 315 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長13.6m、幅0.2 ～ 1.0m、厚さ0.1ｍを測る。北側で幅が広くなる。

55 号踏み分け道【第 315 図】

　北北東⇔南南西方向に伸びる。残長1.9ｍ、幅0.3ｍを測る。残存状況が悪く、他の踏み分け道に伴うものかもし

れない。

56 号踏み分け道【第 315 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長4.2m、幅0.4 ～ 0.7m、厚さ0.05ｍを測る。

57 号踏み分け道【第 315 図】

　ほぼ調査区域外のため、幅などは不明。深さ0.2ｍを測る。

58 号踏み分け道【第 316 図】

　硬化面の広がりであるが、いびつに広がり住居址か踏み分け道か判別はできない。

【土坑】

35号土坑【第 308 図】

　直径1.05m、深さ0.25mを測る。34号住居址を切っているが、関連する遺構かどうかは不明。

36 号土坑【第 309・311 図】

　35～ 38号住居址と切り合っており、南東端でしか確認できなかった大型の円形の土坑。直径は最低でも５ｍ以

上あると思われ、深さ0.4mを測る。遺構の性格は不明。

37 号土坑【第 313 図】

　直径2.5m、深さ0.5mを測る、ややいびつな平面円形と推測される。

38 号土坑【第 314 図】

　ほとんどが調査区域外のため、プランは不明。

39 号土坑【第 314 図】

　長軸0.9m×短軸0.6ｍのいびつな楕円形。深さ0.25mを測る。38号土坑を切っている。遺構の性格は不明。

40 号土坑【第 317 図】

　いびつな平面形状を呈し、深さ0.2mを測る。

【掘立柱建物】

12号掘立柱建物【第 318 図】

　南北１間×東西３間が残存する。柱間は1.4 ～ 2.0mを測る。
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41号土坑

108号溝

107号溝

110号溝

109号溝

17号焼土集中

106号溝

14号焼土集中
15号焼土集中
16号焼土集中
42号土坑

13号焼土集中
12号焼土集中

L=89.800m

L=90.000m

59号踏み分け道

D－13区

0 10m

S=1⁄400

Ｄ－13区

調査の成果
【溝】　

106 号溝【第 323 図】

　東西方向に延びる。残長2.4ｍ、検出面幅4.5 ～ 5.0ｍ、底部幅2.0

ｍ、深さ1.2ｍを測る。大型の溝状遺構。

107 号溝【第 323 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長2.5ｍ、検出面幅1.1 ～ 1.4ｍ、底

部幅0.5 ～ 0.7ｍ、深さ0.2ｍを測る。106号溝に切られている。

108 号溝【第 324 図】

　東西方向に延びる。残長4.5ｍ、検出面幅0.5 ～ 1.0ｍ、底部幅0.2

～ 0.55ｍ、深さ0.1ｍを測る。

第322図　D－13区遺構配置図
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106号溝
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調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

107 号溝北東－南西断面
①　黒褐色土　きめが細かく、ややしまる。橙色粒を多く含む。

106 号溝北東－南西断面
①　暗 褐 色 土　きめが粗く、硬くしまる。橙色粒を含む。ロームが混ざる。
②　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒を多く含む。ロームが混ざる。
③　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまる。白色粒を少量含む。
④　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑤　暗  色  土　きめが細かく、しまる。
⑥　黒 褐 色 土　きめが粗く、ややしまる。ロームが混ざる。
⑦　黒 褐 色 土　きめが粗く、しまらない。ロームが混ざる。
⑧・⑨　黒褐色土　きめが粗く、しまる。粘質。ロームが混ざる。

109 号溝【第 325 図】

　南北方向に延びる。残長8.2ｍ、検出面幅0.5 ～ 0.7ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.25ｍを測る。

110 号溝【第 325 図】

　東西方向に延びる。残長4.0ｍ、検出面幅0.6ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。109号溝を切っている。

【踏み分け道】

59号踏み分け道【第 325 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長3.6ｍ、検出面幅0.9ｍを測る。109、110号道路に切られている。

【土坑】

41号土坑【第 324 図】

　いびつな平面形状の土坑。東西幅は不明だが、最も幅広い箇所での南北幅は1.5ｍを測る。遺構の性格は不明だが、

調査区域外に溝状遺構として延びる可能性がある。

第323図　106・107号溝実測図、106号溝出土遺物実測図
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S=1⁄30

-N-37
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-M-37

-M-38

焼土

41号土坑

12号焼土集中

13号焼土集中

16号焼土集中

15号焼土集中

14号焼土集中

42号土坑

108号溝

41号土坑南北断
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。焼土の層。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒を含む。

41号土坑東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。焼土の層。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。橙色粒を含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、しまる。

12号焼土集中南北断面
①　灰赤褐色土　きめが粗く、しまる。
　　　　　　　　焼土の層。
②　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまる。
　　　　　　　　焼土を含む。

13号焼土集中南北断面
①　灰赤褐色土　
　　きめが粗く、しまる。焼土の層。
②　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまる。焼土を含む。

42号土坑南北断面
①　暗褐色土　
　　きめが細かく、しまる。
　　礫が配されている。

16号焼土集中南北断面
①　灰赤褐色土　きめが粗く、しまる。焼土の層。
②　暗 褐 色 土　きめが粗く、しまる。焼土を含む。

14号焼土集中南北断面
①　灰赤褐色土　
　　きめが粗く、しまる。焼土の層。
②　黒褐色土　
　　きめが細かく、ややしまる。
　　焼土を含む。

15号焼土集中南北断面
①　灰赤褐色土　
　　きめが粗く、しまる。焼土の層。
②　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまる。焼土を含む。

108 号溝南北断面
①　黒褐色土　
　　きめが細かく、しまる。

42 号土坑【第 324 図】

　直径0.4ｍ、深さ0.1ｍを測る浅い土坑。礫が配されている。

【焼土集中】

12～ 16 号焼土集中【第 324 図】

　いずれも直径0.3 ～ 0.5ｍ程度のごく浅い土坑で、焼土の集中が確認された。規則性がなく、掘立柱建物などの

可能性は少ない。

17 号焼土集中【第 325 図】

　長軸0.65mの焼土の集中。一部炭化物を含む。

第324図　108号溝、41・42号土坑、12 〜 16号焼土集中実測図
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第325図　109・110号溝、59号踏み分け道
　　　　　17号焼土集中実測図

第326図　D－13区出土遺物実測図

② ①

①

①

①

0 2m

S=1⁄60

0 5cm

S=1⁄3  1051、1057，1058は1⁄2
1054～1056は1⁄1

1046

1047

1048

1049

1050

1051

1052

1054

1058

1056

1055

1053

1057

-K-42

-K-43

-J-42

-J-43

焼土

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

59号踏み分け道
110 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが粗く、しまる。
　　　　　　　橙色粒、白色粒を含む。

109 号溝東西断面
①　暗褐色土　
　　きめが粗く、しまる。
　　橙色粒、白色粒を含む。

17 号焼土集中南北断面
①　暗褐色土　
　　きめが細かく、ややしまる。
　　焼土の層。
②　暗褐色土　
　　きめが細かく、ややしまる。
　　焼土、炭化物を含む。

109号溝
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第328図　75号道路、43号土坑実測図

第329図　76号道路、111号溝、44号土坑実測図
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43号土坑南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。
　　　　　　　ロームがブロック状に混ざる。

75号道路南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまらない①よりも暗い。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。
③　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　白色粒を含む。
④　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を含む。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　ロームがブロック状に混ざる。

44号土坑北東―南西断面
①　暗 色 土　きめが細かく、ややしまる。ニガ土、ロームがブロック状に混ざる。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。ニガ土、ロームがブロック状に混ざる。
③　黒 色 土　きめが粗く、しまらない。

76号道路南北断面
①　暗 色 土　きめが粗く、しまらない。
　　　　　　　ロームが混ざる。
②　暗褐色土　きめが粗く、しまる。
　　　　　　　ニガ土、ロームがブロック状に混ざる。
③　暗褐色土　きめが細かく、硬くしまる。
　　　　　　　わずかに硬化している。硬化面か？
④　暗褐色土　きめが細かく、硬くしまる。
　　　　　　　橙色粒を少量含む。硬化面。
⑤　暗褐色土　きめが細かく、硬くしまる。
　　　　　　　ニガ土が混ざる。
⑥　褐 色 土　きめが細かく、硬くしまる。
⑦　褐 色 土　きめが細かく、硬くしまる。
　　　　　　　ニガ土がブロック状に混ざる。

111 号溝南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
③　暗褐色土　きめが細かく、しまらないロームがブロック状に混ざる。
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調査の成果
【道路】

75号道路【第 328 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.0ｍ、検出面幅1.0 ～ 1.25ｍ、底部幅0.6 ～ 0.8ｍ、深さ0.3ｍを測る。硬

化面が検出され、道路として使用されたと推測される。

76 号道路【第 329 図】

　東西方向に延びる。残長6.6ｍ、検出面幅1.0 ～ 1.6ｍ、底部幅0.8 ～ 1.0ｍ、深さ0.4ｍを測る。硬化面が検出され、

道路として使用されたと推測される。

【溝】

111 号溝【第 329 図】

　西北西⇔東南東方向に延びる。残長5.8ｍ、検出面幅0.6ｍ、底部幅0.3 ～ 0.45ｍ、深さ0.2ｍを測る。

【土坑】

43号土坑【第 328 図】

　一部調査区域外であり、最大幅1.3ｍ、深さ0.3ｍを測る。

44 号土坑【第 329 図】

　直径1.6ｍのややいびつな楕円形を呈する。深さ0.25ｍを測る。76号道路に隣接している。
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E－２区

調査の成果
【道路】

77号道路【第 331・332 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長36.5ｍ、検出面幅1.1ｍ、底部幅0.6ｍ、深さ0.8ｍを測る。側溝、波板状凹凸面

などは検出されなかったが、複数の硬化面が検出され、非常に長く伸びる道路として使用されたと推測される。

78 号道路【第 333 図】

　北東⇔南西方向に延びる。残長4.0ｍ、検出面幅9.6ｍ、中央部の底部幅3.3ｍ、深さ0.8ｍを測る。側溝、波板状

凹凸面などは検出されなかったが、全面に硬化面が検出され、非常に大型の道路状遺構と考えられるが、西側では

別遺構ではないかとも思われる溝状遺構と一体化しており、複数の溝状遺構により構成されている可能性がある。

また東側立ち上がりでは側溝が存在した可能性がある。底部中央からは45号土坑が検出された。

79 号道路【第 334 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長6.0ｍ、検出面幅0.55 ～ 1.1ｍ、底部幅0.3 ～ 0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。細

い溝状遺構を道路として使っていたと思われるが、80号道路と同一の遺構かどうかは不明。また隣接して焼土集

中がみとめられる。

80 号道路【第 334 図】

　79号道路に隣接する。検出面幅1.4ｍ、深さ0.15ｍを測る。79、80号道路は、77号道路により撹乱されている。

81 号道路【第 334 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.3ｍ、検出面幅0.25 ～ 0.7ｍ、底部幅0.2 ～ 0.5ｍ、深さ0.2ｍを測る細い

溝状遺構を道路として使っていたと思われるが、溝の範囲外にも硬化面が広がる。77号道路よりも新しい。

【溝】

112 号溝【第 336 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長2.1ｍ、検出面幅1.25ｍ、底部幅0.3ｍ、深さ0.6ｍを測る。

【踏み分け道】

60号踏み分け道【第 334 図】

　北北東⇔南南西方向に延びる。残長5.2ｍ、検出面幅0.15 ～ 0.4ｍを測る。

61 号踏み分け道【第 334 図】

　南北方向に延びる。残存状況が悪く、幅0.1 ～ 0.3ｍの硬化面が断片的に延びる、焼土の集中もみとめられる。

62 号踏み分け道【第 335 図】

　北西⇔南東方向に延びる。残長7.5ｍ。77号道路に隣接し、大部分が調査区域外であるため、詳細は不明。

63 号踏み分け道【第 337 図】

　検出面幅0.3 ～ 0.6ｍを測る。直角に屈曲する。

64 号踏み分け道【第 339 図】

　北北東⇔南南西方向に24ｍ延びた硬化面が、直角に東方向へ方向転換する。東方向へは5.8ｍ延びる。検出面幅

は0.2 ～ 0.35ｍを測る。

【土坑】

45号土坑【第 333 図】

　78号道路の底部に掘りこまれている。平面形状は1.45m×1.2ｍの楕円形を呈し、深さは1.6ｍを測り、一部オー

バーハング状に掘りこまれている。遺構の性格は不明。
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粒
、

白
色

粒
を

含
む

。
硬

化
面

。
⑩

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

る
。

橙
色

粒
、

白
色

粒
、

砂
礫

を
含

む
。

⑪
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
や

や
し

ま
る

。
⑫

　
灰

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

非
常

に
硬

く
し

ま
る

。
硬

化
面

。
⑬

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
ロ

ー
ム

が
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

ざ
る

。

45
号

土
坑

南
北

断
面

①
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

粘
質

。
白

色
粒

、
褐

色
粒

を
含

む
。

②
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

や
や

し
ま

る
。

粘
質

。
白

色
粒

、
褐

色
粒

を
多

く
含

む
。

③
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

や
や

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

④
　

黒
褐

色
土

　
き

め
が

や
や

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
褐

色
粒

を
含

む
。

⑤
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
褐

色
粒

を
多

く
含

む
。

⑥・
⑦

　
黒

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

粘
質

。
褐

色
粒

を
少

量
含

む
。

⑭・
⑮

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
　

　
　

  　
　

　
　

　
粘

質
。

ロ
ー

ム
が

混
ざ

る
。

⑯
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
る

。
橙

色
粒

、
白

色
粒

、
砂

礫
を

含
む

。
⑰

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

ら
な

い
。

褐
色

粒
を

含
む

。
⑱

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

る
。

褐
色

土
が

混
ざ

る
。

⑲
　

暗
褐

色
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
⑳

　
黒

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
白

色
粒

、
褐

色
粒

を
少

量
含

む
。

㉑
　

黒
　

色
　

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
㉒

　
暗

褐
色

土
　

き
め

が
細

か
く

、
し

ま
ら

な
い

。
や

や
粘

質
。

㉓
　

灰
褐

色
土

　
き

め
が

細
か

く
、

し
ま

る
。

㉔
　

黒
　

色
　

土
　

き
め

が
粗

く
、

し
ま

る
。

粘
質

。
㉕

　
黒

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
ら

な
い

。
㉖

　
黒

　
色

　
土

　
き

め
が

粗
く

、
し

ま
る

。
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調
査
区
域
外

調
査

区
域

外

61号踏み分け道

18号焼土集中

19号焼土集中

18号焼土集中

20号焼土集中

60号踏み分け道

60号踏み分け道

81号道路

77号道路

80号道路

80号道路

79号道路 80号道路

79号道路20号焼土集中

P-W

P-E

P-E

P-N

P-N

P-N

L=82.400m

L=82.400m

L=82.400m

P-S

P-S

P-S

P-W

P-W

P-W

P-W

P-W

P-E

P-E

P-E

P-E

P-N

L=82.400m

L=82.400m

P-S

②

①

②

①

③

④
⑤

0 2m

S=1⁄60

撹 乱

イモ穴

AO-11

AO-12

AP-11

AP-12

焼土

硬化面

81 号道路東西断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常にしまる。硬化面
②　暗褐色土　きめが粗く、しまる。

79・80 号道路東西断面
①　灰黄褐色土　きめが粗く、非常に硬くしまる。橙色粒を含む。硬化面。
②　褐 色 土　きめが粗く、しまる。橙色粒、白色粒を含む。硬化面。
③　暗 褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
④　茶 褐 色 土　きめが粗く、しまる。
⑤　灰茶褐色土　きめが粗く、しまる。橙色粒を含む。

第334図　79 〜 81号道路、60・61号踏み分け道、18〜 20号焼土集中実測図

� — 251 —

医者どん坂遺跡　E－２区



調

査
区

域
外

77
号
道
路

22
号
焼
土
集
中

23
号
焼
土
集
中

23
号
焼
土
集
中

62
号
踏
み
分
け
道

P-
N

L=
82
.4
00
m

P-
S

P-
W P-
W

P-
E

P-
E

L=
82
.4
00
m

P-
W

P-
E
L=
82
.4
00
m

P-
W

P-
E

46
号
土
坑

21
号
焼
土
集
中

P-
W

P-
W

P-
E

P-
E

P-
N

L=
82
.4
00
m

P-
S

第
33
5図
　
62
号
踏
み
分
け
道
、4
6号
土
坑
、2
1～
23
号
焼
土
集
中
実
測
図
、6
2号
踏
み
分
け
道
出
土
遺
物
実
測
図

②

①

②

①
①

③

③
④

0
2m

S=
1⁄
60

0
5c
m

S=
1⁄
3

10
59

10
60

AP
-1
1

A-
P1
2

AQ
-1
1

AQ
-1
2

AQ
-1
1

A-
Q1
2

AR
-1
1

AR
-1
2

焼
土

硬
化
面

21
号
焼
土
集
中
南
北
断
面

①
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
し
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
褐
色
粒
、
ス
ラ
グ
を
多
く
含
む
。

②
　
灰
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
砂
礫
、
カ
ー
ボ
ン
、
ス
ラ
グ
を
多
く
含
む
。

③
　
炭
化
物
の
層

④
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
細
か
く
、
し
ま
ら
な
い
。

46
号
土
坑
東
西
断
面

①
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
色
粒
を
多
く
含
む
。

22
号
焼
土
集
中
東
西
断
面

①
　
暗
褐
色
土
　
き
め
が
粗
く
、
や
や
し
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
焼
土
を
多
く
含
む
。
砂
礫
を
少
量
含
む
。

②
　
暗
褐
色
土
　
や
や
き
め
が
細
か
く
、
や
や
し
ま
る
。
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②
①

112号溝

63号踏み分け道

63号踏み分け道

47号土坑

24号焼土集中

P-NP-S

P-N

P-S

P-W P-E L=82.800m

P-NL=82.800m

L=82.400m

L=81.800m

P-S

P-W
P-W

P-W

P-E
P-E

P-E

P-N

P-S

第336図　112号溝実測図、112号溝出土遺物実測図

第338図　24号焼土集中実測図

② ①

③
④

⑥

⑤

0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

0 5cm

S=1⁄3

1061

AS-7

AS-8

AT-7

AT-8

AU-10

AU-11

AV-10

AV-11

AS-6

AS-7

AT-6

AT-7

焼土

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

112 号溝北東―南西断面
①　暗褐色土　ややきめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまらない。
③　暗褐色土　きめが粗く、ややしまらない。橙色粒、砂礫を含む。
④　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。黒色土、ロームがブロック状に混ざる。、
⑤　暗褐色土　きめが粗く、しまらない。ロームがブロック状に混ざる。、
⑥　暗褐色土　きめが粗く、ややしまらない。褐色粒を多く含む。

47号土坑南北断面
①　褐 色 土　きめが細かく、しまらない。
　　　　　　　橙色粒を含む。
②　黒 色 土　きめが細かく、ややしまる。
　　　　　　　やや粘質。
③　暗褐色土　きめが細かく、
　　　　　　　ややしまる。粘質。
　　　　　　　②とロームが混ざる。

24号焼土集中東西断面
①　黒褐色土　きめが粗く、硬くしまる。焼土の層。
②　暗褐色土　きめが粗く、ややしまる。

②

①

③

第337図　63号踏み分け道、47号土坑実測図
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①

③

調
査

区
域

外

64号踏み分け道

64号踏み分け道

64号踏み分け道

25号焼土集中

25号焼土集中

P-N
L=83.400m

P-S

P-N

P-S

P-N

P-N

L=83.400m

P-S

P-S

②

① ① ①

0 2m

S=1⁄60

撹 乱

撹 乱

撹 乱

0 2m

S=1⁄100

AI-10

AI-11

AJ-10

AJ-11

AJ-11

AJ-12

AK-11

AK-12

焼土

硬化面

調

査

区

域

外

調

査

区

域

外

64号踏み分け道南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、しまる。
②　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。硬化面

25号焼土集中南北断面
①　暗褐色土　きめが細かく、非常に硬くしまる。焼土の層。
②　暗褐色土　きめが細かく　ややしまる。橙色粒を少量含む。

第339図　64号踏み分け道、25号焼土集中実測図
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P-W

P-W P-E L=83.200m

P-
E

L=
82
.4
00
m

P-
W

P-N

P-S

P-E

P-E

P-W

P-N
P-S

L=82.400m

第340図　10号集石遺構実測図

0 2m

S=1⁄60

0 2m

S=1⁄60

AV-12

AV-13

AW-12

AW-13

調

査

区

域

外

AK-14

AK-15 5m東
AL-14

AL-15

第341図　土管実測図
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1074
1075

0 10cm

S=1⁄3  1068、1069、1076は1⁄2
1074、1075は1⁄1

1076

1073

10721070

1071

1069

1067

1068

10661065

1064
10631062

第342図　E－２区出土遺物実測図
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1079

0 10cm

S=1⁄2  1079はS=1⁄3
使用面

1077

1078

46 号土坑【第 334 図】

　平面形状は0.7m×0.8ｍの楕円形を呈し、深さ0.25ｍを測る。

47 号土坑【第 337 図】

　平面形状は0.7m×0.8ｍのいびつな楕円形を呈し、深さ0.55ｍを測る。

【焼土集中】

18号焼土集中【第 334 図】

　77号道路に切られている。61号踏み分け道の一部の可能性あり。

19 号焼土集中【第 334 図】

　長軸1.2m×短軸0.6ｍの範囲に、焼土が広がる。

20 号焼土集中【第 334 図】

　長軸1.0m×短軸0.7ｍの範囲に、焼土が広がる。

21 号焼土集中【第 335 図】

　不定形な平面形状を呈し、深さ0.1ｍを測る。上面に焼土が検出されたが、遺構の性格は不明。

22 号焼土集中【第 335 図】

　平面形状は0.6m×0.55ｍの楕円形を呈し、深さ0.3ｍを測る。上面に焼土が検出されたが、遺構の性格は不明。

23 号焼土集中【第 335 図】

　77号道路に切られている。焼土が拡散して検出された。

24 号焼土集中【第 338 図】

　撹乱されているが、0.3ｍほどの厚さに焼土が集中して検出された。

第343図　E－2区出土遺物実測図
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25 号焼土集中【第 339 図】

　64号踏み分け道に隣接する。長軸2.0m×短軸0.7ｍのいびつな土坑の上面に焼土が集中する。

【集石遺構】

10号集石【第 340 図】

　４ｍ四方に、遺構礫の集中がみとめられたが、周辺に遺構は存在しないため、性格は不明。

【その他】

土管【第 341 図】

　残長6.7ｍ、直径は0.9ｍ。0.7ｍごとに接合されており、接合部の厚さは1.05ｍを測る。敷設のための掘り込み

は幅2.2ｍを測る。良質のコンクリートを素材とする土管であり、一帯は戦前戦後、陸軍の飛行場があったことから、

関連した遺構と考えられる。
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第３表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

M・N
-10

L・M
-7

ピット
20〜22

ピット
20〜22

孔径
0.4～0.5

橙～にぶい黄橙



第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

内黒
土師器



第３表　出土遺物観察表
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10

11

西側
トレンチ

有孔
土製品

凹面：
にぶい黄褐

凸面：
にぶい褐



第３表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

15号

踏み分け道

1号集石
遺構

エメラルドグリーン

（銅緑釉）

2.5Y6⁄2～
2.5Y4⁄2
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第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

36号

踏み分け道



第３表　出土遺物観察表
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48号

踏み分け道

凸面：
灰オリーブ

31号土坑



第３表　出土遺物観察表

� — 269 —

医者どん坂遺跡　遺物観察表

2.5〜3



第３表　出土遺物観察表
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62号
踏み分け道

62号
踏み分け道

112号溝
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第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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第３表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

墨書土器
（黒色土器）

刻書土器
（内黒土師器）

‒B-41
‒C-40・41
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第3表　出土遺物観察表
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医者どん坂遺跡　遺物観察表

溝
ローレット

頭部
識別塗装

9号道路
硬化面②下




